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簡易操作説明

設定を簡単に素早 く 行 う には ：

安全注意事項 → 7 ページ

⇓

設置 → 12 ページ

⇓

配線 → 19 ページ

⇓

表示部と操作部 → 33 ページ

⇓

試運転 / クイックスタート → 39 ページ

ク イ ッ ク ス ター ト ： ナビゲータによ る標準的な運転を行 う ための機器設定について。

機器設定 ： すべての設定可能な機器機能 （関連する値範囲と 設定値を含む） について

の説明と その使用法。

適用例 ： 本機器の設定について。

用途：密度の計測

配管やタ ン ク内の液体の計測物の密度を計測し ます。 また、 防爆エ リ アでの使用や食品産業や化学産業の

用途に適し ています。

TI420Fxx016

* 用途 （アプ リ ケーシ ョ ン） によ っては、 温度と圧力の情報が必要にな り ます。

1. リ キフ ァ ン ト  M センサ、 エレ ク ト リ ッ ク イ ンサー ト  FEL50D （パルス出力） 付き ； 

2. 温度センサ （例えば 4 ～ 20 mA 出力） 

3. 圧力伝送器 （4 ～ 20 mA 出力など） （圧力変化 > 0.6 MPa の場合に必要） ； 

4. リ キフ ァ ン ト  デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621、 表示 / 操作ユニ ッ ト 付き

Endress+Hauser
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*
*
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リキファント M デンシティコンピュータ（密度 / 濃度計測用）の用途

こ の密度計測システムは液体用です。

- イ ンテ リ ジェ ン ト 計測物検出

- 比重の計算

- 液体濃度の計算

- °Brix、 °Baume、 °API など様々な単位への変換

デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621 は、 リ キフ ァ ン ト  M と組み合わせる と 、 連続し た

密度計測値を出力し ます。

さ らに、 値を Baume や °Brix などに変換する こ と も でき ます。 

数式処理機能が内蔵されているので、 密度計測によ って、 比重の決定、 イ ンテ リ ジェ ン ト 計測物検出、 濃

度の特定を行 う こ と ができ、 品質管理に役立ちます。

デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621 を使用する と、 大 5 つの密度計測ラ イ ンを操作

する こ と ができ ます。 その場合は、 すべてのス ロ ッ ト に差込式カード を差し込む必要があ り ます。 

BA335Fen300

本機器は、 以下のプロセス計測に役立ちます。

• データ ロ グの収集

• 各種通信プロ ト コルを使用し た遠隔制御

• 制御

• 計測値のスケー リ ング表示 （マルチチャネル表示）

• 接続されたセンサからの値を使用し た数式 / 物理式の計算

マルチチャネル設計によ り 、 複数用途の計測 / 計算を同時に行 う こ と ができ ます。 こ う し て、 大 5 点の

密度計算 （およびその他の変換処理） を同時に実行する こ と ができ ます。 

様々なセンサを本機器に接続する こ と ができ ます。 対応センサ例 ：

• 流量

• レベル

• 圧力

• プロセス温度

• 流速

• 周波数または密度

• 分析

M

•

®
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システムの構成

TI420Fen017

比重用途 

周波数、 温度、 および圧力の入力変数から密度を計算でき る ソ フ ト ウ ェアモジュールが用意さ
れています。 

追加のモジュールを使用する と、 基準温度における密度の計算や、 濃度の算出、 計測物の検出
を行 う こ と ができ ます。

基準密度

このモジ ュールでは、 システムが 
15 °C または 20 °C などの基準温度
を参照し戻し ます。

各温度での計測物の密度変化が既
知であ る必要があ り ます。

濃度

既存の利用可能な、 または経験的
に決定された密度 / 濃度のカーブ
を使用する と、 例えば物質を計測
物に連続的に溶かし ている場合な
どに、 濃度を決定する こ と ができ
ます。

計測物の検出

2 つの計測物を判別する ために、
複数の計測物について、 温度を変
数と し た密度の関数を保存する こ
と ができ ます。 こ う する と、 2 つ
の計測物または 2 種類の濃度を判
別する こ と ができ ます。

TI420Fen008
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The order can not be handled without the completed safety sheet.
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1 Safety instructions （安全注意事項）
デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） の安全な運転は、 取扱説明書を読み、 その安全
注意事項を遵守し た場合に限って保証されます。

1.1 Designated use （指定用途）

デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） は、 接続されたセンサから得られる物理変数を
計算するための機器です。 こ の計算には、 用意されている数式や、 自由に定義 / 入力可能な数式
も使用する こ と ができ ます。 自由に入力可能な数式は、 本機器で直接編集する こ と も、 PC で編
集する こ と も でき ます （ReadWin 使用）。 入力し た値と計算値は本機器に保存し、 後で本機器ま
たは外部システムで評価する こ と ができ ます。 こ の外部システム と の接続を確立する方法は、 各
種用意されています （RS232/485、 イーサネ ッ ト 、 OPC、 M Bus、 Mod Bus）。

• 本機器は補助的機器とみな され、 防爆区域に設置する こ と はでき ません。
• 不適切な、 または用途外の使用によ る損傷については、 弊社は責任を負いかねます。 本機器の

改造、 変更は一切行わないで く ださい。
• 本機器は、 工業環境で使用する よ う 設計されてお り 、 設置された状態でのみ動作させる こ と

ができ ます。

1.2 Installation, commissioning and operation （設置、 設定、 操作）

本機器は、 新の技術によ り 安全設計され、 該当する要件および EU 指令を満た し ています。 本
機器は、 不適切な、 または用途外の使用によ り 、 適用の際に生じ る危険の原因になる こ と があ
り ます。 本機器の設置、 配線、 試運転、 および保守は、 訓練を受けた技術者が行って く ださ い。 
技術者は、 本取扱説明書を読んで理解し、 これに記載されている指示に従 う 必要があ り ます。 配
線図の内容 （セ ク シ ョ ン 4 「Wiring （配線）」 を参照） を遵守し て く ださ い。

1.3 Operational safety （操作上の安全性）

技術的改良

弊社は、 特に通知する こ と な く 、 詳細機能を 新技術に合わせて変更する権利を留保し ます。 取
扱説明書の 新情報や可能な拡張については、 各販売店にお問い合わせ く ださい。

1.4 Return （返却）

修理の場合など返却時には、 本機器を梱包で保護し て送付し て く ださい。 納入時の梱包箱を使用
する と、 適に保護する こ と ができ ます。 修理は、 担当の販売業者にご依頼 く ださ い。

!

注意 ! 

• 修理する機器を送る場合は、 エラーと用途について記載し た記録を同梱し て く ださ い。 
• エラーが、 デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621 のものか、 リ キフ ァ ン ト  M 

デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） FTL5x のものか、 診断時に判定でき なかった場合は、 これら
の機器を両方と も返却し て く ださい。 

1.5 Notes on safety conventions and icons （安全に関する表記規則と
記号）

取扱説明書の安全注意事項は、 以下の安全に関する記号で表示されます。

#

危険 ! 

このシンボルは、 正し く 行わなかった場合、 人が重症を負 う 、 または機器の安全面を損な う 、
または機器が故障する恐れがあ る行為 / 手順を示し ます。

警告 !

このシンボルは、 正し く 行わなかった場合、 機器の運転を損な う 、 または機器が故障する恐れ
があ る行為 / 手順を示し ます。

!

注意 ! 

このシンボルは、 正し く 行わなかった場合、 動作に間接的に影響する、 または機器の予期でき
ない反応を引き起こす恐れがあ る行為 / 手順を示し ます。
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2 Identification （識別情報）

2.1 Device designation （機器名称）

2.1.1 Nameplate （型式銘板）

納入された機器は注文したものですか？

本機器の銘板上のオーダーコード を、 納品書のコード と比較し て く ださい。

BA335Fxx302

図 1 ： FML621 の銘板

1) オーダーコード

2) シ リ アルナンバ

2.2 Scope of delivery （納入範囲）

本機器の納入範囲 ：

• デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用）、 レール取付用
• 取扱説明書 （冊子）
• 取扱説明書 （CD-ROM）
• 納品書
• PC 設定ソ フ ト ウ ェ ア （ReadWin® 2000、 CD-ROM）
• イ ン ターフ ェ イ ス ケーブル （RS232、 オプシ ョ ン）
• 分離デ ィ スプレ イ （パネル取付用、 オプシ ョ ン）
• 拡張カード （オプシ ョ ン）

!

注意 ! 

本機器のア ク セサ リ については、 セ ク シ ョ ン 「Accessories （ア ク セサ リ ）」 を参照し て く ださ
い。 → 138 ページ

2.3 Certificates and approvals （認証と認定）

CE マーク、 適合宣言

本機器は、 新の操作安全要件を満たすよ う に設計され、 十分試験を受け、 安全に動作する状
態で工場から出荷されています。

本機器は、 IEC 61010 "Safety requirements for electrical equipment for measurement, control and 
laboratory use （計測、 制御、 実験用電気機器のための安全要件） " に準拠し た関連規格 / 指令に
適合し ています。

し たがって、 本取扱説明書に記載されている機器は、 EU 指令の法定要件を満た し ています。 弊
社は、 本機器が試験に合格し た こ と を、 CE マーク を添付する こ と によ って保証し ています。

FML621-xxxxxxxxxxxx

-20°C < Ta < 60°C
90-250 V AC

xxxxxxxxxxx

FML621FML621

8-24 VA
50/60 Hz

IP20/NEMA1

Input: 4-20mA/PFM/Impulse
Output: 4-20mA/Impulse
Relays: contact ratings max. 250V/AC/3A

Ordercode:
Ser. No. :

1

2
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2.4 Device identification （機器の識別表示）

2.4.1 FML621 product structure （FML621 注文コー ド）

!

注意 ! 

互いに相容れないバージ ョ ンについては特に記載し ていません。

10 認証：

A 非防爆

B ATEX II （1） GD 　 EEx ia IIC

C FM AIS I、 II、 III/1/ABCDEF

D CSA (Ex ia) I、 II、 III/1/ABCDEF

E IECEx (Ex ia) IIC

20 表示；操作： 

1 非選択 ； ボ タ ンな し

2 英数字 ； 8 × ボタ ン

3 分離型 パネル 72 × 144 mm、 1 × RS485

4 分離型 パネル 72 × 144 mm、 2 × RS485

1 AC 90 ～ 250 V

2 DC 20 ～ 36 V、 AC 20 ～ 28 V 

40 スロット B：

A な し

B 入力 ： 2 × FEL50D / 0/4 ～ 20 mA 
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

C 入力 ： 2 × Pt100/500/1000
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

D 入力 ： 4 × デジ タル
出力 ： 6 × リ レー SPST

E 入力 ： 2 × U、 I、 TC
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA/ パルス

G 入力 ： Ex i、 2 × FEL50D /0/4 ～ 20 mA 
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

H 入力 ： Ex i、 2 × Pt100/500/1000
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

I 入力 ： Ex i、 4 × デジ タル
出力 ： 6 × リ レー SPST

J 入力 ： Ex i、 2 × U、 I、 TC
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA/ パルス

50 スロット C：

A な し

B 入力 ： 2 × FEL50D / 0/4 ～ 20 mA 
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

C 入力 ： 2 × Pt100/500/1000
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

D 入力 ： 4 × デジ タル
出力 ： 6 × リ レー SPST

E 入力 ： 2 × U、 I、 TC
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

G 入力 ： Ex i、 2 × FEL50D /0/4 ～ 20 mA + 伝送器電源
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

H 入力 ： Ex i、 2 × Pt100/500/1000
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

I 入力 ： Ex i、 4 × デジ タル
出力 ： 6 × リ レー SPST

J 入力 ： Ex i、 2 × U、 I、 TC
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA/ パルス
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60 スロット D：

A な し

B 入力 ： 2 × FEL50D / 0/4 ～ 20 mA 
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

C 入力 ： 2 × Pt100/500/1000
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

D 入力 ： 4 × デジ タル 
出力 ： 6 × リ レー SPST

E 入力 ： 2 × U、 I、 TC
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA/ パルス

G 入力 ： Ex i、 2 × FEL50D /0/4 ～ 20 mA
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

H 入力 ： Ex i、 2 × Pt100/500/1000
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

I 入力 ： Ex i、 4 × デジ タル
出力 ： 6 × リ レー SPST

J 入力 ： Ex i、 2 × U、 I、 TC
出力 ： 2 × 0/4 ～ 20 mA/ パルス

70 ソフトウェア：

AA 数式処理 + 密度モジ ュール

AB 数式処理 + 密度モジ ュール + モー ト ア ラーム

YY 特殊仕様

80 操作言語：

A ド イ ツ語

B 英語 （標準）

C フ ラ ン ス語

D イ タ リ ア語

E スペイ ン語

F オ ラ ンダ語

G チェ コ語

90 通信：

1 1 × RS232、 1 × RS485

2 1 × RS232、 1 × RS485 + ケーブル

3 1 × RS232 + PROFIBUS DP ス レーブモジ ュール

4 1 × RS232 + ケーブル + PROFIBUS DP、 外部ス レーブモジ ュール 

5 1 × RS232 + 2 × RS485 

6 1 × RS232 + 2 × RS485 + ケーブル

C 1 × RS232 + PROFIBUS DP ス レーブモジ ュール + イーサネ ッ ト  

D 1 × RS232 + PROFIBUS DP ス レーブモジ ュール + イーサネ ッ ト  + 
ケーブル

E 1 × RS232 + 2 × RS485 + イーサネ ッ ト

F 1 × RS232 + 2 × RS485 + ケーブル + イーサネ ッ ト  

100 追加のオプション：

1 な し

2 工場出荷時校正証明書

FML621 - 全仕様完了
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2.4.2 Application examples （適用例）

基本ユニ ッ ト ：

基本ユニ ッ ト  + 2 × 拡張カード ：

計測物検出 （例えば リ レーで検出） ：

密度 ：

他の計測原理と組み合わせた密度 ：

用途 注文コード 入力数 出力数 コメント

1 × 密度計測ラ イ ン

圧力 / 温度補正あ り

FML621-

xxxAAAxxxx

4 × FEL50D / 0/4 ～ 20 

mA

1 × リ レー SPST、 2 × 

0/4 ～ 20 mA

1 × FEL50D 付き リ キフ ァ ン ト

1 × 温度伝送器 4 ～ 20 mA

1 × 圧力伝送器 4 ～ 20 mA

1 × 出力 ： 密度 4 ～ 20 mA

1 × 出力 ： 温度 4 ～ 20 mA

2 × 密度計測ラ イ ン

温度補正あ り

FML621-

xxxAAAxxxx

4 × FEL50D / 0/4 ～ 20 

mA

1 × リ レー SPST、 2 × 

0/4 ～ 20 mA

2 × FEL50D 付き リ キフ ァ ン ト

2 × 温度伝送器 4 ～ 20 mA

1 × 出力 ： 密度 4 ～ 20 mA

1 × 出力 ： 温度 4 ～ 20 mA

用途 注文コード 入力数 出力数 コメント

3 × 密度計測ラ イ ン

2 × 温度補正あ り

1 × 圧力 / 温度補正あ り

FML621-xxxBBAxxxx 8 × FEL50D / 0/4 ～ 20 

mA

1 × リ レー SPST、 6 × 

0/4 ～ 20 mA

3 × FEL50D 付き リ キフ ァ ン ト

3 × 温度伝送器 4 ～ 20 mA

1 × 圧力伝送器 4 ～ 20 mA

3 × 出力 ： 密度 4 ～ 20 mA

3 × 出力 ： 温度 4 ～ 20 mA

1 × 計測物検出用 リ レー

用途 注文コード 入力の用途 情報の内容 コメント

2 つの計測物の識別 FML621-

xxxAAAxxxx

基本ユニ ッ ト

1 × FEL50D 

1 × 温度 

4 ～ 20 mA

1 × 出力 ： 密度 4 ～ 20 mA

1 × 出力 ： 温度 4 ～ 20 mA

1 × リ レー （例 ： 貯蔵タ ン ク

の切替用など）

この計測物の検出では、 濃

度または相の変化を検出す

る こ と もでき ます。

3 つの計測物の識別 FML621-

xxxBAAxxxx

基本ユニ ッ ト ＋追加

の リ レーカード

1 × FEL50D 

1 × 温度  

4 ～ 20 mA

1 × 出力 ： 密度 4 ～ 20 mA

1 × 出力 ： 温度 4 ～ 20 mA

1 × リ レー ： 計測物 1 の検出

1 × リ レー ： 計測物 2 の検出

1 × リ レー ： 計測物 3 の検出

この リ レーでア クチュエー

タ を ト リ ガ させる こ と に

よ って、 その後のプロセス

を作動させる こ と ができ ま

す。

用途 注文コード 入力の用途 情報の内容 コメント

密度計測または濃度計算、 ポンプ

保護付

FML621-

xxxAAAxxxx

基本ユニ ッ ト

1 × FEL50D 

1 × 温度  

4 ～ 20 mA

1 × 出力 ： 密度 4 ～ 20 mA

1 × 出力 ： 濃度 4 ～ 20 mA

1× リ レー ： ポンプオフ用

密度および濃度の判定の他

に、 適切な切替周波数を設

定する と 、 ポンプ保護を実

装する こ と も でき ます。

用途 注文コード 入力の用途 情報の内容 コメント

タ ン ク の内容重量の判定と 、 計測

有効性の監視

FML621-

xxxBAAxxxx

基本ユニ ッ ト ＋追加

の拡張カード

アナロ グ

1× FEL50D 

1 × 温度  

4 ～ 20 mA

1 × マイ ク ロパイ ロ ッ

ト  FMR240

1 × 出力 ： 内容重量

1 × 出力 ： 密度 4 ～ 20 mA

1 × 出力 ： レベル 4 ～ 20 mA

1 × リ レー ： レベル情報に応

じ た計測有効性の判定

数式処理機能が内蔵されて

いるので、 密度計測によ っ

て、 レベル情報か ら計測物

の内容重量を計算する こ と

ができ ます。
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3 Installation （設置）

3.1 FML621 installation （FML621 の設置）

設置時と運転時は、 許容周囲温度 （セ ク シ ョ ン 12 「Technical data （技術データ）」 を参照） を遵
守し て く ださい。 熱の影響を受けないよ う 本機器を保護し て く ださ い。

3.1.1 Dimensions （寸法）

機器の長さ 135 mm を遵守し て く ださい （8TE に対応）。 寸法の詳細については、 セ ク シ ョ ン
12 「Technical data （技術データ）」 を参照し て く ださい。

3.1.2 Mounting location （取付位置）

キ ャ ビネ ッ ト 内に IEC 60715 に準拠し てレール取付し て く ださい。 振動する場所には取 り 付けな
いで く ださい。

3.1.3 Orientation （取付向き）

制限事項はあ り ません。

3.2 FML621 installation instructions （FML621 の設置の説明）

まず、 プラ グ イ ン端子を本機器のス ロ ッ ト から取 り 外し ます。 
本機器を レールに固定するために、 初にレール上側に掛けます。 丁寧に押し下げて、 レールの
下側ク ラ ンプをかみ合わせます。 ( 図 2 参照、 ① と  ②）

BA335Fxx303

図 2 ： 機器のレール取付

2

1

IEC 60715 TH35

FML621

Endress+Hauser
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3.2.1 Installing extension cards （拡張カー ドの取付）

本機器にさ まざまな拡張カード を取 り 付ける こ と ができ ます。 そのために本機器には 大 3 つの
ス ロ ッ ト が用意されています。 拡張カード用ス ロ ッ ト には、 B、 C、 D のマーク が付いています
（→ 図 3）。

1. 拡張カード の取 り 付け、 取 り 外しの と きは、 本機器を電源に接続し ないよ う にし て く ださ
い。

2. 基本ユニ ッ ト のス ロ ッ ト （B、 C、 D） からブラ ン ク カバーを取 り 外し ます。 それには、 ハ
ウジングの背面にあ る キ ャ ッ チを押し ながら （ド ラ イバなどで） （図 3 参照、 1）、 同時に機
器の底面のキ ャ ッチを一緒に押し ます （図 3 参照、 2）。 これで、 基本ユニ ッ ト からブラ ン
ク カバーを引き あげる こ と ができ ます。

3. 拡張カード を基本ユニ ッ ト に上から挿入し ます。 本機器の底面と背面にあ る キ ャ ッチが
（図 3 参照、 1 と  2） 定位置にロ ッ ク される と、 拡張カード は正し く 取 り 付け られた状態に
な り ます。 基本ユニ ッ ト と同様に、 拡張カード の入力端子が上部にな り 、 接続端子が正面
を向 く よ う にし て く ださい。

4. 本機器を正し く 配線し、 設定を完了する と （セ ク シ ョ ン 6 「Commissioning （試運転）」 を参
照）、 新しい拡張カード は自動的に認識されます。

"

警告 !

拡張カード を使用する場合は、 少な く と も 0.5 m/s の空気流によ って通気する必要があ り ます。

!

注意 ! 

拡張カード を取 り 外し た場合、 別のカード と差し替えない と きは、 ブラ ン ク カバーで空のス
ロ ッ ト を閉じ て く ださい。

BA335Fxx304

図 3 ： 拡張カー ドの取付 （例）

1 ： 本機器背面のキ ャ ッ チ

2 ： 本機器底面のキ ャ ッ チ

A ～ E ： 各ス ロ ッ ト の名称

3.3 Sensor-specific parameter （センサ固有のパラ メ ータ）

リ キフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） には、 校正レポー ト と センサ校正書が付属し
ています。 校正レポー ト には、 デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621 に入力す
る必要があ るセンサ固有のパラ メ ータが記載されています。 

あ るいは、 センサ固有のパラ メ ータ をセンサ校正書で調べる こ と も でき ます。 センサ校正書は
リ キフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） のハウ ジングに付いています。 

A B C

D

E

FML621 Endress+Hauser

FML621 Endress+Hauser
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3.4 FML621 post-connection check （FML621 接続後のチ ェ ッ ク）

拡張カード を使用する場合は、 カード が本機器のス ロ ッ ト に適切に取 り 付け られているか確認
し て く ださい。

3.5 Installation conditions for Liquiphant M Density （リキフ ァ ン ト  M デ
ンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） の設置条件）

!

注意 ! 

以下の情報については、 リ キフ ァ ン ト  M の追加マニュ アルを参照し て く ださい （→ 158 ページ
「関連文書」 参照）。 

3.5.1 Orientation （取付向き）

取付位置は、 音叉と メ ンブレンが常に計測物の中に埋没する よ う に選択し て く ださい。 

!

注意 ! 

配管または ノ ズル内に空気溜 り が生じ ないよ う に、 適切なエア抜き を行って く ださい。

3.5.2 Inlet and outlet run （上流側 / 下流側直管長）

センサは、 T 字管、 エルボ、 フ ラ ンジエルボなどの継手からでき るだけ離し て取 り 付けて く だ
さい。 
計測精度を確保するために、 上流側 / 下流側直管長に関する以下の要件を遵守し て く ださい。 

上流側直管長 ： 5 × 呼び口径、 小 750 mm

下流側直管長 ： 2 × 呼び口径、 小 250 mm

TI420Fxx037

圧力計測点および温度計測点の下流側直管部

圧力センサおよび温度センサは、 リ キフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） の下流 （流
れ方向からみて） に取 り 付ける必要があ り ます。 圧力計測点および温度計測点を、 本機器下流に
設置する と きは、 この計測点と本機器の間の間隔が十分あ る こ と を確認し て く ださい。 

TI420Fxx039

図 4 ： PT = 圧力計測点

TT = 温度計測点
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3.5.3 Mounting location and correction factor (Correction r) （取付位置と補正係
数 （補正値 r））

リ キフ ァ ン ト  M は、 タ ン ク、 コ ンテナ、 配管などに取 り 付ける こ と ができ ます。 

!

注意 ! 

正しい取付位置を選択するには、 以下の一般条件に従って く ださい。 

• リ キフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） ユニ ッ ト の取付位置には、 音叉が振動する余
裕が必要です。 このわずかな振れであって も、 計測物は押しのけ られるか、 音叉を迂回し て流
れる必要があ り ます。 音叉の羽根 と タ ン クや配管の壁と の距離が非常に狭ければ、 計測結果に
影響を及ぼし ます。 これは、 補正係数 （補正値 r） を入力し て相殺する こ と ができ ます。 

BA335Fxx001

図 5 ： * 音叉の先端と タ ン ク床等との間の距離が 12 ～ 40 mm の場合の補正係数 （補正値 r）

• 配管内部に取 り 付ける と きは、 リ キフ ァ ン ト  M の音叉の羽根を流れの方向に合わせて く ださ
い。 そ う し ない と、 渦が生じ る ために計測結果が正し く な く なる可能性があ り ます。 
- プロセス接続上に、 音叉の羽根の方向が表示されています。 

ネジ接続 = 六角ネジ上の印 ； フ ラ ンジ = フ ラ ンジ上の 2 本線
- 動作中、 計測物流速の上限は 2 m/s です。 

• 攪拌器があ る タ ン ク では、 リ キフ ァ ン ト を流れの方向に合わせて く ださ い。 そ う し ない と、 渦
が生じ る ために計測結果が正し く な く なる可能性があ り ます。 

• リ キフ ァ ン ト の伸長パイプ >1000 mm の場合、 攪拌機付きのタ ン ク ではセンサを横から支え る
必要があ り ます （変形防止）。 あ るいは、 リ キフ ァ ン ト を横に取 り 付けます。

BA335Fxx004

図 6 ： 流れ方向への音叉の位置合わせ （リキフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） 上の印に注目）
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TI420Fxx042

図 7 ： * センサを側方から取り付けた場合の補正係数 （補正値 r） 音叉羽根上の く ぼみ部を配管の軸に一

致させて く だ さい。 

!

注意 ! 

管の内径 <44 mm では、 この向きに取 り 付ける こ と はでき ません。
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管の流量が大きい （ 2 ～ 5 m/s） 場合、 またはタ ン ク内の表面が荒れている場合は、 センサ位置
の乱流を低減するための構造的な対策を講じ て く ださい。 こ のためであれば、 外筒管やよ り 径が
大きい管に、 リ キフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） を取 り 付ける こ と もでき ます。

TI420Fxx043

図 8 ： * 管の呼び口径 DN50 ～ DN100 の補正係数 （補正値 r）。 呼び口径 >DN100 の管では、 補正は必要

あ り ません。

• 取付位置は、 音叉と メ ンブレ ンが常に計測物の中に埋没する よ う に選択し て く ださ い。 

BA335Fxx005

図 9 ： 音叉と "*" メ ンブレンは計測物の中に完全に埋没させて く だ さい。 
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3.6 Entering the correction factor (Correction r) in ReadWin （ReadWin 
での補正係数 （補正値 r） の入力）

補正係数は、 図 10 に示されている よ う に、 ReadWin に入力する こ と ができ ます。 

BA335Fyy100

図 10 ： 補正係数 （補正値 r） の入力ボ ッ クス
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4 Wiring （配線）

4.1 Quick wiring guide （ク イ ッ ク配線ガイ ド）

BA335Fen305

図 11 ： スロ ッ ト の割当 （基本ユニ ッ ト ）

端子の割当
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Input 1 GroundInput 1 + mA/PFM /ImpulseLoop S upply GroundLoop Su pply 1 +

8
2

8
1

1
0

1
1

FML621 Endress+Hauser

端子番号 端子の割当 スロット 入力

10 + 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力 1 A 上側前列 （A I） 電流 /PFM/ パルス入力 1

11 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力のグ ラ ン ド

81 センサ電源のグ ラ ン ド 1

82 24 V センサ電源 1

110 + 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力 2 A 上側後列 （A II） 電流 /PFM/ パルス入力 2

11 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力のグ ラ ン ド

81 センサ電源のグ ラ ン ド 2

83 24 V センサ電源 2

10 + 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力 1 E 上側前列 （E I） 電流 /PFM/ パルス入力 1

11 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力のグ ラ ン ド

81 センサ電源のグ ラ ン ド 1

82 24 V センサ電源 1

110 + 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力 2 E 上側後列 （E II） 電流 /PFM/ パルス入力 2

11 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力のグ ラ ン ド

81 センサ電源のグ ラ ン ド 2

83 24 V センサ電源 2

端子番号 端子の割当 スロット 出力インターフェイス

101 + RxTx 1 E 下側前列 （E III） RS485

102 - RxTx 1

103 + RxTx 2 RS485 （オプシ ョ ン）

104 - RxTx 2
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!

注意 ! 

同一ス ロ ッ ト の入力は、 互いに絶縁されていません。 各種ス ロ ッ ト の上記入力および出力の絶縁
電圧は、 500 V です。 2 番目の桁が同じ端子は、 内部でジ ャ ンパ接続されています （端子 11 と  
81）。

4.2 Connecting the measuring unit （機器の配線）

"

警告 !

本機器の設置 ・ 配線は、 電源に接続し たま ま行わないで く ださい。 これに従わない と、 電子部品
が破損する可能性があ り ます。

接続の概要、上側（入力）

TI420Fen018

* ア ク テ ィ ブセンサ：ア ク テ ィ ブセンサの接続例 と し て PLC からの温度情報の

入力が考え られます。 

131 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1 E 下側後列 （E IV） 電流 / パルス出力 1

132 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1

133 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2 電流 / パルス出力 2

注意 !
!

イーサネ ッ ト オプシ ョ ンを注文し た場合

は、 イーサネ ッ ト

134 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2

52 リ レー ： コモン （COM） A 下側前列 （A III） リ レー 1

53 リ レー ： ノーマルオープン （NO）

91 センサ電源のグ ラ ン ド 追加のセンサ電源

92 + 24 V センサ電源

L/L+ AC は L

DC は L+

A 下側後列 （A IV）

電源

N/L- AC は N

DC は L-

端子番号 端子の割当 スロット 入力

8182 10 11

81

A E

83 110 11

+

1+ 2–

–

B C D

+ –

8182 10 11

8183 110 11

1+ 3–

TMR31FEL50D

*S

M

FTL5x
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接続の概要、下側（出力、インターフェイス）

TI420Fen019

* ア ク テ ィ ブセンサ：ア ク テ ィ ブセンサの接続例と し て PLC からの温度情報の

入力が考え られます。 

!

注意 ! 

イーサネ ッ ト オプシ ョ ンでは、 ス ロ ッ ト  E で電流出力およびパルス出力を使用する こ と はでき
ません。

4.2.1 Power supply connection （電源接続）

"

警告 !

• 本機器に配線する前に、 供給電圧が型式銘板の仕様と一致し ている こ と を確認し て く ださ い。
• AC 90 ～ 250 V バージ ョ ン （電源接続） では、 ヒ ューズ （定格電流 = 10 A） だけでな く 、 遮断

器と表示し たス イ ッ チを、 本機器の近 く （手の届きやすい と こ ろ） の電源ラ イ ンに取 り 付け
て く ださい。

TI420Fxx023

図 12 ： 電源接続

4.2.2 Connecting external sensors （外部センサの接続）

!

注意 ! 

アナロ グ、 PFM、 またはパルス信号を備え る ア ク テ ィ ブセンサおよびパッ シブセンサを、 本機
器に接続する こ と ができ ます。

103104 102 101

133

A B C D E

134

– + – +

132 131

9291 53 52

N/L – L/L +

+
-

Y

I

20...36 VDC

20...28 V,AC 50/60 Hz

90...250 VAC

50/60 Hz

N/L– L/L+

=
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パッ シブセンサ

リ キフ ァ ン ト  M FEL50D、温度センサ 4 ～ 20 mA など、本機器内蔵のセンサ電源から電力を供給
するセンサの場合の配線図 

TI420Fxx024

図 13 ： パッ シブセンサの接続。 例えば入力 1 （スロ ッ ト  A I） など。 

1 ： パルス信号

2 ： PFM 信号

3 ： 2 線式伝送器 （4 ～ 20 mA）、 パッ シブ

4 ： オプシ ョ ンの共通拡張カード （ス ロ ッ ト  B （ス ロ ッ ト  B I→ 図 18））

アク テ ィ ブセンサ

ア ク テ ィ ブセンサ （すなわち外部電源） の場合の配線方法 

TI420Fxx025

図 14 ： ア ク テ ィ ブセンサの接続。 例えば入力 1 （スロ ッ ト  A I） など。 

1 ： パルス信号 

2 ： PFM 信号

3 ： 2 線式伝送器 （4 ～ 20 mA）、 ア ク テ ィ ブ

4 ： オプシ ョ ンの共通拡張カード （ス ロ ッ ト  B （ス ロ ッ ト  B I→ 図 18））

エレ ク ト リ ッ ク イ ンサー ト  FEL50D 付き リキフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測
用）

電源

周波数範囲 ： 300 ～ 1500 Hz

信号レベル ： 4 mA

パルス高 ： 16 mA

パルス幅 ： 200 μs

1

R

I max = 20 mA

PFM
Y

–

+

–

11 111

10 112

24 V

81 181

82 182

+

2 3 4

5 �

1

R

I max = 20 mA

PFM
Y

–

+

–
11 111

10 112

24 V

81 181

82 182

+

2 3 4

5 �
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配線

デンシティコンピュータ（密度 / 濃度計測用）FML621 の 2 線接続

デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621 に接続する場合。

出力信号は、 パルステ ク ノ ロ ジに基づいています。

この信号を用いて、 変換器に絶えず音叉フ ォーク周波
数を送 り ます。

"

警告 !

FTL325P などのその他の変換器と動作させる こ と は
でき ません。

このエレ ク ト リ ッ ク イ ンサー ト は、 元々 リ ミ ッ ト ス
イ ッ チ と し て使用されている機器に組み込むこ と は
でき ません。

TI420Fen004

アラーム時の信号

電源異常またはセンサ故障時の出力信号 ： 0 Hz

校正

リ キフ ァ ン ト  M のモジュールシステムでは、 電子部品の他に、 拡張設定のオプシ ョ ン も用意さ
れています （特殊校正、 密度 H2O） （「Accessories （ア ク セサ リ ）」 の機能 60 参照）。

校正には 3 つのタ イプがあ り ます ：

標準校正 （TI328F、 注文情報の追加オプシ ョ ン、 基本バージ ョ ン A を参照）

センサの特性を記述する 2 つの音叉パラ メ ータが、 工場で決定され、 製品に添付される校正レ
ポー ト に記載されています。 こ のパラ メ ータ を、 デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用）
FML621 に転送し て く ださい。

特殊校正 （TI328F、 注文情報の追加オプシ ョ ン、 特殊校正 ： 密度 H2O （コー ド ： K）、 または特
殊校正 ： 密度 H2O 3.1 材料証明書付き （コード ： L） を参照）

センサの特性を記述する 3 つの音叉パラ メ ータが、 工場で決定され、 製品に添付される校正レ
ポー ト に記載されています。 こ のパラ メ ータ を、 デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用）
FML621 に転送し て く ださい。

このタ イプの校正を使用する と、 よ り 高い精度が実現し ます （「Performance characteristics （性
能特性）」 も参照）。

現場校正

現場校正時に、 ユーザが決定し た密度値を入力し、 その値が自動的に校正されます （ウ ェ ッ ト
校正）。 ウ ェ ッ ト 校正には、 表示 / 操作ユニ ッ ト が必要です。

!

注意 ! 

リ キフ ァ ン ト  M の詳細については、 以下の技術仕様書を参照し て く ださい。 

リ キフ ァ ン ト  M FTL50、 FTL51 （標準用） ： TI328F

リ キフ ァ ン ト  M FTL50H、 FTL51H （サニ タ リ 用） ： TI328F

リ キフ ァ ン ト  M FTL51C （耐食コーテ ィ ング） ： TI347F

– +

10 82

112 182

E X

E X

1 2

FEL50D

EEx ia

FML621

Endress+Hauser

On

FML621

– +
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!

注意 ! 

リ キフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） のセンサ固有のパラ メ ータはすべて、 校正レ
ポー ト と センサ校正書に記載されています。 こ の 2 つの文書は納入品目に含まれています。 

エン ド レスハウザー社製の機器

!

注意 ! 

基本バージ ョ ンでは、 デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621 にス ロ ッ ト  A と  E 
が搭載されています。 オプシ ョ ンで拡張する と、 ス ロ ッ ト  B、 C、 D を取 り 付ける こ と ができ ま
す。 

パルス出力付き密度センサ

TI420Fxx028

温度センサ
温度ヘッド変換器（4 ～ 20 mA）

TI420Fxx029

圧力センサ

パッシブ電流出力（4 ～ 20 mA）

TI420Fxx030

81

82

10

11

FEL50D

AI

2+

1–

BI

182

181

112

111

81

82

10

11

182

181

112

111

TMT180
+ +

– –
TMT181

AI BI

81

82

10

11

182

181

112

111

SIM

1+

2–

AI BI
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4.2.3 Connection of outputs （出力の接続）

本機器は、 2 つの絶縁型出力 （またはイーサネ ッ ト 接続） を備えています。 こ の出力は、 アナロ
グ出力またはア ク テ ィ ブパルス出力と し て設定する こ と ができ ます。 さ らに、 リ レーを接続する
ための出力と伝送器電源を使用する こ と ができ ます。 出力数は、 取 り 付ける拡張カード の数に応
じ て増えます （「Extension card connection （拡張カード の接続）」 を参照）。

TI420Fxx031

図 15 ： 出力の接続

1 ： パルス出力と 電流出力 （ア ク テ ィ ブ）

2 ： パッ シブパルス出力 （オープン コ レ ク タ）

3 ： リ レー出力 （NO）、 例えばス ロ ッ ト  A III （ス ロ ッ ト  BIII、 CIII、 DIII はオプシ ョ ン拡張カード）

4 ： 伝送器電源 （MUS） 出力

イ ン ターフ ェ イスの接続

• RS232 接続：RS232 は、 RS232 イ ン ターフ ェ イ ス ケーブル と ハウジング前面のジ ャ ッ ク ソ ケ ッ
ト によ って接続し ます。

• RS485 接続
• オプション：追加の RS485 インターフェイス
• PROFIBUS 接続： 

デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） を PROFIBUS DP に接続するオプシ ョ ン接続で
す。 PROFIBUS 用外部モジュール HMS AnyBus コ ミ ュニケータ （「Accessories （ア ク セサ リ ）」
参照） を使用し てシ リ アル RS485 イ ン ターフ ェ イ スによ り 接続し ます。

• オプション：イーサネット接続

TI420Fxx032

図 16 ： イ ン ターフ ェ イスの接続

4.2.4 Ethernet option （イーサネ ッ ト オプシ ョ ン）

イーサネ ッ ト の接続

このネ ッ ト ワーク接続と し て、 機器下面のシール ド付き RJ45 プラ グ コネ ク タに IEEE 802.3 対応
の接続を行 う こ と ができ ます。 こ の接続を使用する と、 ハブすなわちス イ ッ チを用いて、 オフ ィ
ス環境にあ る機器に本機器を接続する こ と ができ ます。 機器間の安全距離については、 オフ ィ ス
機器規格 EN 60950 を考慮する必要があ り ます。 大長 100 メ ー ト ルの 1：1 シール ド ケーブルを
使用でき る よ う に、 このピン割当は、 規格に準拠し た MDI イ ン ターフ ェ イ ス （AT&T258） に対
応し ています。 こ のイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スは、 10 BASE T および 100 BASE T と し て設
計されています。 PC へは、 ク ロ スケーブルで直接接続する こ と ができ ます。 半二重および全二
重データ転送がサポー ト されています。

!

注意 ! 

FML621 がイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス を装備し ている場合は、 基本ユニ ッ ト にアナロ グ出力
は含まれません （ス ロ ッ ト  E）。

1

132 135

52
91

92

COM

NO

142
152

143
153

134

I

Y

137

– ––

+ +

+

–
+

131 136

53
133 138

2 3 4

(103)

101 –

+
RS485

(104)
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TI420Fxx033

図 17 ： RJ45 ソケ ッ ト （ピン割付 AT&T256）

LED の意味

イーサネ ッ ト 接続部の下に （機器下面）、 イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スのステータ ス を示す発
光ダ イオード が 2  つあ り ます。

• 黄色 LED ： リ ン ク信号 ； 本機器がネ ッ ト ワーク に接続し ている と きに点灯し ます。 この LED 
が点灯し ていない場合は、 通信する こ と ができ ません。

• 緑色 LED ： Tx/Rx ； 本機器がデータ を送受信し ている と きに、 不規則に点滅し ます。 それ以外
は、 連続点灯し ます。

4.2.5 Extension card connection （拡張カー ドの接続）

TI420Fxx034

図 18 ： 端子付きの拡張カー ド

「共通拡張カー ド （FML621A-UA）」 の端子割当 ； 本質安全入力付き （FML621A-UB）

1 = Tx+

2 = Tx–

3 = Rx+ 6 = Rx–

7 = nc

8 = nc

4 = nc 5 = nc

B, C, D II

B, C, D IV

B, C, D III

B, C, D I

B, C, D V

端子番号 端子の割当 スロット 入力および出力

182 24 V センサ電源 1 B、 C、 D 上側前列 

（B I、C I、D I）

電流 /PFM/ パルス入力 1

181 センサ電源のグ ラ ン ド 1

112 + 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力 1

111 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力のグ ラ ン ド
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「温度拡張カー ド （FML621A-TA）」 の端子割当 ； 本質安全入力付き （FML621A-TB）

温度センサ

Pt100、 Pt500、 および Pt1000 の接続

!

注意 ! 

3 線式センサを接続する と きは、 端子 116 と  117 をジ ャ ンパ接続し て く ださ い （図 19 参照）。

TI420Fxx026

図 19 ： 温度センサの接続、 オプシ ョ ンの温度拡張カー ド （例えばスロ ッ ト  B （スロ ッ ト  B I））

項 1 ： 4 線式入力

項 2 ： 3 線式入力

183 24 V センサ電源 2 B、 C、 D 上側後列 

(B II、C II、D II）
電流 /PFM/ パルス入力 2

181 センサ電源のグ ラ ン ド 2

113 + 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力 2

111 0/4 ～ 20 mA/PFM/ パルス入力のグ ラ ン ド

142 リ レー 1 ： コモン （COM） B、 C、 D 下側前列 

(B III、C III、D III）

リ レー 1

143 リ レー 1 ： ノ ーマルオープン （NO）

152 リ レー 2 ： コモン （COM） リ レー 2

153 リ レー 2 ： ノ ーマルオープン （NO）

131 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1 B、 C、 D 下側中央 

(B IV、C IV、D IV）

電流 / パルス出力 1、 ア ク

テ ィ ブ
132 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1

133 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2 電流 / パルス出力 2、 ア ク

テ ィ ブ
134 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2

135 + パルス出力 3 （オープン コ レ ク タ） B、 C、 D 下側後列 

(B V、C V、D V）

パッ シブパルス出力

136 - パルス出力 3

137 + パルス出力 4 （オープン コ レ ク タ） パッ シブパルス出力

138 - パルス出力 4

端子番号 端子の割当 スロット 入力および出力

1

–

+

–

+

–

+

114

115

116

117

2

端子番号 端子の割当 スロット 入力および出力

117 + RTD 電源 1 B、 C、 D 上側前列 

（B I、C I、D I）
RTD 入力 1

116 + RTD センサ 1

115 - RTD センサ 1

114 - RTD 電源 1



Wiring （配線）

28 エン ド レスハウザー ジ ャパン

「デジ タル拡張カー ド （FML621A-DA）」 の端子割当 ； 本質安全入力付き （FML621A-
DB）

デジ タル入力

• 電圧レベル
- ロー ： -3 ～ 5 V
- ハイ ： 12 ～ 30 V （DIN 19240 に準拠）

• 入力電流 ： 代表値 3 mA （過負荷、 逆極性保護付き）
• サンプ リ ング周波数 ： 

- 4 × 4 Hz （端子 ： 83、 85、 93、 95）
- 2 × 20 kHz または 2 × 4 Hz （端子 ： 81、 91）

デジ タルカード は本質安全入力を 6 つ備えています。 この入力の う ち 2 つ （端子 E1 および E4）
をパルス入力と し て定義する こ と ができ ます。

TI420Fen020

121 + RTD 電源 2 B、 C、 D 上側後列 

(B II、C II、D II）
RTD 入力 2

120 + RTD センサ 2

119 - RTD センサ 2

118 - RTD 電源 2

142 リ レー 1 ： コモン （COM） B、 C、 D 下側前列 

(B III、C III、D III）

リ レー 1

143 リ レー 1 ： ノ ーマルオープン （NO）

152 リ レー 2 ： コモン （COM） リ レー 2

153 リ レー 2 ： ノ ーマルオープン （NO）

131 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1 B、 C、 D 下側中央 

(B IV、C IV、D IV）

電流 / パルス出力 1、 ア ク

テ ィ ブ
132 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1

133 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2 電流 / パルス出力 2、 ア ク

テ ィ ブ
134 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2

135 + パルス出力 3 （オープン コ レ ク タ） B、 C、 D 下側後列 

(B V、C V、D V）

パッ シブパルス出力

136 - パルス出力 3

137 + パルス出力 4 （オープン コ レ ク タ） パッ シブパルス出力

138 - パルス出力 4

端子番号 端子の割当 スロット 入力および出力

82858381

+ – + – + –

92959391

+ – + – + –

1

2
0

k
H

z

2
0

k
H

z

500 V
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!

注意 ! 

同じ ス ロ ッ ト 内の電流 /PFM/ パルス入力または RTD 入力は、 互いに絶縁されていません。 各種
ス ロ ッ ト の上記入力および出力の絶縁電圧は、 500 V です。 2 番目の桁が同じ端子は、 内部で
ジ ャ ンパ接続されています （端子 111 と  181）

U-I-TC カー ド （入力）

端子番号 端子の割当 スロット 入力および出力

81 E1 （20 kHz または 4 Hz、 パルス入力） B、 C、 D 上側前列 

（B I、C I、D I）
デジ タル入力 E1 ～ 3

83 E2 （4 Hz）

85 E3 （4 Hz）

82 信号グ ラ ン ド E1 ～ 3

91 E4 （20 kHz または 4 Hz、 パルス入力） B、 C、 D 上側後列 

(B II、C II、D II）

デジ タル入力 E4 ～ 6

93 E5 （4 Hz）

95 E6 （4 Hz）

92 信号グ ラ ン ド E4 ～ 6

142 リ レー 1 ： コモン （COM） B、 C、 D 下側前列 

(B III、C III、D III）

リ レー 1

143 リ レー 1 ： ノーマルオープン （NO）

152 リ レー 2 ： コモン （COM） リ レー 2

153 リ レー 2 ： ノーマルオープン （NO）

145 リ レー 3 ： コモン （COM） B、 C、 D 下側中央 

(B IV、C IV、D IV）

リ レー 3

146 リ レー 3 ： ノーマルオープン （NO）

155 リ レー 4 ： コモン （COM） リ レー 4

156 リ レー 4 ： ノーマルオープン （NO）

242 リ レー 5 ： コモン （COM） B、 C、 D 下側後列 

(B V、C V、D V）

リ レー 5

243 リ レー 5 ： ノーマルオープン （NO）

252 リ レー 6 ： コモン （COM） リ レー 6

253 リ レー 6 ： ノーマルオープン （NO）

• 0/4 ～ 20 mA +10 % オーバーレ ンジ
• 大入力電流 ： 80 mA
• 入力イ ンピーダン ス = 10Ω
• 精度 ： フルスケールの 0.1%
• 温度ド リ フ ト ： 0.01 % / K

TI420Fen021

122123125127

222223225227

+ –

+ –

+ –

–10...10 V

TC

0...20 mA

–1...1 V

1

2

U-I-TC-
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「U-I-TC 拡張カー ド （FML621A-CA）」 の端子割当 ； 本質安全入力付き （FML621A-CB）

4.2.6 Connecting remote display/operating unit （分離型の表示 / 操作ユニ ッ ト
の接続）

機能の説明

!

注意 ! 

• 本機器の機能をすべて使用するには、 表示 / 操作ユニ ッ ト が必ず必要です。 ReadWin を使用す
る操作は、 限られた範囲内で可能です （フ ィ ール ド校正な し）。 

• 表示 / 操作ユニ ッ ト は、DIN レール設置形デバイ ス 1 つに対し て 1 つ取 り 付ける こ と ができ ま
す （直結式）。

• 分離デ ィ スプレ イは、 デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621 の設定にも使用
する こ と ができ ます。 必要であれば、 分離デ ィ スプレ イ 1 台を使用し て、 複数のデンシテ ィ コ
ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621 を試運転する こ と もでき ます。 

この分離デ ィ スプレ イは、 FML621 DIN レール設置形デバイ スに対する増設部品です。 本演算ユ
ニ ッ ト を設置条件に 適な形で取 り 付け、 表示 / 操作ユニ ッ ト は手の届 く 場所に操作しやすい
形で取 り 付ける こ と ができ ます。 こ の分離デ ィ スプレ イは、 表示 / 操作ユニ ッ ト が内蔵されてい
るかど う かに関わらず、 本機器に接続する こ と ができ ます。 分離デ ィ スプレ イ を基本ユニ ッ ト へ
接続するために、 4 ピンケーブルが付属されています。 他の部品は必要あ り ません。

取付 / 寸法

取付手順

• 振動する場所には取 り 付けないで く ださ い。
• 運転中の許容周囲温度は -20 ～ +60°C です。
• 熱の影響を受けないよ う 本機器を保護し て く ださ い。

端子番号 端子の割当 スロット 入力および出力

127 -10 ～ +10 V 入力 1 B、 C、 D 上側前列

（ B I、C I、D I）

U-I-TC 入力 1

125 -1 ～ +1 V、 TC 入力 1

123 0 ～ 20 mA 入力 1

122 信号グ ラ ン ド 入力 1

227 -10 ～ +10 V 入力 2 B、 C、 D 上側後列

（B II、C II、D II）
U-I-TC 入力 2

225 -1 ～ +1 V、 TC 入力 2

223 0 ～ 20 mA 入力 2

222 信号グ ラ ン ド 入力 2

142 リ レー 1 ： コモン （COM） B、 C、 D 下側前列

（B III、C III、D III）

リ レー 1

143 リ レー 1 ： ノーマルオープン （NO）

152 リ レー 2 ： コモン （COM） リ レー 2

153 リ レー 2 ： ノーマルオープン （NO）

131 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1 B、 C、 D 下側中央

（B IV、C IV、D IV）

電流 / パルス出力 1、 ア ク

テ ィ ブ
132 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 1

133 + 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2 電流 / パルス出力 2、 ア ク

テ ィ ブ
134 - 0/4 ～ 20 mA/ パルス出力 2

135 + パルス出力 3 （オープン コ レ ク タ） B、 C、 D 下側後列

（B V、C V、D V）

パッ シブパルス出力

136 - パルス出力 3

137 + パルス出力 4 （オープン コ レ ク タ） パッ シブパルス出力

138 - パルス出力 4
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パネル取付手順

1. パネルカ ッ ト  138+1.0 × 68+0.7 mm （DIN 43700 に準拠） を設けます。 取付奥行きは 45 mm 
です。

2. 本機器 （シール リ ング付き） を、 パネルカ ッ ト の中に前面から押し込みます。

3. 本機器を水平に支え、 固定用フ レームを、 ハウジングの後部から均等に力をかけながら、
保持ク リ ッ プがかみ合 う までパネルに押し付けます。 
固定用フ レームが対称的に取 り 付け られている こ と を確認し て く ださ い。

TI420Fxx022

図 20 ： パネル取付

配線

TI420Fen035

図 21 ： 分離型表示 / 操作ユニ ッ ト の端子接続案

分離型表示 / 操作ユニ ッ ト は、 付属のケーブルで基本ユニ ッ ト に直接接続し ます。

144mm

144 mm

7
2

m
m

On

138 mm
+ 1,0

6
8

m
m

+
0

,7
45 mm

(5,43” )
+ 0,039”

(2
,6

8
”

)
+

0
,0

2
8
”

(5,67”)

(2
,8

3
5

”)
(1,77”)

1.

2.

3.

52 53 92 91

E IIIA III

101 102 103 104 1 2 3 4 5

2
4

V
D

C

2
4

V
D

C

G
N

D

G
N

D

–
R

x
T

x

+
R

x
T

x

+
R

x
T

x

–
R

x
T

x

P
E

A E



Wiring （配線）

32 エン ド レスハウザー ジ ャパン

4.3 Post-connection check （接続後のチ ェ ッ ク）

計測機器を配線し た後に、 以下のチェ ッ ク を行って く ださい ：

機器の状態と仕様 注意

機器またはケーブルは損傷を受けていないか （目視検査） ？ -

配線 注意

供給電圧は銘板の値と一致し ているか？ AC 90 ～ 250 V （50/60 Hz）

DC 18 ～ 36 V

AC 20 ～ 28 V （50/60 Hz）

端子はすべて、 正しいス ロ ッ ト にし っか り はま っているか？ 個々の端

子のコーデ ィ ングは正しいか？

-

取付けたケーブルに張力がかかっていないか？ -

電源ケーブル と信号ケーブルは正し く 接続されているか？ ハウジングに付いている配線図

を参照し て く ださい。

ねじ端子はすべて締め付け られているか？ -
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5 Operation （操作）

5.1 Display and operating elements （表示部と操作部）

!

注意 ! 

デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） には、 用途と バージ ョ ンに応じ て、 さ まざまな
設定オプシ ョ ン と ソ フ ト ウ ェア機能が用意されています。 本機器をプロ グ ラ ミ ングする場合、 大
部分の操作項目でヘルプを使用する こ と ができ ます。 ヘルプは、 "?" キーで作動し ます。

後述の設定オプシ ョ ンについては、 基本ユニ ッ ト （拡張カード な し） を基準に説明し ます。

BA335Fen306

図 22 ： 表示部と操作部

1 ： 運転表示 ： 供給電圧が印加されている と きに緑色 LED が点灯し ます。

2 ： エラーイ ンジケータ ： 赤色 LED。 NAMUR NE 44 に準拠し た運転状態を示し ます。

3 ： シ リ アルイ ン ターフ ェ イ ス接続 ： PC 接続用のジ ャ ッ ク ソ ケ ッ ト です。 PC ソ フ ト ウ ェ ア と接続ケーブ

ルを使用し て、 機器を設定し、 計測値を読み込むために使用し ます。

4 ： 160 × 80 ド ッ ト マ ト リ ッ ク スデ ィ スプレ イ ： 設定のための対話テキス ト と、 計測値 / リ ミ ッ ト 値 / エ

ラー メ ッ セージが表示されます。 エラーが発生する と、 背景が青色から赤色に変化し ます。 表示され

る文字のサイ ズは、 表示される計測値の数によ って異な り ます （セ ク シ ョ ン 6.3.6 「Configuring the 

measured value display （計測値表示の設定）」 を参照）。

5 ： 入力キー ： 8 個のソ フ ト キーです。 メ ニュー項目に応じ て、 それぞれ機能が異な り ます。 このキーの

現在の機能は、 デ ィ スプレ イに表示されます。 その と きの操作 メ ニューに必要なキーのみが各機能に

割 り 当て られ、 使用する こ と ができ ます。

5.1.1 Display （デ ィ スプレ イ）

BA335Fen307

図 23 ： デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） のデ ィ スプレ イ

1 ： 計測値表示

2 ： 設定 メ ニューの表示、 項 A ： キーア イ コ ンの列、 項 B ： 現在の設定 メ ニュー、 項 C ： 選択されている

設定 メ ニュー （黒色ハイ ラ イ ト 表示）。
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5.1.2 Key icons （キーアイ コ ン）

5.2 Local operation （ローカル操作）

5.2.1 Entering text （テキス ト の入力）

操作項目にテキス ト を入力する方法は 2 通 り あ り ます （参照 ： Setup → Basic Setup → Text 
Entry) ：

a） Standard ： テキス ト フ ィ ール ド で個別の文字 （英字、 数字など） を定義し ます。 必要な文字
が表示される まで、 文字列全体をカーソルを上下させてス ク ロールし ます。

b） Palm ： テキス ト を入力する ために、 視覚的キーフ ィ ール ド が表示されます。 このキーボード
上の文字を、 カーソルで選択し ます。 （"Setup ⇒ Basic Setup" を参照）

パームキーボー ド を使用する。

BA335Fen500

図 24 ： 例 ： パームキーボー ド で名称を編集する

1. カーソルキーを使用し て、 文字を入力する位置までカーソルを移動させます。 文字を削除
する と きは、 削除する文字の右側にカーソルを配置し、 " カーソルの左側の文字を削除す
る " キーを選択し、 チェ ッ ク印で確定し ます。

2. ij/IJ および ½ キーを使用し て、 大文字小文字または数字を選択し ます。

3. カーソルを使用し て、 必要なキーを選択し、 チェ ッ ク印で確定し ます。 テキス ト を削除す
る場合は、 右上のキーを選択し ます。

4. こ のよ う にし て、 必要なテキス ト を入力完了する まで文字を編集し ます。

5. 入力を承認するには、 "OK" を選択し、 チェ ッ ク印で確定し ます。 入力を破棄するには、
"Abort" を選択し、 チェ ッ ク印で確定し ます。 

キーアイコン 機能

E サブ メ ニューへの変更、 操作項目の選択を行います。 設定し た値を編集、 確定

し ます。

現在の編集マス ク、 または現在ア ク テ ィ ブな メ ニュー項目を、 変更を保存し な

いでを終了し ます。

↑ カーソルを 1 行または 1 文字ずつ上へ移動させます。 メ ニュー項目に応じ て、

値を大き く する ためにも使用し ます。

↓ カーソルを 1 行または 1 文字ずつ下へ移動させます。 メ ニュー項目に応じ て、

値を小さ く する ためにも使用し ます。

→ カーソルを 1 文字ずつ右へ移動させます。

← カーソルを 1 文字ずつ左へ移動させます。

? 操作項目に ヘルプテキス ト が利用でき る場合は、 ク エスチ ョ ンマーク でそれが

示されます。 ヘルプを呼び出すには、 この機能ボ タ ンを作動させます。

AB パームキーボード の編集モード に変更し ます。

ij/IJ 大文字 / 小文字選択のためのキーフ ィ ール ド です （パームの場合のみ）。

1/2 数値入力のためのキーフ ィ ール ド です （パームの場合のみ）。

Fx 数式編集に使用可能な各種関数を表示させる ために使用し ます。

表示モード か らナビゲーシ ョ ンモード に切 り 替えます。
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注意

• 特殊キーの機能 ：
"in" キー ： 上書きモード に変更し ます。
"←" キー （右上） ： カーソルの左側の文字を削除し ます。

5.2.2 Locking configuration （ロ ッ ク設定）

間違ってア ク セス し ないよ う に、 設定全体を 4 桁のコード で保護する こ と ができ ます。 このコー
ド は、 サブ メ ニュー Basic Setup → Code で設定し ます。 パラ メ ータはすべて、 これまで通 り 表示
されます。 パラ メ ータの値を変更する場合は、 初にユーザーコード を入力する よ う 求められま
す。

BA335Fen308

図 25 ： ユーザーコー ドの設定

5.2.3 Operating example （操作例）

適用例に応じ た現場操作の詳細については、 セ ク シ ョ ン 6.5 「User-specific applications （ユー
ザー別の適用例）」 を参照し て く ださい。

5.3 Error messages display （エラー メ ッ セージの表示）

本機器では、 以下の 2 つのタ イプのエラーが区別されます。

• システムエラー： 通信エラー、 ハード ウ ェアエラーなど、 すべての機器エラーが含まれます。
システムエラーが発生する と必ず、 エラー メ ッ セージで通知されます。

• プロセスエラー： リ ミ ッ ト 値ア ラームを含む " 範囲超過 " などの、 すべてのアプ リ ケーシ ョ ン
エラーが含まれます。

プロセスエラーでは、 本機器のエラー時の動作を設定する こ と ができ ます。 こ こ で、 "Fault" か、
"Notice" か、 ア ラーム タ イプを選択する こ と ができ ます。 さ らに、 両方のア ラーム タ イプに対し
て、 背景色を変更するかど う か、 エラーテキス ト を表示するかど う かも選択する こ と ができ ま
す。

出荷時の設定は、 すべてのプロセスエラーが "Fault" （背景色変更有 り 、 エラーテキス ト 表示な
し） になっています。

エ ラー メ ッ セージ （"Fault" アラームタ イプ）

"Fault" ア ラームは、 デ ィ スプレ イ上に感嘆符（!）で通知されます。 通知は、 背景色の変化や、
エラーテキス ト メ ッ セージの表示によ って も行 う こ と ができ ます （オプシ ョ ン）。 感嘆符は、
デ ィ スプレ イの上端に沿って表示されます。 さ らに、 一部のエラーは、 対応する計測値の横にア
イ コ ンで通知されます。 

"Fault" ア ラームが発生する と、 運転が中断されます。 それに続 く チャ ンネル と出力にア ラーム
メ ッ セージが伝え られ、 そのチャ ンネル と出力は、 定義し たア ラーム応答に従って応答し ます。

キー （v） を押し て、 表示されたエラーテキス ト メ ッ セージを確認し ます。 Navigator メ ニューに
よ り 、 必要な場合は自己診断と セ ッ ト ア ッ プを表示し て、 エラーを修正し ます。 問題を発生させ
ているエラーを まず修正し てから、 通常運転を再開する必要があ り ます。 通常運転が再開され
る と、 背景色が青色に戻 り 、 感嘆符 （!） の表示がヘッ ダから消えます。

F
F

F
Z

FML621
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通知メ ッ セージ （"Notice" アラームタ イプ）

"Notice" ア ラームは、 デ ィ スプレ イ上に感嘆符（!）で通知されます。 通知は、 背景色の変化や、
エラーテキス ト メ ッ セージの表示によ って も行 う こ と ができ ます （オプシ ョ ン）。 感嘆符は、
デ ィ スプレ イの上端に沿って表示されます。 さ らに、 一部のエラーは、 対応する計測値の横にア
イ コ ンで通知されます。 

"Notice" ア ラームが発生し た と きは、 運転は、 "Notice Behavior" で定義し た動作に従って継続さ
れます。 それに続 く チャ ンネル、 カ ウ ン タ、 および出力では、 "Notice Value" の値が使用されま
す。

キー （v） を押し て、 表示されたエラーテキス ト メ ッ セージを確認し ます。 エラーの原因が修正
される までは、 背景色の変化とヘッ ダの感嘆符（!）はそのま ま残 り ます。

BA335Fen309

図 26 ： 通知メ ッ セージの表示

プロセスエラーのエ ラータ イプの設定

プロセスエラーは、 工場出荷設定では、 通知 メ ッ セージに定義されています。 プロセスエラーの
ア ラーム応答は変更する こ と ができ ます。 すなわち、 プロセスエラーがエラー メ ッ セージに
よ って示されます。

1. Configure as Setup → Basic Setup → Alarm Response → User-defined

2. 次に、 入力に対する個々のア ラーム応答を、 入力、 アプ リ ケーシ ョ ン、 および出力の機器
メ ニューで定義する こ と ができ ます。

以下のプロセスエラーを設定する こ と ができ ます。

• 入力 ：
断線、 センサ信号レンジ異常

• 出力 ：
レ ンジ異常

Event Buffer （イベン ト バッ フ ァ）

Navigator → Diagnosis → Event Buffer

イベン ト バッ フ ァには、 新の 100 イベン ト 、 すなわちエラー メ ッ セージ、 通知 メ ッ セージ、
リ ミ ッ ト 値、 電源異常などが、 発生順に、 発生時間 と カ ウ ン タ指示値 と共に記録されます。

ア イ コ ンは、 デ ィ スプレ イの上端に沿って、 または発生し たエラーの影響を受ける表示パラ メ ータの横に

表示されます。

信号オーバーシ ュー ト （例 ： x > 20.5 mA） 

または、 信号アンダーシュー ト （例 ： x < 3.8 mA）

エラー ：

"Fault" または "Notice" が保留中 ； → エラー リ ス ト
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Error List （エ ラー リ ス ト ）

Navigator → Diagnosis → Error List

エラー リ ス ト は、 現在の機器エラーを素早 く 突き止めるのに役立ちます。 エラー リ ス ト には、
大 10 個のア ラームが発生順に列挙されます。 イベン ト バッ フ ァ と対照的に、 現在保留中のエ
ラーのみが表示されます。 すなわち、 修正済みのエラーは リ ス ト から消去されます。

BA335Fen310

図 27 ： エ ラーの概念

5.4 Communication （通信）

PC 操作ソ フ ト ウ ェ ア と イ ン ターフ ェ イ ス ケーブル （セ ク シ ョ ン 10 「Accessories （ア ク セサ リ ）」
を参照） を使用すれば、 標準的な イ ン ターフ ェ イ スによ り 、 本機器のすべてのバージ ョ ンのパ
ラ メ ータ を設定、 変更、 読み出しする こ と ができ ます。 こ の方法は、 試運転時など、 多数の設定
を行 う 場合特に適し ています。 RS485 イ ン ターフ ェ イ ス を介し て、 外部 PROFIBUS モジュールで
すべてのプロセス値と表示値を読み出すには、 追加のオプシ ョ ン と し て、 PROFIBUS-DP 用 
HMS AnyBus コ ミ ュニケータが用意されています （セ ク シ ョ ン 10 「Accessories （ア ク セサ リ ）」
を参照）。 さ らに、 モデム （電話回線と モバイルネ ッ ト ワーク） を介し て、 本機器と通信する こ
と も でき ます。 PC 操作ソ フ ト ウ ェ アを併用し て本機器を設定し た り 、 た と えばア ラームが発生
し た場合に、 PC 操作ソ フ ト ウ ェアから携帯電話にテキス ト メ ッ セージを送信し た り 、 カ ウ ン タ
指示値を通知する こ と も でき ます。

!

注意 ! 

PC 操作ソ フ ト ウ ェ アを使用し た本機器の設定の詳細については、 付属の取扱説明書を参照し て
く ださい （CD-ROM にも あ り ます）。

5.4.1 Communication via Ethernet (TCP/IP) （イーサネ ッ ト による通信 （TCP/
IP））

本機器はすべて、 内部イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス を搭載し てお り 、 PC ネ ッ ト ワーク
（TCP/IP イーサネ ッ ト ） に組み込むこ と ができ ます。

付属の PC ソ フ ト ウ ェ アを使用する と、 ネ ッ ト ワーク上の任意の PC から本機器にア ク セスする
こ と ができ ます。

システムパラ メ ータ "IP address"、 "Subnetmask"、 "Gateway" は、 本機器に直接、 または 
ReadWin® 2000 ＋シ リ アル通信で入力し ます。 システムパラ メ ータに対する変更は、 SETUP メ
ニューを終了し、 その設定が採用されてから有効にな り ます。 その後、 本機器は新しい設定で動
作し ます。
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!

注意 ! 

複数のク ラ イ アン ト （PC） が一度にサーバ （本機器） と通信する こ と はでき ません。 2 番目のク
ラ イ アン ト （PC） が接続を確立し よ う とする と、 エラー メ ッ セージが出力されます。

イーサネ ッ ト の設定

システムパラ メ ータは、 PC ネ ッ ト ワーク を介し た接続を確立する前に、 本機器の "Setup - 
Communication - Ethernet" で設定する必要があ り ます。

!

注意 ! 

システムパラ メ ータは、 ネ ッ ト ワーク管理者から入手し て く ださい。

設定する システムパラ メ ータ ：

1. IP address （IP ア ド レ ス）

2. Subnet mask （サブネ ッ ト マス ク）

3. Gateway （ゲー ト ウ ェ イ）

!

注意 ! 

この メ ニューは、 本機器が内部イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス を搭載し ている場合のみ表示さ
れます。

5.4.2 Communication in the network using with PC software supplied （付属の 
PC ソ フ ト ウ ェ アを使用し たネ ッ ト ワークの通信）

本機器を設定し、 PC ネ ッ ト ワーク に接続する と、 ネ ッ ト ワーク の PC への接続を確立する こ と
ができ ます。

これは以下の手順で行います。

1. 通信を行 う  PC に、 付属の PC ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールし ます。

2. こ こ で、 新しい機器をデータベースに作成する必要があ り ます。 その機器のデータ を入力
後、 機器設定の転送方法を選択し ます。 この場合、 イーサネ ッ ト （TCP/IP） を選択し ます。

3. 次に、 IP ア ド レ ス を入力し ます。 ポー ト ア ド レ スは 8000 です。

機器に設定されている機器ア ド レ ス と、 リ リ ース コード も、 こ こ で正確に設定する必要が
あ り ます。

4. "Next" を ク リ ッ ク し て入力を確定し、 OK で送信を開始し ます。
これで接続が確立され、 その機器が機器データベースに保存されます。

注意 !
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6 Commissioning （試運転）

6.1 Function check （機能チ ェ ッ ク）

機器を試運転する前に、 接続後のチェ ッ ク がすべて完了し ている こ と を確認し て く ださい。

• セ ク シ ョ ン 3.4 「FML621 post-connection check （FML621 接続後のチェ ッ ク）」 を参照し て く だ
さい。

• セ ク シ ョ ン 4.3 「Post-connection check （接続後のチェ ッ ク）」 のチェ ッ ク リ ス ト を確認し て く
ださい。

6.2 Switching on the measuring device （電源投入）

6.2.1 Basic unit （基本ユニ ッ ト ）

動作電圧が印加される と、 エラーがなければ緑色 LED （= 機器運転中） が点灯し ます。

• 本機器を初めて稼働させる と、 デ ィ スプレ イに "Please set up device" が表示されます。 セ ク
シ ョ ン 6.3 の説明に従って本機器をプロ グ ラ ミ ング し ます。

• 設定済み、 または事前設定済みの機器を稼働させる と、 計測が設定に従って直ちに開始され
ます。 デ ィ スプレ イに、 現在設定されている表示グループの値が表示されます。 任意のキーを
押すと、 ナビゲータ （ク イ ッ ク ス ター ト ） 表示にな り 、 そ こ から メ イ ン メ ニュー （セ ク シ ョ
ン 6.3 参照） に移動し ます。

6.2.2 Extension caards （拡張カー ド）

動作電圧が印加される と、 組み込まれた拡張カード が自動的に認識されます。 次に画面の表示に
従って、 新しい接続を設定する こ と も、 後で設定を行 う こ と も でき ます。

6.2.3 Remote operating unit （分離型操作ユニ ッ ト ）

分離型の表示 / 操作ユニ ッ ト は、 工場で事前設定されています （ユニ ッ ト ア ド レ ス 01、 ボー
レー ト  57.6k、 RS485 マス タ）。 電源を印加し、 初期化が短時間行われた後、 接続し ている基本ユ
ニ ッ ト の試運転がデ ィ スプレ イ上で自動的に開始されます。 基本ユニ ッ ト と リ モー ト デ ィ スプレ
イのユニ ッ ト ア ド レ スが一致し ている こ と を確認し て く ださい。

BA335Fxx311

図 28 ： セ ッ ト ア ッ プ メ ニューの開始

左と右の一番上のキーを同時に 5 秒間押す と、 表示 / 操作ユニ ッ ト にセ ッ ト ア ッ プ メ ニューが
表示されます。 こ こ で、 通信用のボーレー ト およびユニ ッ ト ア ド レ ス と、 コ ン ト ラ ス ト および
デ ィ スプレ イ表示角度を設定する こ と ができ ます。 ESC を押し て表示 / 操作ユニ ッ ト のセ ッ ト
ア ッ プ メ ニューを終了し、 表示ウ ィ ン ド ウから、 本機器を設定する メ イ ン メ ニューを表示し ま
す。

!

注意 ! 

表示 / 操作ユニ ッ ト を基本設定するセ ッ ト ア ッ プ メ ニューの表示は、 英語のみです。

エ ラー メ ッ セージ

本機器を電源投入後、 または設定後、 安定し た接続が確立される まで、 表示 / 操作ユニ ッ ト に
は、 メ ッ セージ "Communication Problem" が短時間表示されます。

運転中このエラー メ ッ セージが表示される場合は、 配線を確認し、 ボーレー ト と ユニ ッ ト ア ド
レ ス を本機器と一致し ているか確かめて く ださい。

On

> 5 sec
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6.3 Quick start （ク イ ッ クス ター ト ）

!

注意 ! 

この章では、 本機器の試運転と、 それに必要な基本設定について説明し ます。 

6.3.1 Objective （目的） 

以下のセ ク シ ョ ンでは、 本機器の試運転の手順について説明し ます。 図 29 のサンプル例に、 本
計測システムの各構成機器が示されています。

" 計測ポイ ン ト  1" の例 （密度計測） の構成機器は以下の通 り です。

1. リ キフ ァ ン ト  M センサ、 エレ ク ト ロ ニ ッ ク イ ンサー ト  FEL50D （パルス出力 20 ～ 200 Hz、
200µs） 付き

2. 温度センサ （例えば 4 ～ 20 mA 出力）

3. 圧力伝送器 （4 ～ 20 mA 出力）

4. リ キフ ァ ン ト  デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621

BA335Fxx020

図 29 ： 計測ポイ ン ト  1 の例

以下のブロ ッ ク図に、 FML621 における計測物密度の計算の相関関係が示されています。

BA335Fen001

図 30 ： * 用途に応じ て必要な場合に設置し ます。 温度補正し た密度情報が必要な場合に、 温度センサが

必要です。 プロセス圧力の変動が +/- 6 bar を超える場合、 補正のために圧力センサが必要です。

Endress+Hauser

On

RMM621

PLC/SPS

1. 2. 3. 4.



Commissioning （試運転）

エン ド レスハウザー ジャパン 41

6.3.2 Making basic setting （基本設定を行う）

基本設定を行 う には、 "Setup" メ ニューを有効にし ます。 

Region （地域）

"Region" 機能は、 地域 （例 ： ヨーロ ッパ） に依存する特性を計算 / 表示する ための特定の基本
設定に使用し ます。 影響を受ける機能 （例） ： 

• 温度の計算と表示 （°C）
• 密度の単位 （g/cm3 または lb/ft3） 
• 夏時間から標準時への切替

!

注意 ! 

入力チャ ンネルを設定する と きは、 同一の単位を使用し て く ださい。 

Date-Time （日付時刻）

時刻は、 "Date-Time" 機能で設定し ます。 この設定は、 信頼性のあ る報告機能と計算に必要で
す。 "Date-Time" は、 本機器本体か、 Readwin 2000 の Menu ->Device Settings ->Online Settings で
設定する こ と ができ ます。

国別の夏時間から標準時への切替 （冬時間） は、 その後のステ ッ プで設定し ます。 

Code （コー ド）

本機器は納入時、 標準コード の "0000" に設定されています。 こ のコード を変更する と、 それ以
降は、 機器の設定を変更し よ う とするたびに、 コード を入力する よ う 求められます。 機器の設定
にア ク セスする場合は、 必ず 初にコード を入力する必要があ り ます。 

BA335Fen013

 →

BA335Fen014

BA335Fen015

 →

BA335Fen016

BA335Fen017

 →

BA335Fen018
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Alarm Response （アラーム応答）

"Alarm Response" は、 プロセスエラーが発生し た と きの本機器の応答方法を指定するために使用
し ます。 工場出荷設定では、 すべてのプロセスエラーが通知 メ ッ セージで通知されます。 メ
ニューで "User-defined" を選択する と、 入出力の メ ニューに追加のサブ メ ニューが表示されま
す。 こ の追加の機能を使用する と、 入力信号または出力信号からプロセスエラーをどのよ う に処
理するか定義する設定を行 う こ と ができ ます。 
異な るエラー （エラー メ ッ セージ） を個々のプロセスエラーに割 り 当てる方法については、 セ ク
シ ョ ン 5.3 「Error messages display （エラー メ ッ セージの表示）」 を参照し て く ださい。

Error Handling 4 - 20 mA （エ ラー処理 4 - 20 mA）

• No ： NAMUR フ ェールセーフモー ド は使用されません。 エラー リ ミ ッ ト は自由に調整可能で
す。

• Yes ： 本機器は NAMUR 規格に従ってエラーに応答し ます。 
21 mA ： 21 mA を出力し ます。
20.5 mA < x < 21 mA ： 後に有効だった値を使用し続けます。

Gen. Info （一般情報）

この機能は、 本機器を明確に特定するためのユニ ッ ト  ID または TAG 番号を指定する ために使
用し ます。 さ らに、 こ の機能には、 本機器のソ フ ト ウ ェアバージ ョ ンおよびシ リ アルナンバに関
する情報も含まれています。 

6.3.3 Inputs （入力）

デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） では、 バージ ョ ンに応じ て、 4 個 （基本装備、 常
に使用可能） から 10 個 （3 枚のアナロ グカード で拡張） の電流、 PFM、 パルス入力をセンサ信
号の記録に使用する こ と ができ ます。

PFM/Pulse Inputs （PFM/ パルス入力）

た と えば、 リ キフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） センサの場合、 

入力チャ ンネルの設定は以下のよ う に行います。 

• PFM/Pulse Inputs 機能を選択し ます。 
• 入力チャ ンネルのパラ メ ータ を設定するには、 表示された リ ス ト からチャ ンネルを選択し ま

す。 

Identifier （名称）

入力情報を分か り やす く するために、 名称 （例 ： Frequency 1） を、 選択し た入力チャ ンネルに
割 り 当て る こ と ができ ます。 こ の名前は、 システム内で 1 度しか付ける こ と ができ ません。 

BA335Fen019

 →

BA335Fen020

BA335Fen021

 →

BA335Fen022
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Signal （信号）

入力情報のタ イプを指定し ます。 リ キフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） では、
"Pulse" タ イプの信号を選択し ます。 

Terminals （端子）

センサを接続する端子を選択し ます （例 ： A-10）。 

Unit （単位）

計測パラ メ ータの単位を定義し ます （例 ： Hz）。

Pulse Value （パルス値）

計測パラ メ ータ を求めるために使用し ます。 リ キフ ァ ン ト  デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） で
は、 8 を割 り 当てます。 この値は、 変更する必要はあ り ません。 

!

注意 ! 

この値は、 リ キフ ァ ン ト と FML621 のパルス入力の間の信号処理に必要です。 リ キフ ァ ン ト 以外
の機器をパルス入力に接続する場合は、 この値 （評価） を機器固有の値に調整、 あ るいは必要
な ら 1 に設定する必要があ り ます。 

Time Base （タ イムベース）

積算のための入力信号の計算に使用し ます。 選択し た値に従って、 積算値が計算されます。 た
と えば、 入力を毎分ご と に評価する場合、 それに応じ て計測された入力信号がスケー リ ング、
積算されます。 FEL50D では、 "s" を選択し ます。

Offset （オフセ ッ ト ）

センサの調整または校正に使用し ます。 こ の機能はス ケー リ ングに影響を与えます。 工場出荷設
定は 0.0 Hz です。 初の試運転中は、 この値を調整する必要はあ り ません。 

Smoothing （スムージング）

必要な場合に、 平均値を計算する時間幅を指定し ます。 用途によ って、 乱流などが予想される場
合に、 必要にな る こ と あ り ます。 

Format （フ ォーマ ッ ト ）

周波数値を表示するための小数以下の桁数の指定に使用し ます （例 ： 小数以下 2 桁の場合は 
9.99）。 

Store Data （データ保存）

この機能を "Yes" で確定する と、 入力チャ ンネルの値が本機器の メ モ リ に保存されます。 入力
チャ ンネルのモニタ リ ングを有効にする必要があ り ます。 別のステ ッ プで （Signal Analysis （信号
解析） を参照）、 入力チャ ンネルの値を保存するサイ クルも指定し て く ださい。 

Integration （積算）

パルス入力をカ ウ ン タ と し て使用する場合は （パルス出力によ る流量カ ウ ン タ など）、 パルスの
計算方式を指定する必要があ り ます。 こ の例では、 こ の設定は必要あ り ません。

Alarm Response （アラーム応答）

!

注意 ! 

この機能は、 メ ニュー Basic Setup -> Alarm Response で "User-defined" を選択し た場合に使用す
る こ と ができ ます。

この機能では、 ケーブル断線、 入力チャ ンネル値が指定範囲外の場合など、 入力チャ ンネルが
使用不可の場合の本機器の動作を指定し ます。 
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この機能では、 エラーの場合の入力チャ ンネルの動作を指定し ます。 可能な設定は以下の通 り で
す。

• Last Value （ 後の値） ：
エラーの場合、 後の計測値を出力し ます。

• Constant （一定） ： 
エラーの場合、 定義し たエラー値を出力し ます。 

Analog Inputs （アナログ入力）

用途に応じ て決ま り ます。 例えば、 温度センサ と圧力センサ用です。

Identifier （名称）

入力情報を分か り やす く するために、 名称 （例 ： Temperature 1） を、 選択し た入力チャ ンネル
に割 り 当てる こ と ができ ます。 

Signal （信号）

入力情報のタ イプを指定し ます。 4 ～ 20 mA 出力信号の温度伝送器では、 このタ イプの信号を選
択する こ と ができ ます。 

Terminals （端子）

センサを接続する端子を選択し ます。

Curve （曲線）

この特性タ イプは メ ーカが指定し ます。 直線または 2 次曲線にする こ と ができ ます。 

Units （単位） 

計測パラ メ ータの単位を定義し ます （例 ： °C、 bar 絶対圧力など）。 

Start Value （開始値）

電流信号の 小電流値 （0 または 4 mA） に対応する実際の値 （温度、 圧力など） を指定し ます。 

BA335Fen023

 →

BA335Fen024

BA335Fen019

 →

BA335Fen025

BA335Fen026

 →

BA335Fen027
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End Value （終了値）

電流信号の 大電流値 （20 mA） に対応する実際の値 （温度、 圧力など） を指定し ます。 

Offset （オフセ ッ ト ）

センサの調整または校正に使用し ます。 こ の機能はス ケー リ ングに影響を与えます。 プロセス温
度またはプロセス圧力を基準にし て、 工場出荷設定は 0 になっています。 初の試運転中は、 こ
の値を調整する必要はあ り ません。 

Signal Damping （信号ダンピング）

入力信号の大きな変動によ る表示の変動を防止し ます。 

Format （フ ォーマ ッ ト ）

信号値表示の小数以下の桁数を指定し ます。 

Store Data （データ保存）

この機能を "Yes" で確定する と、 入力チャ ンネルの値が本機器の メ モ リ に保存されます。 入力
チャ ンネルのモニタ リ ングを有効にする必要があ り ます。 別のステ ッ プで （PFM/Pulse Inputs
（PFM/ パルス入力） を参照）、 入力チャ ンネルの値を保存するサイ クルも指定し て く ださい。 

Integration （積算）

この積算機能は流量パラ メ ータに適用されます。 密度計測は関係あ り ません。 

Alarm Response （アラーム応答）

!

注意 ! 

この機能は、 メ ニュー Basic Setup -> Alarm Response で "User-defined" を選択し た場合に使用す
る こ と ができ ます。 

この機能では、 ケーブル断線、 入力チャ ンネル値が指定範囲外の場合など、 入力チャ ンネルが
使用不可の場合の本機器の動作を指定し ます。 

"Not. Behavior" 機能では、 ア ラームの場合 （例 ： レ ンジ異常など） の入力チャ ンネルの動作を指
定し ます。 可能な設定は以下の通 り です。

• Last Value （ 後の値） ： 
ア ラームの場合、 後の計測値を出力し ます。

• Constant （一定） ： 
ア ラームの場合、 定義し た値を出力し ます。 

BA335Fen028

 →

BA335Fen029

BA335Fen030

 →

BA335Fen031
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6.3.4 Mathematics （数式処理）

演算チャ ンネルは、 全部で 15 チャ ンネル用意されてお り 、 入力チャ ンネルの値や前の計算結果
など、 使用可能な値に基づいて計算を行 う こ と ができ ます。 

以下の例には、 関連する入力情報 （frequency 1、 temperature 1、 pressure 1） から液体の密度を計
算する手順が示されています。

演算チャ ンネルを選択する と、 以下の設定を行 う こ と ができ ます。

Identifier （名称） 

入力情報を分か り やす く するために、 名称 （例 ： Density 1） を、 選択し た演算チャ ンネルに割
り 当て る こ と ができ ます。 こ の名前は、 システム内で 1 度しか付ける こ と ができ ません。 

Formula （数式）

入力チャ ンネル と出力チャ ンネルの間に、 特定のプロ グ ラ ムモジュール （"Density" など） を使
用するか、 あ るいは一般的な数式を確立させるかを指定し ます。 

このク イ ッ ク ス ター ト ガイ ド では、 "Density" の数式に関する設定のみについて説明し ます。 

Density Unit （密度の単位）

密度の表示単位を選択し ます （例 ： g/cm3、 lb/ft3）。

!

注意 ! 

°Brix、 °Baumé、 °API、 °Twad に関する単位 と相互依存性については、 濃度計算に関するセ ク
シ ョ ンを参照し て く ださい。

Format （フ ォーマ ッ ト ）

計算値表示の小数以下の桁数を指定し ます。 

BA335Fen032

 →

BA335Fen033

BA335Fen035

 →

BA335Fen036

BA335Fen039

 →

BA335Fen041
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Start Value （開始値）

表示ユニ ッ ト 上のグ ラ フのスケー リ ングに使用し、 下限範囲を指定し ます （例 ： 0.5 g/cm3）。

End Value （終了値）
表示ユニ ッ ト 上のグ ラ フのスケー リ ングに使用し、 上限範囲を指定し ます （例 ： 1.5 g/cm3）。

"Temperature of （温度の入力タ イプ） "、 "Pressure of （圧力の入力タ イプ） "、
"Frequency （周波数の入力タ イプ） "

次に、 以下の入力情報を Density 1 モジュールに割 り 当てる必要があ り ます。 

2 つの入力タ イプの う ち、 すなわち実際の入力か、 デフ ォル ト 値かを選択し ます。 デフ ォル ト 値
は、 シ ミ ュ レーシ ョ ンに使用し ます。 温度センサなどのプロセスセンサが使用でき ない場合に、
プロセス条件に対応する値を表示する こ と ができ ます。 

例：

一定の温度で運転する用途な らば、 プロセス温度 20 °C を指定する こ と ができ ます。 

温度情報の割り当て

!

注意 ! 

Setup -> Basic Setup -> Region で地域を指定する と、対応する単位が自動的に指定されます。 この
単位は、 その後のすべての設定で考慮されます （例 ： 温度入力のスケー リ ングなど）。 

Temperature 1 を スケー リ ング し ます。

• Region （地域） ： Europe -> °C
• Region （地域） ： USA -> °F

圧力情報の割り当て

!

注意 ! 

Setup -> Basic Setup -> Region で地域を指定する と、対応する単位が自動的に指定されます。 この
単位は、 その後のすべての設定で考慮されます （例 ： 圧力入力のスケー リ ングなど）。 

• Region （地域） ： Europe -> bar （絶対圧力）
• Region （地域） ： USA -> psi （絶対圧力）

BA335Fen042

 →

BA335Fen043

BA335Fen044

 →

BA335Fen045
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周波数情報の割り当て

すべての入力情報を入力し た ら、 次にセンサ固有のパラ メ ータ を入力し ます。 

センサ固有のパラ メ ータ 

!

注意 ! 

密度計測用の リ キフ ァ ン ト  M を注文する と、 特殊なセンサ校正レポー ト と、 センサ校正書が同
梱されています。 これには、 以下の音叉固有のパラ メ ータが含まれています。

• F0-Vacuum Frequency （F0 真空周波数） ： 真空 0 °C 時の音叉の振動周波数 （Hz）
• S-Factor （S 係数） ： 音叉部の密度感度 （cm3/g）
• C-Factor （C 係数） ： 音叉の 1 次温度係数 （Hz/°C）
• D-Factor （D 係数） ： 圧力係数 （1/bar）
• A-Factor （A 係数） ： 音叉の 2 次温度係数 （Hz/[°C]2）

必要な場合は、 校正レポー ト を取 り 寄せる こ と ができ ます （シ リ アルナンバを提示し て く ださ
い）。 

補正係数

• Correction F0 （補正 F0） ： F0 真空周波数に対する補正値 （乗数） です。 この値は現場校正中に
計算されますが、 手動で変更する こ と もでき ます （た と えば、 1 に リ セ ッ ト する など）。 

• Correction r （補正 r） ： S Factor にこ の値を乗じ ます。 この値は設置に応じ て決ま り ます （セ ク
シ ョ ン 3 参照）。 

BA335Fen046

 →

BA335Fen047

BA335Fen048

 →

BA335Fen049

BA335Fen050

 →

BA335Fen051

BA335Fen052

 →

BA335Fen053
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• Conversion Fact. （変換係数） ： こ の変換係数は、 密度計算値に対する乗数 （オフセ ッ ト ） で
す。 

BA335Fen054

出荷時に、 S、 C、 D、 および A 係数は、 材質 ステンレ ス 316L 相当の平均値に割 り 当て られてい
ます。 真空周波数は、 これらの補正係数が確実に入力される よ う に、 0.00 に割 り 当て られていま
す。 音叉固有の値 （付属の校正レポー ト を参照） は適切に入力し ない と、 正確に計測でき ませ
ん。 

Store Data （データ保存）

この機能を "Yes" で確定する と、 密度の計算値と計測値が本機器の メ モ リ に保存されます。 密度
情報のモニタ リ ングを有効にする必要があ り ます。 別のステ ッ プで （Pulse Inputs （パルス入力）
を参照）、 この値を保存するサイ クルも指定し て く ださい。 

6.3.5 Outputs （出力）

セ ク シ ョ ン 6.3.1 で説明し た目的に従って、 この例では、 密度計算値をアナロ グ出力に割 り 当て
る点のみに注目し ます。 

Analog outputs （アナログ出力）

出力は、 アナロ グ出力と パルス出力の両方に使用でき る こ と に留意し て く ださい。 設定ご と に、
必要な信号タ イプを選択する こ と ができ ます。 バージ ョ ン （拡張カード） に応じ て、 2 ～ 8 個の
出力を使用する こ と ができ ます。

Identifier （名称）

出力情報を分か り やす く するために、 名称 （例 ： Density 1） を、 選択し たアナロ グ出力に割 り
当て る こ と ができ ます。 こ の名前は、 システム内で 1 度しか付ける こ と ができ ません。 

Terminals （端子）

密度値を出力する端子を選択し ます （例 ： B-131）。

BA335Fen055

 →

BA335Fen056

BA335Fen057

 →

BA335Fen058
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Sig. Source （信号源）

こ こ で、 密度計算値を特定の出力に リ ン クする こ と ができ ます。 

Current Range （電流範囲）

アナロ グ出力の動作モード を指定し ます （例 ： 4 ～ 20 mA）。 

Start Value （開始値）

電流信号の 小電流値 （0 または 4 mA） に対応する実際の値 （ 小密度など） を指定し ます。 

End Value （終了値）

電流信号の 大電流値 （20 mA） に対応する実際の値 （ 大密度など） を指定し ます。 開始値 と
終了値を スケー リ ング し ます （た と えば、 4 ～ 20 mA を 0.5 ～ 2 g/cm3 へ）。

Time Constant （時定数）

出力信号を平滑化する秒数を指定し ます。 

Simulation （シ ミ ュ レーシ ョ ン）

電流値をアナロ グ出力に割 り 当てます。 デフ ォル ト 値から選択する こ と ができ ます。 

!

注意 ! 

シ ミ ュ レーシ ョ ンは、 入力フ ィ ール ド を終了する と停止し ます。

Alarm Response （アラーム応答）

!

注意 ! 

この機能は、 メ ニュー Basic Setup -> Alarm Response で "User-defined" を選択し た場合に使用す
る こ と ができ ます。

密度情報を計算し た と きに値が指定範囲外の場合の本機器の動作を指定し ます。 

Failure Behavior （エラー時の動作） ： 

以下の設定が可能です。

• Last Value （ 後の値） ： 
エラーの場合、 後の計測値を出力し ます。

• Constant （一定） ： 
エラーの場合、 定義し たエラー値を出力し ます。 

BA335Fen059

 →

BA335Fen060

BA335Fen061

 →

BA335Fen062



Commissioning （試運転）

エン ド レスハウザー ジャパン 51

Range Violation （レンジ異常） ：

レンジ異常の場合に、 通知 メ ッ セージを通知するか、 エラー メ ッ セージを通知するか指定する
こ と ができ ます。 

6.3.6 Configuring the measured value display （計測値表示の設定）

前の章では、 密度値の計算に使用する情報を定義し ま し た。 こ う いった値のデ ィ スプレ イ表示を
ユーザーが定義でき ます。 

Groups （グループ） 

示されている例と同様に、 "Measuring Point 1" をグループ と し て定義する こ と ができ ます。 

Identifier （名称）

表示情報を分か り やす く するために、 名称 （例 ： Measuring Point 1） を、 選択し たグループに割
り 当て る こ と ができ ます。 

Display （デ ィ スプレ イ）

以下の表示情報を指定する こ と ができ ます。

• Value （値） （1 ～ 8 個の値）
• Horizontal Bargraph （水平バーグ ラ フ） 1 （1 ～ 2 個の値）
• Vertical Bargraph （垂直バーグ ラ フ） 1 （1 ～ 2 個の値）
• Line Graph （線グ ラ フ） 2 （1 個の値）

!

注意 ! 

1） 表示マス ク に "1 value" または "2 values" を選択し た場合に使用可能です。

2） 表示マス ク に "1 value" を選択し た場合に使用可能です。

Display Mask （表示マスク）

デ ィ スプレ イに表示する値の個数を指定し ます。 

Signal Type (n) （信号タ イプ n）

表示する信号のタ イプを指定し ます （た と えば、 アナロ グ入力や、 演算チャ ンネルなど）。

Value Type (n) （値タ イプ n）

表示する値のタ イプを指定し ます （た と えば、 計測値など）。

Value (n) （値 n）

使用可能なプロセス値すべての リ ス ト から、 表示する値を選択し ます。 

BA335Fen063

 →

BA335Fen064

BA335Fen065

 →

BA335Fen066
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Alternating Display （交互表示）

複数のグループを定義し た場合は、 この機能を使用し て各グループをデ ィ スプレ イに交互に表
示する こ と ができ ます。 

切替時間と、 デ ィ スプレ イに交互に表示する グループを設定する こ と ができ ます。 

Display （デ ィ スプレ イ）

Counter Mode （カ ウ ン タモード） ： 大 10 箇所の合計を表示し ます （オーバーフ ローする ま
で）。

Exponential （指数） ： 大き な値には、 指数関数表示を使用し ます。

Contrast （コ ン ト ラス ト ）

デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト を設定し ます。 こ の設定は、 直ちに作用し ます。 

コ ン ト ラ ス ト 値は、 セ ッ ト ア ッ プを終了する まで保存されません。 値の範囲は、 0 ～ 99 です。
工場出荷設定は 46 です （76 ページの 「Setup （セ ッ ト ア ッ プ） → Display （デ ィ スプレ イ）」 も参
照）。

6.3.7 Concluding the quick start （ク イ ッ クス ター ト の終了）

出力を割 り 付けた ら、 必要なステ ッ プ と設定はすべて完了です。 

!

注意 ! 

これで、 本機器で入力情報 （frequency 1、 temperature 1、 pressure 1） から密度値を計算し、 その
情報を出力に送る こ と ができ ます。 

この設定を保存するには、メ イ ン メ ニューに戻る と きに " Accept Changes in Setup" と問われた ら 
"Yes" を選択する必要があ り ます。 次のステ ッ プでデータが DAT モジュールに保存されます。 こ
れで、 本機器は再起動し ます。 

この例では、 端子が、 "Diagnostics" メ イ ン メ ニューの "Terminal Info" サブ メ ニューに、 以下のよ
う に表示されます。

設定をすべて完了する と、 デ ィ スプレ イに以下の情報が表示されます。 

BA335Fen070

BA335Fen067

 →

BA335Fen161

BA335Fen068

 →

BA335Fen071
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6.4 Device configuration （機器の設定）

このセ ク シ ョ ンでは、 すべての設定可能な機器パラ メ ータについて、 関連する値の範囲 と工場
出荷設定 （デフ ォル ト 値） を含めて説明し ます。

選択肢に表示されるパラ メ ータ （例 ： 端子数など） は、 機器バージ ョ ンによ って異なる こ と に
ご留意 く ださい （セ ク シ ョ ン 6.2.2 「Extension caards （拡張カード）」 を参照）。

機能マ ト リ ッ ク ス

BA335Fen312

図 31 ： 現場のデンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） 設定のための機能マ ト リ ッ クス （抜粋）。 

詳細な機能マ ト リ ッ クスについては、 付録を参照し て く だ さい。

6.4.1 Navigator (quick start) （ナビゲータ （ク イ ッ クス ター ト ））

BA335Fen313

図 32 ： デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） の Navigator メ ニューによる設定のク イ ッ クス

ター ト

デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） （計測値表示） の運転モード で、 任意のキーを押
すと、 操作ウ ィ ン ド ウ "Navigator" が開き ます。 Navigator メ ニューを使用する と、 重要な情報お
よびパラ メ ータに簡単にア ク セスする こ と ができ ます。 使用可能なキーの 1 つを押すと、 以下の
項目が直ちに表示されます。

機能（メニュー項目） 説明

Group Selection

（グループ選択）

各表示値グループを選択し ます。

Diagnosis （診断） 現在の機器エラーを素早 く 特定し ます （端子情報、 プロ グ ラ ム情報）

（→ 54 ページ）。

Analysis （解析） カ ウ ン タデータ と 統計データです。 (→ 55 ページ )

Setup （セ ッ ト ア ッ プ） 本機器を設定する ための メ イ ン メ ニューです。 (→ 56 ページ )

FML621
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表示値グループの内容を定義でき るのは、 Setup → Display メ ニューです。 1 グループが、 デ ィ ス
プレ イの 1 ウ ィ ン ド ウに表示され、 1 つのグループにはプロセス変数が 大 8 個含まれます。

デ ィ スプレ イ機能の設定も （コ ン ト ラ ス ト 、 交互表示、 特別表示値グループなど）、 Setup → 
Display メ ニューで行います。

!

注意 ! 

• 試運転時に、 "Please Set Up Device" が表示されます。 この メ ッ セージを確認する と、 さ らに 
Navigator メ ニューが表示されます。 次に、 'Setup' を選択し て メ イ ン メ ニューを表示し ます。

• 初の試運転は、 機器のセ ッ ト ア ッ プに従って行 う こ と ができ ます。 （セ ク シ ョ ン 6.3 「Quick 
start （ク イ ッ ク ス ター ト ）」 も参照）。 すべての必要な設定が完了する まで、 本機器は運転を開
始し ません。

• すでに設定済みの機器は、 標準で表示モード にな り ます。 8 個の操作キーの う ちの 1 つを押す
と、 本機器は Navigator メ ニューに変わ り ます。 こ こ から、 'Menu' を選択する こ と によ って、
メ イ ン メ ニューが表示されます。

!

注意 ! 

メ イ ン メ ニューを引き続き進むと、 メ ッ セージ "If you change the application, the respective 
counters will be reset" が表示されます。 この メ ッ セージを確認する と、 メ イ ン メ ニューが表示さ
れます。

6.4.2 Main menu （メ イ ン メ ニュー） - Diagnosis （診断）

Diagnosis メ ニューは、 機器機能の解析に使用し ます （た と えば、 機器の故障を特定する など）。

機能（メニュー項目） 説明

Error list （エラー リ ス ト ） 現在保留中のエラーの リ ス ト です。 エラーが修正される と 、 入力が削除

されます。

Info Memory （ メ モ リ 情報） データ を メ モ リ に保存でき る （データが上書き される までの） 期間が表

示されます。 
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6.4.3 Main menu （メ イ ン メ ニュー） - Analysis （解析）

BA335Fen314

図 33 ： FML621 統計データの設定

Analysis は、 Navigator から呼び出すこ と ができ ます。

この表示は、 カ ウ ン タ指示値の表示と統計データ機能に分割されています。

Counter readings （カウン タ指示値）

個々の入力で、 Integration → No と設定し た入力カ ウ ン タが、 こ こ に出力されます。

この出力は、 た と えば , すべてのアナロ グ入力のカ ウ ン タ指示値をチェ ッ ク し た り 、 他のカ ウ ン
タに影響を与えずに特定のタ イプのカ ウ ン タ を リ セ ッ ト する場合などに役立ちます。

Statistics （統計データ）

この メ ニューでは、 個々の入力またはチャ ンネルや、 期間に基づいて評価が行われます （定義
し た期間中のすべての入力とすべてのチャ ンネル）。

こ こ で、 Intermediate Analysis は、 "Signal Analysis → Interm . Anal" メ ニュー項目で設定された期
間です （た と えば、 解析を 1 時間ご と に行 う 場合など）。

このタ イプの解析は、 解析を時間に基づいて行 う 場合に役立ちます。
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チャ ンネルによ る解析は、 流量の監視など、 個々のチャ ンネルを詳細に評価する場合に使用し
ます。

6.4.4 Main menu （メ イ ン メ ニュー） - Setup （セ ッ ト ア ッ プ）

!

注意 ! 

• Setup メ ニューは、 本機器の設定に使用し ます。
• 太字で表示される メ ニュー項目は、 サブ メ ニューがあ る機能を示し ます。
• 太字で表示されるパラ メ ータは、 デフ ォル ト 値を示し ます。

メ ニュー項目 ：

• Basic Setup （基本セ ッ ト ア ッ プ）
• Inputs （入力）
• Mathematics （数式処理）
• Characteristics （特性）
• Outputs （出力）
• Limit Values （ リ ミ ッ ト 値）
• Display （デ ィ スプレ イ）
• Signal Analysis （信号解析）
• Communication （通信）
• Service （サービ ス）

Setup （セ ッ ト ア ッ プ） → Basic Setup （基本セ ッ ト ア ッ プ）

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Region（地域）

Europe（ヨーロッパ） Europe - USA 標準時 （NT） と 夏時間 （ST） の切替日付が表示されます。 この機能は、 選択し

た地域に応じ て決ま り ます。

Date-Time（日付時刻）

Date （日付） DD.MM.YY 現在の日付を設定し ます。

注意 ! 

夏時間 / 冬時間の切替えを行 う 上で大切な設定です。

Time （時刻） SS:MM 本機器の実時間時計の現在時間です。

Summertime/winter time（夏時間 / 冬時間）

Changeover （切替え） Off - Manual （手動） - 

Auto. （自動）

時間切替の方法を指定し ます。

WT → ST （冬→夏）

- Date （日付）

- Time （時刻）

ST → WT （夏→冬）

- Date （日付）

- Time （時刻）

例 ：

25.03.07 （Europe）

11.03.07 （USA）

28.10.07 （Europe）

04.11.07 （USA）

02:00

ヨーロ ッパ と 米国の様々な標準時と夏時間の切替を考慮し ます。 これは、 標準

時と 夏時間の切替が ＝ "off" 以外に設定されている場合に選択する こ と ができ

ます。

切替時間を指定し ます。 これは、 標準時と夏時間の切替が ＝ "off" 以外に設定

されている場合に選択する こ と ができ ます。

Code（コード）

User Code （ユーザーコード） 0000 - 9999 前に定義し た コード を入力する と 、 機器の操作が可能にな り ます。
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機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

S-DAT Module（S-DAT モジュール）

Op. Data（運転データ）

End Setup

（セ ッ ト ア ッ プを終了）

Automatic（自動）
ユーザ設定

セ ッ ト ア ッ プを終了するか、 プロ ンプ ト / 質問を確認する と 、 設定が自動的に

保存されます。

Save （保存） E キーを押し ます。 カ ウ ン タ指示値と運転データ を S-DAT モジ ュールに書き込みます。

Date （日付） 日付を入力する ための

フ ィ ール ド を編集し ます。

後の保存日付です。

Time （時刻） 時刻を入力する ための

フ ィ ール ド を編集し ます。

後の保存時刻です。

Read Out （読み取 り ） E キーを押し ます。 カ ウ ン タ指示値と運転データ を このモジ ュールから本機器に転送し ます。

Counter Val.（カウンタ値）

Date （日付） 日付を入力するためのフ ィ ール ド を編集し ます。

Time （時刻） 時刻を入力するためのフ ィ ール ド を編集し ます。

Read Out （読み取 り ） E キーを押し ます。 カ ウ ン タ指示値を このモジ ュールから本機器に転送し ます。

Data S-DAT Module（S-DAT モジュールのデータ）

Prog. Name

（プロ グ ラ ム名）

入力フ ィ ール ド S-DAT モジ ュールのデータ元の機器のプロ グ ラ ム名です。 

Prog. Ver.

（プロ グ ラ ムバージ ョ ン）

入力フ ィ ール ド S-DAT モジ ュールのデータ元の機器のプロ グ ラ ムバージ ョ ンです。

CPU Number （CPU 番号） 入力フ ィ ール ド S-DAT モジ ュールのデータ元の機器の CPU 番号です。

Telealarm（リモートアラーム）

注意 ! 

こ の機能は、 リ モー ト ア ラーム機能も注文し た場合に使用する こ と ができ ま

す。 

Active （ア ク テ ィ ブ） Active （ア ク テ ィ ブ）

Not Active（無効）

リ モー ト ア ラームを有効 / 無効にし ます。 有効の場合、 （該当操作位置で） 有

効にし た メ ッ セージが指定し た受信先へ リ モー ト ア ラームで転送されます。

Modem （モデム） Modem (Tone)
（モデム トーン）

Modem (Pulse)

（モデム パルス）

GSM Terminal

（GSM 端末）

電話回線モデムが ト ーン回線またはダ イ ヤル回線で接続されているのか、 あ る

いは GSM モデムが接続されるのか指定し ます。

Interface （イ ン ターフ ェ イ ス） RS232

RS485 (1)

RS485 (2)

本機器の設定に応じ て、 オプシ ョ ンで、 2 番目の RS485 をモデムが接続されて

いる FML621 イ ン ターフ ェ イ スで使用する こ と ができ ます。

Signal Display （信号表示） Active （ア ク テ ィ ブ）

Not Active（無効）

GSM 信号フ ィ ール ド の強度の表示を指定し ます。 信号表示は、 Navigator メ

ニューの Diagnosis ->Info Telealarm に表示されます。

注意 ! 

こ の機能は、 Telealarm ->Modem で "GSM Terminal" を選択し た場合に使用する

こ と ができ ます。 

Dial Prefix （内線発信番号） 0 ～ 999 モデムが電話回線システムの内線に接続されている場合は、 交換回線捕捉のた

めの数字 （例 ： 0） を こ こ で入力し ます。

注意 ! 

こ の機能は、 電話回線モデムの場合に使用する こ と ができ ます。

GSM PIN 0000 ～ 9999 GSM Personal Identification Number （PIN、 個人識別番号） のための入力フ ィ ー

ル ド です。 この番号は、 使用する GSM モデムの SIM カード のも のです。
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SMS Service-No.

（SMS サービ ス番号）

20 桁のサービ ス番号で

す。

GSM モデムが FML621 に接続されている場合は、 SMS メ ッ セージを直接 SMS 

サービ スセン タ を介し て送信する こ と ができ ます。 サービ ス番号を移動通信

ネ ッ ト ワーク のプロバイ ダから入手し、 こ こに入力し て く ださい （例 ：

Vodafone の場合 +491722270333）。 設定例については、 セ ク シ ョ ン 6 を参照し て

く ださい。

注意 ! 

こ の機能は、 GSM 端末の場合に使用する こ と ができ ます。

Time betw. Call （ポーズ時間） 0 ～ 999

60 秒

リ モー ト ア ラームを有効 / 無効にし ます。 有効の場合、 （該当操作位置で） 有

効にし た メ ッ セージが指定し た受信先へ リ モー ト ア ラームで転送されます。

Dial All Nos. （すべての番号に

電話をかけ る）

Yes
No

リ モー ト ア ラームを有効 / 無効にし ます。 有効の場合、 （該当操作位置で） 有

効にし た メ ッ セージが指定し た受信先へ リ モー ト ア ラームで転送されます。

SMS Error to Relay

（SMS エラーを リ レーに出力）

None（無し）
使用可能な リ レーの リ ス

ト

リ モー ト ア ラームを有効 / 無効にし ます。 有効の場合、 （該当操作位置で） 有

効にし た メ ッ セージが指定し た受信先へ リ モー ト ア ラームで転送されます。

Receiver 1 （受信機 1）

SMS Receiver 1

（SMS 受信機 1）

選択肢：

PC Software

（PC ソ フ ト ウ ェ ア）

Cellular phone （携帯電話）

D1 (D)

D2 (D)

E-plus (D)

SMS を移動通信ネ ッ ト ワーク番号で受信機に送信する場合、 または SMS を

サービ ス交換機を介し て受信機に転送する場合に指定し ます。

Telephone Number 1

（電話番号 1）

12 桁の電話番号 リ モー ト ア ラーム メ ッ セージの送信先の電話番号を指定し ます。

Number of Attempts 1

（試行回数 1）

1-9 次の指定受信機へ電話をかける までの試行回数を指定し ます。

Receiver 2 （受信機 2）

SMS Receiver 2

（SMS 受信機 2）

選択肢：
PC Software

（PC ソ フ ト ウ ェ ア）

Cellular phone （携帯電話）

D1 (D)

D2 (D)

E-plus (D)

SMS を移動通信ネ ッ ト ワーク番号で受信機に送信する場合、 または SMS を

サービ ス交換機を介し て受信機に転送する場合に指定し ます。

Telephone Number 2

（電話番号 2）

12 桁の電話番号 リ モー ト ア ラーム メ ッ セージの送信先の電話番号を指定し ます。

Number of Attempts 2

（試行回数 2）

1-9 次の指定受信機へ電話をかける までの試行回数を指定し ます。

Receiver 3 （受信機 3）

SMS Receiver 3

（SMS 受信機 3）

選択肢：
PC Software

（PC ソ フ ト ウ ェ ア）

Cellular phone （携帯電話）

D1 (D)

D2 (D)

E-plus (D)

SMS を移動通信ネ ッ ト ワーク番号で受信機に送信する場合、 または SMS を

サービ ス交換機を介し て受信機に転送する場合に指定し ます。

Telephone Number 3

（電話番号 3）

12 桁の電話番号 リ モー ト ア ラーム メ ッ セージの送信先の電話番号を指定し ます。

Number of Attempts 3

（試行回数 3）

1-9 次の指定受信機へ電話をかける までの試行回数を指定し ます。

Text Input（テキスト入力）

Text Input （テキス ト 入力） Standard （標準）

Palm（パーム）

テキス ト の入力方法を選択し ます。

• Standard ：

パラ メ ータ項目ご と に、 必要な文字が表示される まで文字列を移動し ます。

• Palm ：

必要な文字を、 キーフ ィ ール ド から カーソルで選択する こ と ができ ます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明



Commissioning （試運転）

エン ド レスハウザー ジャパン 59

Alarm Response（アラーム応答）

Category （カテゴ リ ） Default Setup（デフォル

トセットアップ）
ユーザー定義

プロセスエラー発生時のア ラーム応答です。 工場出荷設定では、 すべてのプロ

セスエラーが通知 メ ッ セージで通知されます。 "Random" を選択する と 、 異なる

エラーカテゴ リ （エラー メ ッ セージ） を個々のプロセスエラーに割 り 当て る た

めに、 入力と アプ リ ケーシ ョ ンに追加の操作項目が表示されます （セ ク シ ョ ン

5.3 「Error messages display （エラー メ ッ セージの表示）」 を参照）。

Error Handling 4-20 mA（エラー処理 4 - 20 mA）

Acc. to Namur （Namur 準拠） Yes
No

- NAMUR 3.6 mA

- NAMUR 3.8 mA

- NAMUR 20.5 mA

- NAMUR 21.0 mA

• Yes ： 本機器は NAMUR 規格に従ってエラーに応答し ます。 >21 mA ： 21 mA を

出力し ます。

20.5 mA<x<21 mA ： 後に有効だった値を使用し続けます。

• No ： NAMUR フ ェールセーフモード は使用されません。 エラー リ ミ ッ ト は自

由に調整可能です。

Gen. Info（一般情報）

Unit ID （機器 ID） 入力フ ィ ール ド 機器名を割 り 当てます （ 大 12 文字）。

Tag Number （タ グ番号） 入力フ ィ ール ド 配線図などの通 り に TAG 番号を割 り 当てます （ 大 12 文字）。

Prog. Name （プロ グ ラ ム名） 入力フ ィ ール ド PC 操作ソ フ ト ウ ェアに保存される名前です。 すべての設定と共に保存されま

す。

SW version

（ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン）

入力フ ィ ール ド 使用し ている機器のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンです。

SW Options

（ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ン）

入力フ ィ ール ド 拡張カード の取付けに関する情報です。

CPU No. ： （CPU 番号 ： ） 入力フ ィ ール ド 本機器の CPU 番号は、 名称と し て使用されます。 すべてのパラ メ ータ と共に保

存されます。

Serial No. ：

（シ リ アルナンバ ： ）

入力フ ィ ール ド 本機器のシ リ アルナンバです。

Order code:

（オーダーコード ： ）

入力フ ィ ール ド 本機器のオーダーコード です。 初の納品状態を示し ます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明
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Setup （セ ッ ト ア ッ プ） → Inputs （入力）

!

注意 ! 

Application Manager では、 バージ ョ ンに応じ て、 4 個 （基本装備、 常に使用可能） から 10 個 （3 
枚のアナロ グカード または U-I-TC カード で拡張） の電流、 PFM、 パルス入力をセンサ信号の記
録に使用する こ と ができ ます。

デジ タル入力の可能な数は、 使用する拡張カード の数によ って決ま り ます。 拡張カード毎に 6 
個の追加のデジタル入力があ り ます。

電圧信号 （熱電対も） を処理する場合は、 U-I-TC カード を増設する必要があ り ます。 RTD 信号
には、 RTD カード （" 温度 " カード） を使用する必要があ り ます。

PFM/Pulse Inputs （PFM/ パルス入力）

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Pulse 1 ～ 10（パルス 1 ～ 10）

Identifier （名称） Pulse 1 ～ 10

（パルス 1 ～ 10）

PFM/ パルスセンサの名前 （ 大 12 文字） を指定し ます。

Signal （信号） パルス
PFM

入力信号は、 PFM またはパルス信号と し て解釈されます。

Terminals （端子） None（無し）
利用でき る PFM/ パルス

入力端子の リ ス ト

選択し たアナロ グ入力を接続する端子を定義し ます。 1 つのセンサを複数の

用途に使用する こ と ができ ます。

それには、 伝送器が位置する端子を選択し ます （複数選択可能）。

Units （単位） 入力フ ィ ール ド フ リ ーテキス ト で単位を入力し ます。

Pulse Value （パルス値） 0.0001 ～ 999999.9 入力パルスの評価、 すなわちパルス を どのよ う に評価するか指定し ます。

た と えば、 Pulse Value = 0.1 m3 は、 1 パルス 0.1 m3 に対応し ます。 これは

値の積算時も計算されます。

K-Factor （K 係数） 0.125

注意 ! 

"PFM" 信号タ イプを選択し た場合にのみ表示されます。 

Time Base （タ イ ムベース） Off

s（秒）

min （分）

h （時間）

d （日）

積算のための入力信号の評価に使用し ます。 選択し た値に従って、 積算値

が計算されます。 た と えば、 入力を毎分ご と に評価する場合、 それに応じ

て計測された入力信号がスケー リ ング、 積算されます。

Offset （オフセ ッ ト ） 0.0 オフセ ッ ト 値を指定し ます （%） （-999999.9 ～ +999999.9）。

Smoothing （ス ムージング） 0.0 計測値が、 設定し た期間にわたって平滑化されます。 し たがって、 この期

間の平均値が、 計測値と し て使用されます。 

Format （フ ォーマ ッ ト ） 9

9.9

9.99
9.999

9.9999

9.99999

本機器のデ ィ スプレ イ上と、 シ リ アルイ ン ターフ ェ イ スでの転送時におけ

る、 表示形式 （小数点の位置） を指定し ます。

Store Data （データ保存） Yes

No

入力値を本機器の メ モ リ に保存し ます。

Integration（積算）

Integration （積算） Off

On

Factor （係数） 1.0 係数を指定し ます （-999999.9 ～ 999999.99）。

Units （単位） % フ リ ーテキス ト で単位を入力し ます。

Format （フ ォーマ ッ ト ） 9

9.9

9.99

9.999

9.9999

9.99999

本機器のデ ィ スプレ イ上と、 シ リ アルイ ン ターフ ェ イ スでの転送時におけ

る、 表示形式 （小数点の位置） を指定し ます。
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Actual Value （実際の値） -999999.9 ～ 999999.99 Current counter value ： 実際のカ ウ ン タ指示値です。 リ セ ッ ト / 変更可能で

す。

Alarm Response（アラーム応答）
注意 ! 

Basic Setup -> Alarm Response で "User-defined" を選択し た場合に表示され

ます。 

Minimum Value （ 小値） 160.00 許容 小計測値です。 

Maximum Value （ 大値） 1600.00 許容 大計測値です。 

Not. Behavior 

（通知時の動作）

Last Value（最後の値）

Constant （一定）

Failure Behavior （エラー時の動作） ： エラー時に出力されるはずの値で出力

応答するか、 またはア ラーム状況で計算を継続する値を指定し ます。

Not. Value

（通知時の値）

-999999.9 ～ 999999.99

注意 ! 

エラー時の応答に "Constant" を選択し た場合に表示されます。

Range Violation（レンジ異常） レ ンジ異常 （ 小値、 大値） のエラー発生時に、 どのア ラームを表示す

るか個々に定義し ます。

Alarm Type

（ア ラーム タ イプ）

Fault（エラー）
Hint （通知）

エラー メ ッ セージ、 カ ウ ン タ停止、 背景色変化 （赤色）、 テキス ト メ ッ セー

ジ。

影響を受けるチャンネルが、最後の計測値または注意値で動作を継続しま
す

- Color Change（背景色の変更）

- Fault Text（エラーテキスト）

Color Change

（背景色の変更）

Yes

No

背景色を青から赤に変更し てア ラームを通知するかど う か選択し ます。

Fault Text

（エラーテキス ト ）

Do Not Display（表示無し）
Display+Confirm

（表示＋確認）

SMS

Disp.+Ackn.+SMS

（表示＋確認＋ SMS）

エラーの場合に、 ア ラームを表示し てエラーを説明し、 そのエラーをボタ

ンを押すこ と によ って非表示にする （確認する） するかど う か、 SMS を リ

モー ト ア ラーム受信機へ送信するかど う か選択し ます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明
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Analog Inputs （アナログ入力）

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

AnalogIn 1 ～ 10（アナログ入力 1 ～ 10） 各アナロ グ入力を設定し ます。

Identifier （名称） AnalogIn x

（アナログ入力  x）

アナロ グ入力の名前 （ 大 12 文字） を指定し ます。

Signal （信号） 選択肢：
4-20 mA

0-20 mA

0-100 mV

0-1 V

0-5 V

0-10 V

+/- 1 V

+/-10 V

Type B

Type J

Type K

Type L IEC

Type L （G）

Type N

Type R

Type S

Type T

Type U

Type D

Type C

PT 100

PT 100 （J）

PT 100 （G）

PT 500

PT 500 （J）

PT 500 （G）

PT 1000

PT 1000 （J）

PT 1000 （G）

アナロ グ入力の信号を選択し ます。

Terminal （端子） None（無し）
利用でき る アナロ グ入力

端子の リ ス ト

選択し たアナロ グ入力を接続する端子を定義し ます。 1 つのセンサを複数の

用途に使用する こ と ができ ます。

それには、 伝送器が位置する端子を選択し ます （複数選択可能）。

Type of Connection （接続タ イプ） 2 線式

3 線式

4 線式

注意 ! 

"PTxxxx" 信号タ イプを選択し た場合に表示されます。

Curve （曲線） Linear（直線）

Squared （2 次曲線）

2 次曲線など、 センサに使用されている信号発生器の特性を選択し ます。

Unit （単位） 例 ： 

%

フ リ ーテキス ト で単位を入力し ます。

注意 ! 

PTxxxx と 熱電対の場合 ： 

• °C （ ヨーロ ッパ地域）

• °F （USA 地域）

Start Value （開始値） -999999.9 ～ 999999.99

0.0

計測区間の開始値を指定し ます。

注意 ! 

電流 / 電圧信号タ イプの場合のみ選択可。

End Value （終了値） -999999.9 ～ 999999.99

100.0

計測区間の終了値を指定し ます。

注意 ! 

電流 / 電圧信号タ イプの場合のみ選択可。

Offset （オフセ ッ ト ） -9999.99 ～ 9999.99

0.0
応答曲線のゼロ点を移動し ます。 この機能はセンサの調整に使用し ます。

注意 ! 

0/4 ～ 20 mA 信号タ イプの場合のみ選択可。
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Signal Damping （信号ダンピング） 0 ～ 99 秒 入力信号用の 1 次ローパス フ ィ ルタの時定数を指定し ます。 こ の機能は、

信号の変動が激しい場合に、 表示の変動を低減させる ために使用し ます。

注意 ! 

0/4 ～ 20 mA 信号タ イプの場合のみ選択可。

Format （フ ォーマ ッ ト ） 9

9.9

9.99

9.999

9.9999

9.99999

小数以下の桁数を指定し ます。

注意 ! 

"User-defined" システム単位 を選択し た場合に表示されます。

Store Data （データ保存） Yes

No

入力値を本機器の メ モ リ に保存し ます。

Temperature Correction（温度補正）

注意 ! 

TC タ イプを選択し た場合にのみ表示されます。 

Comparison Temperature

（比較温度）

Internal（内部）

Constant （一定）

計測点によ る内部比較か、 一定値によ る内部比較かを選択し ます。 

Fixed Temp. （固定温度） -99999.9 ～ 99999.9 "Comparison Temperature" = "Constant" を選択し た場合のみ選択可。

Integration（積算）

注意 ! 

入力タ イプに TC タ イプまたは Pt タ イプを選択し た場合は表示されませ

ん。

Integration （積算） Off

s （秒）

min （分）

h （時間）

d （日）

積算のための入力信号の評価に使用し ます。 選択し た値に従って、 積算値

が計算されます。 た と えば、 入力を毎分ご と に評価する場合、 それに応じ

て計測された入力信号がスケー リ ング、 積算されます。

Factor （係数） -999999.9 ～ 999999.99

Unit （単位） (%) フ リ ーテキス ト で単位を入力し ます。 初期設定 "%"

Format （フ ォーマ ッ ト ） 9

9.9

9.99

9.999

9.9999

9.99999

本機器のデ ィ スプレ イ上と、 シ リ アルイ ン ターフ ェ イ スでの転送時におけ

る、 表示形式 （小数点の位置） を指定し ます。

Curr. Counter Value

（現在のカ ウ ン タ値）

-999999.9 ～ 999999.99

Alarm Response（アラーム応答）
注意 ! 

Basic Setup -> Alarm Response で "User-defined" を選択し た場合に表示され

ます。 

Not. Behavior

（通知時の動作） 

Last Value（最後の値）

Constant （一定）

エラー時に出力されるはずの値で出力応答するか、 またはア ラーム状況で

計算を継続する値を指定し ます。

Not. Value （通知時の値） -999999.9 ～ 999999.99

注意 ! 

"Not. Behavior" に対し て "Constant" を 選択し た場合に表示されます。

Range Violation（レンジ異常）

Alarm Type

（ア ラーム タ イプ）

Fault（エラー）
Notice （通知）

エラーメッセージ、カウンタ停止、背景色変化（赤色）、テキストメッセー
ジ。

影響を受け るチャ ンネルが、 後の計測値または注意値で動作を継続し ま

す

- Color Change （背景色の変更）

- Fault Text （エラーテキス ト ）

Color Change

（背景色の変更）

Yes

No

背景色を青から赤に変更し てア ラームを通知するかど う か選択し ます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明
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Digital Inputs （デジ タル入力）

Fault Text

（エラーテキス ト ）

Do Not Display（表示無し）
Display+Confirm

（表示＋確認）

SMS

Disp.+Ackn.+SMS

（表示＋確認＋ SMS）

エラーの場合に、 ア ラームを表示し てエラーを説明し、 そのエラーをボタ

ンを押すこ と によ って非表示にする （確認する） かど う か、 SMS を リ モー

ト ア ラーム受信機へ送信するかど う か選択し ます。

Open Circuit（断線）

Alarm Type

（ア ラーム タ イプ）

Fault（エラー）
Notice （通知）

レ ンジ異常 （NAMUR43 に準拠、 または自由に選択可能な限界値） または断

線のエラーが発生し た時に、 どのア ラームを表示するか個々に定義し ます。

Color Change

（背景色の変更）

Yes

No

背景色を青から赤に変更し てア ラームを通知するかど う か選択し ます。

Display Text

（テキス ト 表示）

Do Not Display（表示無し）

Display+Confirm

（表示＋確認）

SMS

Disp.+Ackn.+SMS

（表示＋確認＋ SMS）

エラーの場合に、 ア ラームを表示し てエラーを説明し、 そのエラーをボタ

ンを押すこ と によ って非表示にする （確認する） かど う か、 SMS を リ モー

ト ア ラーム受信機へ送信するかど う か選択し ます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

DigitalIn 1 ～ 18（デジタル入力 1 ～ 18）

Identifier （名称） DigitalIn 1 ～ 18
（デジタル入力 1 ～ 18）

デジ タル入力の名前 （ 大 12 文字） を指定し ます。 例 ： 'Pump On' 。

Terminals （端子） None（無し）
利用でき るデジ タル入力

端子の リ ス ト  

デジ タル信号を接続する端子を定義し ます。

Function （機能） None（無し）
On/Off Message

（オン / オフ メ ッ セージ）

Display Group

（表示グループ）

Synch. Time （同期時間）

Set Time （時刻セ ッ ト ）

Limit Value Monitoring 

Active

（ リ ミ ッ ト 値モニ タ リ ング

有効）

Counter Start/Stop

（カ ウ ン タ開始 / 停止）

Reset Counter

（カ ウ ン タ リ セ ッ ト ）

Counter （カ ウ ン タ）

Operating Time

（運転時間）

デジ タル入力の機能を指定し ます。

• On/Off Message ： ステータ スが変化し た と きに、 定義し た メ ッ セージを

画面に表示し、 イベン ト バッ フ ァ にそれを入力し ます。

• Display Group ： 定義し た表示グループが出力されます。

• Synch. Time ： ラ ンプ波が発生し た と きに時間を同期させます。 この時間

の秒数は 0 にセ ッ ト されます この値の秒数が 0 ～ 29 秒の場合は値が 0 

に リ セ ッ ト され （分の値は同じ ま ま）、 30 ～ 59 秒の場合は分の値が 1 分

増加し ます。

• Set Time ： ラ ンプ波が発生し た と き、 内部ク ロ ッ ク の値が指定値に変更

されます。 内部ク ロ ッ ク の進みが 1/2 周期未満の と きは日付は保持され、

1/2 周期以上進んでいる場合は、 日付が 1 日進みます （その間に日付が

変わる場合）。

• Limit Value Monitoring Active ： 機器全体の リ ミ ッ ト 値を無効にするかど う

か指定し ます。

• Counter Start/Stop ： 積算計を含むカ ウ ン タ を停止させるかど う か指定し

ます。

• Reset Counter ： 積算計を含むカ ウ ン タ を リ セ ッ ト するかど う か指定し ま

す。

• Operating Time ： 現在の累積運転時間を表示し ます。

Active Level （作動レベル） Active Low （ローで作動）

Active High（ハイで作動）

応答レベルを指定し ます。

注意 ! 

"Operating Time"、 "Counter Start/Stop"、 または "Display Group" が選択さ

れている場合に表示されます。 

Active Flank （作動ラ ンプ） Low→High （ロー→ハイ）

High→Low （ハイ→ロー）

Both （両方向）

応答する タ イ ミ ング （ど う いった状態変化に応答するか） を指定し ます。

注意 ! 

"Operating Time"、 "Counter Start/Stop"、 または " Display Group" が選択さ

れている場合は表示されません。 
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Setup （セ ッ ト ア ッ プ） → Mathematics （数式処理）

大 15 個の異なる数式を同時に計算する こ と ができ ます。 これまで運転状態にあ る有効な数式
処理を制限する こ と な く 、 別の設定を行 う こ と ができ ます。 新しい数式処理を設定完了し た場
合、 または既存の数式処理の設定を変更し た場合、 ユーザが 後にその設定を有効にする まで
は、 そのデータは受け付け られないこ と に留意し て く ださい （セ ッ ト ア ッ プを終了する前の質
問）。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

DigitalIn 1 ～ 18（デジタル入力 1 ～ 18）

Designation of statuses （ステータ スの名称）

-Low （ロー） Text （テキス ト ）

(off)

デジ タル入力がローの と きに出力される テキス ト を指定し ます。

-High （ハイ） Text （テキス ト ）

(on)

デジ タル入力がハイの と きに出力される テキス ト を指定し ます。

Display Group （表示グループ） Group 1 （グループ 1）

...

Group 10 （グループ 10）

表示する グループを選択し ます。

注意 ! 

この機能は、 "Display Group" を選択し た場合に表示されます。

Counter （カ ウ ン タ） 選択肢：

本機器で利用でき る カ ウ

ン タの リ ス ト

注意 ! 

この機能は、 "Counter Start/Stop" または "Reset Counter" を選択し た場合

に表示されます。

Set Time （時刻セ ッ ト ） (00:00) 時刻をセ ッ ト し ます。 形式は hh ： mm です。

注意 ! 

この機能は、 "Set Time" を選択し た場合に表示されます。

Actual Value （実際の値）

注意 ! 

この機能は、 "Counter" を選択し た場合に表示されます。 

Store Data （データ保存） Yes

No
入力値を本機器の メ モ リ に保存し ます。

注意 ! 

この機能は、 "Pulse Counter" を選択し た場合に表示されます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Maths 1 ～ 15（数式 1 ～ 15）

Identifier （名称） Maths 1 ～ 15

（数式 1 ～ 15）

演算チャ ンネルの名前 （ 大 12 文字） を指定し ます。 例 ： 'Density 

calc' 。

Formula （数式） None（無し）

2D Linear.

（2D リ ニア ラ イゼーシ ョ

ン）

3D Linear.

（3D リ ニア ラ イゼーシ ョ

ン）

Formula editor （数式編集）

Density （密度） 

Reference Density

（基準密度）

Medium Detection

（計測物の検出）

注意 ! 

パラ メ ータ設定の定義については、 90 ページの 「Mathematics （数式処

理）」 のセ ク シ ョ ンを参照し て く だ さい。 その他の相互関係については、

補足の章を参照し て く だ さい。 

2D Linearization ： → 90 ページ、 130 ページのセ ク シ ョ ン 8.3 「Reference 

density （基準密度）」 または 121 ページのセ ク シ ョ ン 8.2 「Calculating 

the concentration after evaluating the density （密度を求めた後、 濃度の計

算を行 う ）」

3D Linearization ： → 91 ページおよび 121 ページのセ ク シ ョ ン 8.2

「Calculating the concentration after evaluating the density （密度を求めた

後、 濃度の計算を行 う ）」

Formula Editor ： → 92 ページおよび 110 ページのセ ク シ ョ ン 7 「Formula 

editor （数式編集）」

Density ： → 94 ページおよび 40 ページのセ ク シ ョ ン 6.3 「Quick start

（ク イ ッ ク ス ター ト ）」

Reference Density ： → 96 ページ 

Medium Detection ： → 100 ページ 
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Linearization （ リ ニア ラ イゼーシ ョ ン） Characteristic 1 ～ 5

（特性 1 ～ 5）

5 種類の特性の中から、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンに使用する ものを選択し

ます。

注意 ! 

表示は、 選択し た数式に応じ て決ま り ます。 

Calculation of （計算する軸） Z-Value（Z 軸）
Y-value （Y 軸）

Y 値を計算するか、 または Z 値を計算するかを指定し ます。

注意 ! 

Formula = "3D Linear" の場合に表示されます。

Signal X-Value （信号 X 値） 利用でき る入力チャ ンネ

ルまたは演算チャ ンネル

の リ ス ト 。 

入力信号を指定し ます。 すなわち、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン処理に X 値

と し て使用される本機器の信号入力を指定し ます。

注意 ! 

Formula = "2D Linear." または "3D Linear." の場合に表示されます。 

Signal Y-Value （信号 Y 値） 利用でき る入力チャ ンネ

ルまたは演算チャ ンネル

の リ ス ト 。

入力信号を指定し ます。 すなわち、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン処理に Y 値

と し て使用される本機器の信号入力を指定し ます。

注意 ! 

Formula = "3D Linear."、 "Calculation of" = Z-Value の場合に表示されま

す。 

Signal Z-Value （信号 Z 値） 利用でき る入力チャ ンネ

ルまたは演算チャ ンネル

の リ ス ト 。

入力信号を指定し ます。 すなわち、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン処理に Z 値

と し て使用される本機器の信号入力を指定し ます。

注意 ! 

Formula = "3D Linear."、 "Calculation of" = Y-Value の場合に表示されま

す。 

Formula editor （数式編集） 数式編集を有効にし ます。

Result is （計算結果の指定） Logic Operation

（論理演算）

Scalable Value

（スケーリング可能な値）
Counter （カ ウ ン タ） 

Operating Time

（運転時間）

計算結果を論理演算、 スケー リ ング可能な値、 カ ウ ン タ、 または運転

時間に指定する こ と ができ ます。 設定を変更する こ と によ って、 計測値

の表示が変わ り 、 チャ ンネル （カ スケード接続された演算チャ ンネル）

の使い勝手が良 く な り ます。

注意 ! 

Formula = "Formula Editor" の場合に表示されます。

Density Unit （密度の単位） ユーザ設定

g/cm3

g/cc

kg/m3

g/l

lb/gal

lb/ft3

°Brix

°Baumé
°API

°Twad

密度の表示単位を選択し ます （例 ： g/cm3、 lb/ft3）。

注意 ! 

°Brix、 °Baumé、 °API、 °Twad に関する単位と相互依存性については、

濃度計算に関するセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい。

Setup -> Basic Setup -> Region も参照し て く だ さい。

注意 ! 

Formula = "Density"、 "Reference Density"、 または "Medium Detection" 

の場合に表示されます。

Unit （単位） g/cm3 この メ ニュー項目に必要な単位を入力し ます。 

注意 ! 

Formula = "2D Linear."、 "3D Linear."、 または "Formula Editor" の場合に

表示されます。 

Format （フ ォーマ ッ ト ） 9

9.9

9.99

9.999

9.9999

9.99999

本機器のデ ィ スプレ イ上と 、 シ リ アルイ ン ターフ ェ イ スでの転送時に

おける、 表示形式 （小数点の位置） を指定し ます。

工場出荷設定 ： bold

Start Value （開始値） 0.3000 表示ユニ ッ ト 上のグ ラ フのスケー リ ングに使用し、 下限範囲を指定し ま

す （例 ： 0.5 g/cm3）。

End Value （終了値） 2.0000 表示ユニ ッ ト 上のグ ラ フのスケー リ ングに使用し、 上限範囲を指定し ま

す （例 ： 1.5 g/cm3）。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明
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Temperature of （温度の入力タ イプ） Def. Value
（デフォルト値）

入力

注意 ! 

Formula = "Density"、 "Reference Density"、 または "Medium Detection" 

の場合に表示されます。

Temp. Input （温度入力） 利用でき る入力チャ ンネ

ルまたは演算チャ ンネル

の リ ス ト 。

Temp. Default （温度デフ ォル ト 値）

注意 ! 

この表示は、"Temp. Input" で選択し たオプシ ョ ンに応じ て異な り ます。 

Pressure of （圧力の入力タ イプ） Def. Value
（デフォルト値）

入力

次に、 以下の入力情報を Density 1 モジ ュールに割 り 当て る必要があ り

ます。 

2 つの入力タ イプの う ちから、 すなわち実際の入力か、 デフ ォル ト 値か

を選択し ます。 デフ ォル ト 値は、 シ ミ ュ レーシ ョ ンに使用し ます。 温度

センサなどのプロセスセンサが使用でき ない場合に、 プロセス条件に

対応する値を表示する こ と ができ ます。 

Pressure Input （圧力入力） 利用でき る入力チャ ンネ

ルまたは演算チャ ンネル

の リ ス ト 。

Press. Default （圧力デフ ォル ト 値）

注意 ! 

この表示は、 "Pressure Input" で選択し たオプシ ョ ンに応じ て異な り ま

す。 

Frequ. of （周波数の入力タ イプ） Def. Value

（デフォルト値）
入力

Frequ. Input （周波数の入力） 利用でき る入力チャ ンネ

ルまたは演算チャ ンネル

の リ ス ト 。

周波数を計測する入力を指定し ます。

Frequ. Default

（周波数のデフ ォル ト 値） 注意 ! 

この表示は、 "Frequ. Input" で選択し たオプシ ョ ンに応じ て異な り ま

す。 

F0 Vacuum Frequ. （F0 真空周波数）

Correction F0 （補正 F0）

S-Factor （S 係数）

Correction r （補正 r）

C-Factor （C 係数）

D-Factor （D 係数）

A-Factor （A 係数）

Convers. Factor （変換係数）

センサ固有のパラ メ ータ 

注意 ! 

密度度計測用の リ キフ ァ ン ト  M を注文する と、 特殊センサの校正レ

ポー ト が同梱されています。 これには、 以下の音叉固有のパラ メ ータ

が含まれています。

• F0-Vacuum Frequency （F0 真空周波数） ： 真空 0 °C 時の音叉の振動

周波数 （Hz）

• S-Factor （S 係数） ： 20 °C における音叉部の密度感度 （cm3/g）

• C-Factor （C 係数） ： 音叉の 1 次温度係数 （Hz/°C）

• D-Factor （D 係数） ： 圧力係数 （1/bar）

• A-Factor （A 係数） ： 音叉の 2 次温度係数 （Hz/°C2）

補正係数

• Correction F0 （補正 F0） ： F0 真空周波数に対する補正値 （乗数） で

す。 こ の値は現場校正中に計算されますが、 手動で変更する こ と も で

き ます （た と えば、 1 に リ セ ッ ト する など）。 

• Correction r （補正 r） ： S Factor にこ の値を乗じ ます。 こ の値は設置

に応じ て決ま り ます （セ ク シ ョ ン 3 参照）。 

• Convers. Fact. ： この変換係数は、 密度計算値に対する乗数です。 

出荷時に、 S、 C、 D、 および A 係数は、 材質 ステンレ ス 316L 相当の

平均値に割 り 当て られています。 真空周波数は、 これらの補正係数が確

実に入力される よ う に、 0.00 に割 り 当て られています。 

注意 ! 

Formula = "Density"、 "Reference Density"、 または "Medium Detection" 

の場合に表示されます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明
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Hysteresis （ ヒ ステ リ シス） -99999 ～ 99999

(0.00 %)

セ ッ ト ポ イ ン ト のセ ッ ト / リ セ ッ ト の繰 り 返し を抑制する ための切替

し きい値を指定し ます。

注意 ! 

Formula = "Medium Detection" の場合に表示されます。

Store Data （データ保存） Yes

No
この機能を "Yes" で確定する と、 密度の計算値が本機器の メ モ リ に保

存されます。 密度情報のモニタ リ ングを有効にする必要があ り ます。 別

のステ ッ プで （Pulse Inputs （パルス入力） 参照）、 この値を保存するサ

イ クルも指定し て く ださ い。

Field Calibration（現場校正） Density Set Point

（密度セ ッ ト ポ イ ン ト ） 

Start Calibration

（校正開始）

表示情報を実際の密度値に適合、 またはユーザの要件に従って適合さ

せる ために使用し ます （オフセ ッ ト ）。 本機器に目標の密度値を入力し、

この手順を実行する こ と によ って、 真空周波数に乗じ る補正係数が決

定されます。 この補正が適当であ るか分か ら ない場合は、 Setup で 

"Correction F0" 係数を 1.0 に リ セ ッ ト する こ と もでき ます。

注意 ! 

Formula= "Density" の場合に表示されます。

Medium 1 （測定物 1） Curve （曲線） 

• Not Active （無効）

• Active（有効）

特性を有効 / 無効にし ます。 

Identifier （名称） 

Temperature 1 （温度 1）

Density Value 1

（密度値 1）

Temperature 2 （温度 2）

Density Value 2

（密度値 2）

Transmit by （出力先）

特性の名前を入力し ます。

第 1 の特性の温度 1。

第 1 の特性の密度値 1。

第 1 の特性の温度 2。

第 1 の特性の密度値 2。

測定物 1 が検出されている間は、 この出力は切 り 替わ り ます。

Medium 2 （測定物 2） Curve （曲線） 

• Not Active （無効）

• Active（有効）

特性を有効 / 無効にし ます。

Identifier （名称） 

Temperature 1 （温度 1）

Density Value 1

（密度値 1）

Temperature 2 （温度 2）

Density Value 2

（密度値 2）

Transmit by （出力先）

特性の名前を入力し ます。

第 2 の特性の温度 1。

第 2 の特性の密度値 1。

第 2 の特性の温度 2。

第 2 の特性の密度値 2。

測定物 2 が検出されている間は、 この出力は切 り 替わ り ます。

Medium 3 （測定物 3） Curve （曲線） 

• Not Active （無効）

• Active（有効）

特性を有効 / 無効にし ます。

Idendifier （名称） 

Temperature 1 （温度 1）

Density Value 1

（密度値 1）

Temperature 2 （温度 2）

Density Value 2

（密度値 2）

Transmit by （出力先）

特性の名前を入力し ます。

第 3 の特性の温度 1。

第 3 の特性の密度値 1。

第 3 の特性の温度 2。

第 3 の特性の密度値 2。

測定物 3 が検出されている間は、 この出力は切 り 替わ り ます。

Medium 4 （測定物 4） Curve （曲線） 

• Not Active （無効）

• Active（有効）

特性を有効 / 無効にし ます。

Identifier （名称） 

Temperature 1 （温度 1）

Density Value 1

（密度値 1）

Temperature 2 （温度 2）

Density Value 2

（密度値 2）

Transmit by （出力先）

特性の名称を入力し ます。

第 4 の特性の温度 1。

第 4 の特性の密度値 1。

第 4 の特性の温度 2。

第 4 の特性の密度値 2。

測定物 4 が検出されている間は、 この出力は切 り 替わ り ます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明
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Setup （セ ッ ト ア ッ プ） → Mathematics （数式処理）

!

注意 ! 

付属の "ReadWin® 2000" ソ フ ト ウ ェアを使用する と、 2D または 3D の特性を簡単に処理する こ
と ができ ます。 

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Maths 1 ～ 15（数式 1 ～ 15）

Ref. Density Curves

（基準密度曲線）

Number of Lin. Pnts

（ リ ニア ラ イゼーシ ョ ンの

ポ イ ン ト 数） 

曲線がベース と するポ イ ン ト の数を指定し ます。 

注意 ! 

Formula = "Reference Density" の場合に表示されます。

Ref. Temp. T0

（基準温度 T0） 

基準密度特性のための基準温度を指定し ます。 

Modify Table

（テーブルの修正）

テーブルを編集し ます。

Edit table（テーブルの編集）

Line Function （直線関数） Temperature

（プロセス温度）

温度値の列を入力し ます。

Density （密度） 密度値の列を入力し ます。 

Integration （積算） Off
s （秒） 

min （分）

h （時間）

d （日）

積算のための入力信号の評価に使用し ます。 選択し た値に従って、 積

算値が計算されます。 た と えば、 入力を毎分ご と に評価する場合、 そ

れに応じ て計測された入力信号がスケー リ ング、 積算されます。

注意 ! 

Formula = "2D Linear."、 "3D Linear."、 または "Formula Editor" の場合に

表示されます。 

Factor （係数） 入力値に乗じ る値を指定し ます。 

Unit （単位） 計算値表示の単位を指定し ます。

Format （フ ォーマ ッ ト ） 計算値表示の小数以下の桁数を指定し ます。 

Curr. Counter Value

（現在のカ ウ ン タ値）

• -999999.9 ～ 999999.99

• (0.0)

カ ウ ン タ指示値が表示されます。 この値は変化し ます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Characteristic 1 ～ 5（特性 1 ～ 5）

Identifier （名称） 特性の名前 （ 大 12 文字） を指定し ます。

Linearization （ リ ニア ラ イゼーシ ョ ン） 2D Linear.（2D リニアラ

イゼーション）

3D Linear. （3D リ ニア ラ

イゼーシ ョ ン）

特性を、 2 次 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンにするか、 3 次 リ ニア ラ イゼーシ ョ

ンにするか指定し ます。

No. Points X （X のポ イ ン ト の数） 2 特性の表示に必要なポ イ ン ト の数 （X 値） を指定し ます。 

No. Points Y （Y のポ イ ン ト の数） 2 特性の表示に必要なポ イ ン ト の数 （Y 値） を指定し ます。

注意 ! 

Formula = "3D Linear" の場合に表示されます。 
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Setup （セ ッ ト ア ッ プ） → Outputs （出力）

Analog outputs （アナログ出力）

出力は、 アナロ グ出力と パルス出力の両方に使用でき る こ と に留意し て く ださい。 設定ご と に、
必要な信号タ イプを選択する こ と ができ ます。 バージ ョ ン （拡張カード） に応じ て、 2 ～ 8 個の
出力を使用する こ と ができ ます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Analog Outp. 1 ～ 8（アナログ出力 1 ～ 8）

Identifier （名称） Analog Outp. 1 ～ 8

（アナロ グ出力 1 ～ 8）

情報を分か り やす く する ために、 名前を、 選択し たアナロ グ出力に割 り 当

てる こ と ができ ます （ 大 12 文字）。

Terminals （端子） None（無し）

利用でき る アナロ グ出力

端子の リ ス ト  

アナロ グ信号を出力する端子を定義し ます。

Sig. Source （信号源） 選択肢：
アナロ グ信号 （入力、 計

算値） と し て出力でき る

値の リ ス ト

アナロ グ出力と し て出力する計算変数または計測パラ メ ータ を指定し ます。 

信号源の数は、 設定し た用途と 入力の数によ って決ま り ます。

Current Range （電流範囲） 4 ～ 20 mA

0 ～ 20 mA

アナロ グ出力の動作モード を指定し ます。

Start Value （開始値） -999999 ～ 999999 アナロ グ出力の 小出力値を指定し ます。

注意 ! 

"Signal Source" を選択し た場合に表示されます。 

End Value （終了値） -999999 ～ 999999 アナロ グ出力の 大出力値を指定し ます。

注意 ! 

"Signal Source" を選択し た場合に表示されます。 

Time Constant （時定数） 0 ～ 99 秒

(0 秒 )

入力信号用の 1 次ローパス フ ィ ルタの時定数を指定し ます。 これは、 出力

信号の大き な変動を防止する ために使用し ます （信号タ イプ 0/4 ～ 20 mA 

の場合のみ選択可）。

注意 ! 

"Signal Source" を選択し た場合に表示されます。 

Simulation （シ ミ ュ レーシ ョ ン） Off
0

3.6

4.0

10.0

12.0

20.0

21.0

電流出力の機能がシ ミ ュ レーシ ョ ン されます。 設定が "off" 以外の場合にシ

ミ ュ レーシ ョ ンが作動し ます。 シ ミ ュ レーシ ョ ンは、 この項目を終了する

と 停止し ます。

注意 ! 

"Signal Source" を選択し た場合に表示されます。 

Alarm response（アラーム応答）
注意 ! 

Basic Setup -> Alarm Response で "User-defined" を選択し た場合に表示され

ます。 

Failure Behavior

（エラー時の動作）

Last Value（最後の値）

Constant （一定）

計測センサが故障などのエラーの場合におけ る、 出力の動作を定義し ます。

Fault Value （エラー時の値） -999999 ～ 999999

(3.6 mA)

エラーの場合にアナロ グ出力で出力する固定電流値を指定し ます。

注意 ! 

エラー応答設定 → "Constant" の場合のみ選択可。
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Pulse outputs （パルス出力）

パルス出力機能を、 ア ク テ ィ ブ出力、 パッ シブ出力、 または リ レーを使用し て設定する こ と が
でき ます。 バージ ョ ンに応じ て、 2 ～ 8 個のパルス出力を使用する こ と ができ ます。

Range violation（レンジ異常）

Alarm Type

（ア ラーム タ イプ）

Fault（エラー）

Notice （通知）

エラー （エラー メ ッ セージ、 カ ウ ン タ停止、 背景色変更 （赤色）、 テキス ト

メ ッ セージ） か、 通知 （こ こ で、 要求に従って本機器の応答を決定する こ

と ができ ます） かの設定に応じ て、 本機器はこ の出力のエラー動作に応答

し ます。

Color Change

（背景色の変更）

Yes
No

背景色を青から赤に変更し てア ラームを通知するかど う か選択し ます。

Fault Text

（エラーテキス ト ）

Do Not Display（表示無し）
Display+Confirm

（表示＋確認）

SMS

Disp.+Ackn.+SMS

（表示＋確認＋ SMS）

エラーの場合に、 ア ラームを表示し てエラーを説明し、 そのエラーをボタ

ンを押すこ と によ って非表示にする （確認する） かど う か、 SMS を リ モー

ト ア ラーム受信機へ送信するかど う か選択し ます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Pulse 1 ～ 8（パルス 1 ～ 8）

Identifier （名称） Pulse 1 ～ 8

（パルス 1 ～ 8）

情報を分か り やす く するために、 名前を、 選択し たパルス出力に割 り 当てる こ と が

でき ます （ 大 12 文字）。

Signal （信号） 選択肢：
Relay （ リ レー）

DO Active

（DO ア ク テ ィ ブ）

DO Passive

（DO パッ シブ）

パルス出力を割 り 当てます。

Relay：パルスが リ レーに出力されます。 （周波数は 大 5Hz）

DO Active：ア ク テ ィ ブ電圧パルスが出力されます。 電源は、 本機器から供給され

ます。

DO Passive：この動作モード では、 パッ シブなオープン コ レ ク タが使用でき ます。 

電源は、 外部から供給する必要があ り ます。

注意 ! 

"DO passive" は、 拡張カード を使用の場合のみ選択可。

Terminals （端子） None（無し）
利用でき るパルス出力端

子の リ ス ト  

パルス を出力する端子を定義し ます。

Sig. Source （信号源） 選択肢：
出力でき る信号の リ ス ト

パルス出力と し て出力する変数を指定し ます。
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機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Pulse 1 ～ 8（パルス 1 ～ 8）

Pulse（パルス）

注意 ! 

適当な入力 （出力積分付きのアナロ グ入力など） が定義されている場合に表示され

ます。 

-type （タ イプ） Negative （負）

Positive（正）

注意 ! 

パルスの単位は、 選択し た信号源に応じ て決ま り ます。

-value （値） 0.001 ～ 10000.0

(1.0)

パルスに対応する値を設定し ます （単位 / パルス）。

注意 ! 

大出力周波数は 12.5 Hz です。 適切なパルス値は以下のよ う にし て決定する こ と

ができ ます。

-width （幅） ユーザ設定

Dynamic （ダイナミック）
（最大 120 ms）

パルス出力の 大出力周波数を制限するパルス幅を指定し ます。

-value （値） 0.04 ～ 1000.00 秒 外部積算計を適合させるパルス幅を設定し ます。 大許容パルス幅は以下のよ う に

計算する こ と ができ ます。

注意 ! 

この機能は、 -width に対し て "User-def." を選択し た場合に表示されます。

Simulation

（シ ミ ュ レーシ ョ ン）

Off

0.1 Hz

1.0 Hz

5.0 Hz

10.0 Hz 

50.0 Hz

100.0 Hz

200.0 Hz

500.0 Hz

1 kHz

2 kHz

パルス出力の機能がこの設定でシ ミ ュ レーシ ョ ン されます。 設定が ＝ "off" 以外の

場合にシ ミ ュ レーシ ョ ンが作動し ます。 シ ミ ュ レーシ ョ ンは、 こ の項目を終了する

と 停止し ます。

P

2 x 
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Digital outputs （デジ タル出力）

デジ タル出力機能を、 ア ク テ ィ ブ出力、 パッ シブ出力、 または リ レーを使用し て設定する こ と
ができ ます。 バージ ョ ンに応じ て、 2 ～ 6 個のデジ タル出力を使用する こ と ができ ます。

Relay （リ レー）

バージ ョ ンに応じ て、 1 ～ 19 個の リ レーを リ ミ ッ ト 値機能または調整機能に使用する こ と がで
き ます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Dig.Out 1 ～ 6（デジタル出力 1 ～ 6）

Identifier （名称） Dig.Out 1 ～ 6

（デジ タル出力 1 ～ 6）

情報を分か り やす く するために、 名前を、 選択し たアナロ グ出力に割 り 当て る こ と

ができ ます （ 大 12 文字）。

Type （タ イプ） Active（アクティブ）
Passive （パッ シブ）

レベルは、 正 = "Active" または負 = "Passive" です。

Active Level

（作動レベル）

Active Low （ローで作動）

Active High（ハイで作動）

デジ タル出力の動作モード を指定し ます。 

Terminals （端子） None（無し）

利用でき るデジ タル出力

端子の リ ス ト  

パルス を出力する端子を定義し ます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Relay 1 ～ 19（リレー 1 ～ 19）

Identifier （名称） Relay 1 ～ 19

（ リ レー 1 ～ 19）

情報を分か り やす く するために、 名前を、 選択し た リ レーに割 り 当て る こ と ができ

ます （ 大 12 文字）。

Op. Mode （動作モード） Norm. Closed

（ノ ーマルク ローズ）

Norm. Open

（ノーマルオープン）

ノ ーマルク ローズまたは ノーマルオープン と し て動作する リ レーです。

注意 ! 

端子を選択し た場合にのみ表示されます。

Terminals （端子） None（無し）

利用でき る リ レー端子の

リ ス ト  

選択し たセ ッ ト ポ イ ン ト の端子を定義し ます。
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Setup （セ ッ ト ア ッ プ） → Limit values （リ ミ ッ ト 値）

バージ ョ ンに応じ て、 1 ～ 30 個の リ ミ ッ ト 値を リ ミ ッ ト 値機能または調整機能に使用する こ と
ができ ます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Limit value 1 ～ 30（リミット値 1 ～ 30）

Identifier （名称） Limit value 1 ～ 30

（ リ ミ ッ ト 値 1 ～ 30）

情報を分か り やす く するために、 名前を、 選択し た リ ミ ッ ト 値に割 り 当てる こ と が

でき ます （ 大 12 文字）。

Transmit by （出力先） 選択肢：

設定でき る リ レーと

デジ タル出力の リ ス ト

デ ィ スプレ イ

リ ミ ッ ト 機能の出力先を指定し ます。

Type （タ イプ） Min+Alarm
（最小 + アラーム）

Max+Alarm

（ 大 + ア ラーム）

Grad.+Alarm

（勾配 + ア ラーム）

Alarm （ア ラーム）

Min （ 小）

Max （ 大）

Gradient （勾配）

Unit Failure （機器故障）

セ ッ ト ポ イ ン ト を作動させる イベン ト を定義し ます。

• Min+Alarm （ 小 + ア ラーム）

小値保護タ イプです。 NAMUR NE 43 に準拠し た、 信号源の同時監視で、 リ

ミ ッ ト 値がアンダーシュー ト し た時にイベン ト 報告 （または、 自由に選択可な リ

ミ ッ ト ） を行います。

• Max+Alarm （ 大 + ア ラーム）

大値保護タ イプです。 NAMUR NE 43 に準拠し た、 信号源の同時監視付で、 リ

ミ ッ ト 値がオーバーシュー ト し た時にイベン ト 報告 （または、 自由に選択可な リ

ミ ッ ト ） を行います。

• Grad.+Alarm （勾配 + ア ラーム）

勾配解析タ イプです。 NAMUR NE 43 に準拠し た、 信号源の同時監視で、 信号源

の単位時間当た り の設定信号変化がオーバーシュー ト し た場合にイベン ト 報告を

行います。

• Alarm （ア ラーム）

NAMUR NE 43 に準拠し た、 信号源の監視 （または、 自由に選択可な リ ミ ッ ト ）

を行います。 リ ミ ッ ト 機能はあ り ません。

• Min （ 小）

NAMUR NE 43 を考慮し ない、 リ ミ ッ ト 値アンダーシュー ト 時のイベン ト 報告を

行います。

• Max （ 大）

NAMUR NE 43 を考慮し ない、 リ ミ ッ ト 値オーバーシュー ト 時のイベン ト 報告を

行います。

• Gradient （勾配）

勾配解析タ イプです。 NAMUR NE 43 を考慮し ない、 信号源の単位時間当た り の

設定信号変化がオーバーシ ュー ト し た場合にイベン ト 報告を行います。

• Unit Failure （機器故障）

機器に問題があ る場合に、 リ レー （出力） が切 り 替わ り ます （エラー メ ッ セー

ジ）。

Sig. Source （信号源） 選択肢：

モニ タでき る値の リ ス ト

選択し たセ ッ ト ポ イ ン ト に対する信号源を指定し ます。

注意 ! 

信号源の数は、 設定し た用途と入力の数によ って決ま り ます。

Unit （単位） ユーザ設定 信号に応じ て単位が示唆され、 その単位を編集する こ と ができ ます。 

Swit. Point （切替点） -99999 ～ 99999

(0.00)

アナロ グ出力の 小出力値を指定し ます。

注意 ! 

Type で "Min+Alarm"、 "Max+Alarm"、 "Min"、 または "Max" を選択し た場合に表示

されます。

Hysteresis

（ ヒ ステ リ シス）

-99999 ～ 99999

(0.00)

セ ッ ト ポ イ ン ト のセ ッ ト / リ セ ッ ト の繰 り 返し を抑制する ための切替し きい値を指

定し ます。

注意 ! 

Type で "Min+Alarm"、 "Max+Alarm"、 "Min"、 または "Max" を選択し た場合に表示

されます。

Time Delay （遅延時間） 0 ～ 99 秒

(0 秒 )

応答が行われる までの期間を指定し ます。

注意 ! 

Type で "Min+Alarm"、 "Max+Alarm"、 "Min"、 または "Max" を選択し た場合に表示

されます。

Gradient （勾配）
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Delta x （デルタ x） -19999 ～ 99999

(0.00)

勾配解析 （勾配機能） のための信号変化の値を指定し ます。

注意 ! 

Type で "Grad.+Alarm" または "Gradient" を選択し た場合に表示されます。

Delta -t （デルタ t） 0 ～ 60 秒

(0 秒 )

勾配解析の信号変化のための時間間隔を指定し ます。

注意 ! 

Type で "Grad.+Alarm" または "Gradient" を選択し た場合に表示されます。

Reset Value （ リ セ ッ ト 値） -19999 ～ 99999

(0.00)

勾配解析のための切替し きい値を指定し ます。

注意 ! 

Type で "Grad.+Alarm" または "Gradient" を選択し た場合に表示されます。

Event Text （イベン ト テキス ト ） 

Setp. Off→On

（信号立ち上が り ）

リ ミ ッ ト 値 （セ ッ ト ポ イ ン ト ） をオーバーシ ュー ト し た場合の メ ッ セージを書き込

むこ と ができ ます。 この設定に従って、 イベン ト バッ フ ァ と デ ィ スプレ イにこ の

メ ッ セージが表示されます （＝ "Lim. display" 参照）。

注意 ! 

"Unit Failure" を選択し た場合は表示されません。

Setp. On→Off

（信号立ち下が り ）

リ ミ ッ ト 値 （セ ッ ト ポ イ ン ト ） をアンダーシ ュー ト し た場合の メ ッ セージを書き込

むこ と ができ ます。 この設定に従って、 イベン ト バッ フ ァ と デ ィ スプレ イにこ の

メ ッ セージが表示されます （＝ "Lim. display" 参照）。

注意 ! 

"Unit Failure" を選択し た場合は表示されません。

Message Text

（ メ ッ セージテキス ト ）

Do Not Display（表示無し）
Disp.+Confirm

（表示＋確認）

SMS

Disp.+Ackn.+SMS

（表示＋確認＋ SMS）

リ ミ ッ ト 値を報告する方法を定義し ます。

Do Not Display： リ ミ ッ ト 値のオーバーシュー ト またはアンダーシ ュー ト が、 イベン

ト バッ フ ァ に記録されます。

Disp.+Ackn.：イベン ト バッ フ ァへの入力 と、 デ ィ スプレ イ表示が行われます。 メ ッ

セージは、 キーで確認する まで消えません。

注意 ! 

"Unit Failure" を選択し た場合は表示されません。

Telealarm

（ リ モー ト ア ラーム）

Deactivated（無効）

With Priority

（優先度あ り ）

注意 ! 

"Unit Failure" を選択し た場合は表示されません。

SMS Receiver

（SMS 受信機）

All（すべて）

Receiver 1 （受信機 1）

Receiver 2 （受信機 2）

Receiver 3 （受信機 3）

注意 ! 

"Unit Failure" を選択し た場合は表示されません。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明



Commissioning （試運転）

76 エン ド レスハウザー ジ ャパン

Setup （セ ッ ト ア ッ プ） → Display （デ ィ スプレ イ）

本機器のデ ィ スプレ イは自由に設定する こ と ができ ます。 大 10 グループ （1 ～ 8 個の自由に
定義可能なプロセス値を備え る） を、 個別または交互に表示する こ と ができ ます。

BA335Fen410

図 34 ： 3 つの値の表示

数値を表示する場合、 1 グループに 大 8 個の値を、 名称 と単位を付けて表示する こ と ができ ま
す。

!

注意 ! 

Setup の "Display" で表示機能を設定し ます。 次に、 "Navigator" で、 デ ィ スプレ イに表示させる
グループを選択し ます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Groups（グループ）

Group 1 ～ 10（グループ 1 ～ 10） プロセス値を組み合わせて、 デ ィ スプレ イに表示する グループを作成し ます。

Identifier （名称） フ リ ーテキス ト 情報を分か り やす く する ために、 名前をグループに割 り 当て る こ と ができ ます

（ 大 12 文字）。

Display （デ ィ スプレ イ） Value （値）

Horizontal Bargraph

（水平バーグ ラ フ） 1)

Vertical Bargraph

（垂直バーグ ラ フ） 1)

Line graph （線グ ラ フ） 2)

注意 ! 
1) 表示マス ク に "1 value" または "2 values" を選択し た場合に使用可能です。
2) 表示マス ク に "1 value" を選択し た場合に使用可能です。

Display Mask

（表示マス ク）

選択肢：
1 Value （値 1 個）

8 Values （値 2 個）

...

8 Values （値 8 個）

1 グループ と し て、 1 つのウ ィ ン ド ウに順々に表示するプロセス値の数を設定

し ます。 値の表示方法は、 選択し た値の数によ って決ま り ます。 1 グループの値

数が多いほど、 表示が小さ く な り ます。

Signal Type 1

（信号タ イプ 1）

All（すべて）
Analog Input

（アナロ グ入力）

Pulse Input （パルス入力）

Digital Input

（デジ タル入力）

Mathematics Channels

（演算チャ ンネル）

Relay （ リ レー）

Miscellaneous （その他）

表示値を、 6 つのカテゴ リ （タ イプ） か ら選択する こ と ができ ます。

Value Type 1

（値タ イプ 1）

All（すべて）
Measured Values （計測値）

Statuses （ステータ ス）

Counter （カ ウ ン タ）

Totalizer （積算計）

Miscellaneous （その他）

計測値表示出力の選択基準を指定し ます。 表示値を、 5 つのカテゴ リ （タ イプ）

から選択する こ と ができ ます。

Value 1 ～ 8 （値 1 ～ 8） 選択肢：

利用でき るすべてのプロ

セス値の リ ス ト

表示させるプロセス値を選択し ます。

注意 ! 

こ の リ ス ト の範囲は、 定義し たプロセス値に応じ て決ま り ます。 
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Setup （セ ッ ト ア ッ プ） → Signal Analysis （信号解析）

Alternating Display（交互表示） 各グループのデ ィ スプレ イ上の交互表示。

Swit. Time （切替時間） 0 ～ 99

0 秒

次のグループを表示する までの秒数を指定し ます。

Group 1 ～ 10

（グループ 1 ～ 10）

Yes

No

交互に表示する グループを選択し ます。

交互表示は、 "Navigator" / "Display" で有効にし ます （セ ク シ ョ ン 6.3.1 参照）。

Display（ディスプレイ）

No. of Sums （合計数） Counter Mode
（カウンタモード）

Exponential （指数）

合計表示。

Counter Mode （カ ウ ン タモード） ： 大 10 箇所の合計を表示し ます （オーバー

フ ローする まで）。

Exponential （指数） ： 大き な値には、 指数関数表示を使用し ます。

Contrast（コントラスト）

Main Device （主要機器） 0 ～ 99

46
デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト を設定し ます。 この設定は、 直ちに作用し ます。 

コ ン ト ラ ス ト 値は、 セ ッ ト ア ッ プを終了する まで保存されません。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Interm. Anal. （中間解析） No

1 min

2 min

3 min

4 min

5 min
10 min

15 min

30 min

1 h

2 h

3 h

4 h

6 h

8 h

12 h

保存が "Yes" に設定されているチャ ンネルの、 小値、 大値、 平均値を、 こ

こ で指定し た時間間隔で判定し ます （機器全体に適用）。

Day （日） Yes

No

保存が "Yes" に設定されているチャ ンネルの、 小値、 大値、 平均値を、 1 

日に 1 回判定し ます （機器全体に適用）。

Month （月） Yes

No

保存が "Yes" に設定されているチャ ンネルの、 小値、 大値、 平均値を、

1 ヶ月に 1 回判定し ます （機器全体に適用）。

Year （年） Yes

No
保存が "Yes" に設定されているチャ ンネルの、 小値、 大値、 平均値を、 1 

年に 1 回判定し ます （機器全体に適用）。

Synch. Time （同期時間） 00:00 解析間隔の開始を定義し ます。 この同期時間は解析に使用し ます。 

注意 ! 

"Intermediate Analysis"、 "Day"、 "Month"、 または "Year" が有効の場合に使用す

る こ と ができ ます。

Reset （ リ セ ッ ト ） No
Intermediate Analysis

（中間解析）

Daily Counter

（日毎のカ ウ ン タ値）

Monthly Counter

（月毎のカ ウ ン タ値）

Yearly Counter

（年毎のカ ウ ン タ値）

All Counters

（すべてのカ ウ ン タ値）

注意 ! 

"Intermediate Analysis"、 "Day"、 "Month"、 または "Year" が有効の場合に使用す

る こ と ができ ます。

Memory Info （ メ モ リ 情報） 本機器で使用可能な メ モ リ の残量を判定し ます （時間の単位で表示）。
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Setup （セ ッ ト ア ッ プ） → Communication （通信）

RS232 イ ン ターフ ェ イ ス （前面） と RS485 イ ン ターフ ェ イ ス （端子 101/102） を標準で選択する
こ と ができ ます。 さ らに、 PROFIBUS DP プロ ト コルによ って、 すべてのプロセス値を読み出す
こ と ができ ます。

!

注意 ! 

本機器の PROFIBUS システムへの統合の詳細については、 ア ク セサ リ の取扱説明書 （セ ク シ ョ
ン 9 「Accessories （ア ク セサ リ ）」 を参照） ： PROFIBUS インターフェイスモジュール HMS AnyBus 
コミュニケータ（PROFIBUS 用）を参照してください。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Unit Addr.（機器アドレス） 0 ～ 99

1
機器ア ド レ ス を指定し ます （イ ン ターフ ェ イ スによ る通信用）。

RS485 (1)

Baudrate （ボーレー ト ） 9600, 19200, 38400

57600

RS485 イ ン ターフ ェ イ スのボーレー ト を指定し ます。

RS232

Baudrate （ボーレー ト ） 9600, 19200, 38400

57600

RS232 イ ン ターフ ェ イ スのボーレー ト を指定し ます。

PROFIBUS-DP

Number （個数） 0 ～ 48

0

PROFIBUS-DP プロ ト コルで読み出す値の数を指定し ます （ 大 48 個の値）。

Adr. 0..0.4 （ア ド レ ス 0..0.4） e.g. density x

（例 ： 密度 x）

読み出す値を こ のア ド レ スに割 り 当てます。

注意 ! 

"Number" > 0 の場合に表示されます。

Adr. 5..0.9 （ア ド レ ス 5..0.9）

...

Adr. 235...239

（ア ド レ ス 235...239）

e.g. temp. diff. x

（例 ： 温度差 x）

1 つの機器ア ド レ スで、 48 個の値を読み出すこ と ができ ます。

値のア ド レ スは、 バイ ト 単位 （0...4、 ... 235...239） で番号順に並んでいます。

注意 ! 

"Number" > 1 の場合に表示されます。

RS485 (2)

Baudrate （ボーレー ト ） 9600

19200

38400

57600

2 番目の RS485 イ ン ターフ ェ イ スのボーレー ト を指定し ます。

Ethernet（イーサネット）

MAC xx-xx-xx-xx-xx-xx 一意の MAC ア ド レ ス を設定し ます （HW ア ド レ ス、 工場設定済み）。

IP e.g. （例） ： 192.168.100.5 IP ア ド レ ス を指定し ます。 IP ア ド レ スは、 ネ ッ ト ワーク管理者によ って指定さ

れます。

Subnet mask

（サブネ ッ ト マス ク）

255.255.255.0 サブネ ッ ト マス ク を入力し ます （システム管理者にお問い合わせ く だ さい）。 別

の部分ネ ッ ト ワークへの接続を本機器で確立させる場合は、 サブネ ッ ト マス ク

を入力する必要があ り ます。 本機器を特定する、 部分ネ ッ ト ワークのサブネ ッ

ト マス ク を指定し ます （例 ： 255.255.255.000）。 ネ ッ ト ワーク の ク ラ スは、 IP ア

ド レ スで決ま る こ と に留意し て く だ さい。 し たがって、 サブネ ッ ト マス クはデ

フ ォル ト のものにな り ます （例 ： ク ラ ス B のネ ッ ト ワーク の場合、

255.255.000.000）。

Gateway （ゲー ト ウ ェ イ） 000.000.000.000 ゲー ト ウ ェ イ を入力し ます （システム管理者にお問い合わせ く ださい）。 他の

ネ ッ ト ワークへの接続を確立する場合は、 ゲー ト ウ ェ イのア ド レ ス を入力し ま

す。

注意 ! 

システムパラ メ ータに対する変更は、 SETUP メ ニューを終了し、 その設定が採

用されてから有効にな り ます。 その後、 本機器は新しい設定で動作し ます。
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Setup （セ ッ ト ア ッ プ） → Service （サービス）

Service メ ニュー ： Setup（all parameters） → Service

!

注意 ! 

Service メ ニューのパラ メ ータ設定は、 弊社のサービ スマンのみが行 う こ と ができ ます。 

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

Preset （プ リ セ ッ ト ） Yes

No

本機器を工場出荷状態に リ セ ッ ト し ます。 

Counter Stop （カ ウ ン タ停止） Yes

No
カ ウ ン タ （すべて） を停止するかど う か指定し ます。 Yes/No

Reset Op. Time

（運転時間の リ セ ッ ト ）

Yes

No
リ セ ッ ト 端子を定義し て、 Reset Op. Time 操作項目を "Yes" に設定し た場

合は、 リ セ ッ ト 端子のラ ンプ波がローからハイに変化し た と きに、 すべて

の運転時間カ ウ ン タ も リ セ ッ ト されます。 これは、 ラ ンプ波が変化する と

きは常に適用されます。 Reset Op. Time を "No" に設定し た場合は、 ラ ンプ

波が変化し て も、 運転時間カ ウ ン タの値はそのま まです。

Reset Term. （ リ セ ッ ト 端子） None
利用でき るデジ タル入力

の リ ス ト

Reset Term. ； カ ウ ン タ をデジ タル信号で リ セ ッ ト する こ と ができ ます。 そ

のために、 使用するデジ タル入力を選択し ます。

Counter（カウンタ）

Analog Input（アナログ入力）

Analog Input 1 ～ 10（アナログ入力 1 ～ 10）
注意 ! 

実際に設定し たアナロ グ入力のみが表示されます。 

Sum x （積算 x） -999999.9 ～ 999999.9 "Integration = Yes" 操作項目を使用する と、 チャ ンネル毎に、 電流値を積算

するかど う か決定する こ と ができ ます。 これで、 電流値の積算値をサービ

ス レベルのオーバービ ューに表示する こ と ができ ます。 その場合、 リ セ ッ

ト 可能なカ ウ ン タ （自動車の走行距離カ ウ ン タに類似し た も の） が表示さ

れます。

Totalizer x （積算計 x） -999999.9 ～ 999999.9 "Integration = Yes" 操作項目を使用する と、 チャ ンネル毎に、 電流値を積算

するかど う か決定する こ と ができ ます。 これで、 電流値の積算値をサービ

ス レベルのオーバービ ューに表示する こ と ができ ます。

この合計値は、 自動車の走行距離計に相当し ます。

Pulse Input（パルス入力）

Pulse Input 1 ～ 10（パルス入力 1 ～ 10）
注意 ! 

実際に設定し たパルス入力のみが表示されます。 

Sum x （積算 x） -999999.9 ～ 999999.9 "Integration = Yes" 操作項目を使用する と、 チャ ンネル毎に、 電流値を積算

するかど う か決定する こ と ができ ます。 これで、 電流値の積算値をサービ

ス レベルのオーバービ ューに表示する こ と ができ ます。 その場合、 リ セ ッ

ト 可能なカ ウ ン タ （自動車の走行距離カ ウ ン タに類似し た も の） が表示さ

れます。

Totalizer x （積算計 x） -999999.9 ～ 999999.9 "Integration = Yes" 操作項目を使用する と、 チャ ンネル毎に、 電流値を積算

するかど う か決定する こ と ができ ます。 これで、 電流値の積算値をサービ

ス レベルのオーバービ ューに表示する こ と ができ ます。

この合計値は、 自動車の走行距離計に相当し ます。

Digital Input（デジタル入力）

Digital Input 1 ～ 18（デジタル入力 1 ～ 18）

注意 ! 

実際に設定し たデジ タル入力のみが表示されます。 

Sum x （積算 x） -999999.9 ～ 999999.9 "Integration = Yes" 操作項目を使用する と、 チャ ンネル毎に、 電流値を積算

するかど う か決定する こ と ができ ます。 これで、 電流値の積算値をサービ

ス レベルのオーバービ ューに表示する こ と ができ ます。 その場合、 リ セ ッ

ト 可能なカ ウ ン タ （自動車の走行距離カ ウ ン タに類似し た も の） が表示さ

れます。
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6.5 User-specific applications （ユーザー別の適用例）

6.5.1 Application examples （適用例）

Display （デ ィ スプレ イ）

Setup -> Display メ ニューで、デ ィ スプレ イに表示する値グループを作成する こ と ができ ます。 
大 10 グループを定義する こ と ができ ます。 "Alternating Display" 機能を使用する と、 特定の間隔
で表示する グループを定義する こ と ができ ます。

エラーが発生する と、 背景が青色から赤色に変化し ます。 エラーを消去する方法については、 セ
ク シ ョ ン 5.3 「Error messages display （エラー メ ッ セージの表示）」 を参照し て く ださい。

BA335Fen319

図 35 ： さ まざまな表示グループの自動変更 （交互表示）

1 つの値を表示する場合、 以下の表示方法があ り ます。

• Value （値）
• Horizontal Bargraph （水平バーグ ラ フ）
• Vertical Bargraph （垂直バーグ ラ フ）
• Line graph （線グ ラ フ）

Totalizer x （積算計 x） -999999.9 ～ 999999.9 "Integration = Yes" 操作項目を使用する と、 チャ ンネル毎に、 電流値を積算

するかど う か決定する こ と ができ ます。 これで、 電流値の積算値をサービ

ス レベルのオーバービ ューに表示する こ と ができ ます。

この合計値は、 自動車の走行距離計に相当し ます。

Mathematics Channels（演算チャンネル）

Mathematics Channel 1 ～ 15（演算チャンネル 1 ～ 15）

注意 ! 

実際に設定し た演算チャ ンネルのみが表示されます。 

Sum x （積算 x） -999999.9 ～ 999999.9 "Integration = Yes" 操作項目を使用する と、 チャ ンネル毎に、 電流値を積算

するかど う か決定する こ と ができ ます。 これで、 電流値の積算値をサービ

ス レベルのオーバービ ューに表示する こ と ができ ます。 その場合、 リ セ ッ

ト 可能なカ ウ ン タ （自動車の走行距離カ ウ ン タに類似し た もの） が表示さ

れます。

Totalizer x （積算計 x） -999999.9 ～ 999999.9 "Integration = Yes" 操作項目を使用する と、 チャ ンネル毎に、 電流値を積算

するかど う か決定する こ と ができ ます。 これで、 電流値の積算値をサービ

ス レベルのオーバービ ューに表示する こ と ができ ます。

この合計値は、 自動車の走行距離計に相当し ます。

機能（メニュー項目） パラメータセット 説明

2 s
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2 つの値を表示する場合、 以下の う ちから選択する こ と ができ ます。

• Value （値）
• Horizontal Bargraph （水平バーグ ラ フ）
• Vertical Bargraph （垂直バーグ ラ フ）

3 つ以上の値を表示する場合、 値のみが表示されます （およびステータ ス。 た と えば断線など）。

情報を分か り やす く するために、 Navigator → Setup → Display → Groups → Group X で表示を設
定し ます （値ご と に 3 ステ ッ プ）。

1. 信号タ イプの選択

2. 値タ イプの選択

3. 次に、 上記で行った事前選択に基づいて、 実際の値を選択する こ と ができ ます。

!

注意 ! 

情報を分か り やす く するために、 グループに名称を付ける こ と ができ ます。 その結果、 た と え
ば "Tank East" や "Density Input" などで、 表示値に割 り 付け られている計測ポイ ン ト を識別する
こ と ができ ます。

大 10 個の表示グループをセ ッ ト ア ッ プする こ と ができ ます。 各グループは 大 8 個の値を含
みます。 つま り 、 1 つの表示サイ クル （すなわち交互表示） に、 大 80 個の計測値を割 り 当てる
こ と ができ ます。

さ まざまな計測値表示方法と その設定

Navigator → Setup → Display → Groups → Group X
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BA335Fen320

図 36 ： 計測値の表示
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BA335Fen321

図 37 ： 計測値の線グラ フ表示

BA335Fen322

図 38 ： 値 + 水平バーグラ フ表示
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BA335Fen323

図 39 ： 値 + 垂直バーグラ フ表示

BA335Fen324

図 40 ： 値の表示のみ

BA335Fen325

図 41 ： 計測値 3 つ表示、 値表示のみ
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Inputs （入力）

BA335Fen326

図 42 ： 入力の設定 ： 概要

アナログ入力の設定

• Identifier （名称） ： アナロ グ入力に名前を指定し ます。
• Signal （信号） ： センサを接続する端子の信号タ イプを選択し ます。
• Terminal （端子） ： A10(+) を選択し、 伝送器を端子 A10(-)/A82(+) に接続し ます。
• Curve （曲線） ： Linear （直線） ： センサの特性曲線が直線または 2 次曲線 （特に流量センサの場

合に該当） と し て仮定される場合に指定し ます。
• Unit （単位） ： フ リ ーテキス ト 入力です。 計測値の表示に使用し ます。
• Start Value （開始値） /End Value （終了値） ： 0/4 ～ 20mA 用 ： スケー リ ングの入力です。 実際

の値の範囲の上下限を指定し ます。
• Pulse Value （パルス値） （流量入力信号 と パルス信号タ イプのみ） ： 計測パラ メ ータに対するパ

ルスの （電気的） 値を指定し ます。
• Offset （オフセ ッ ト ） ： 一定の値です。 計測値ご と に考慮し ます。
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• Signal Damping （信号ダンピング） ： 内蔵ローパス フ ィ ルタのための時定数を入力し ます。 不要
な高周波数の干渉波をフ ィ ルタ リ ング し て取 り 除き ます。

• Format （フ ォーマ ッ ト ） ： 値表示の形式です。 小数以下の桁数を指定し ます。 
• Store Data （データ保存） ： 計測値が保存されます。 この保存値は ReadWin で読み出すこ と が

でき ます。
• Integration （積算） ： 積算の設定です。 必要に応じ て指定し ます。
• Alarm Response （ア ラーム応答） ： 20.5 mA < 電流値 < 21 mA （レ ンジ異常） に対する アナロ グ

入力の応答方法を、 電流値 > 21 mA と同様に指定し ます。

!

注意 ! 

この機能は、 メ ニュー Basic Setup -> Alarm Response で "User-defined" を選択し た場合に使用す
る こ と ができ ます。

デジタル入力の設定

• Identifier （名称） ： デジ タル入力に名前を指定し ます。
• Terminal （端子） ： デジ タル入力に使用する端子を選択し ます。
• Function （機能） ： デジ タル入力に機能を割 り 当てます （デジ タル入力で本機器に対し て行 う

動作）。 た と えば、 時間の同期など （パラ メ ータの表を参照）。
• Active Flank （作動ラ ンプ） （オプシ ョ ン ： Active Level （作動レベル）） ： ラ ンプ機能を立ち上が

り で応答するか、 立ち下が り で応答するか （オプシ ョ ン ： 高レベルか、 低レベルか） を設定
し ます。

• Description of High stat. on （ハイ状態の説明） ： デジ タル入力がハイにセ ッ ト される と、 計測値
表示 （表示グループ） にテキス ト が表示されます。

• Description of Low stat. off （ロー状態の説明） ： デジ タル入力がローにセ ッ ト される と、 計測値
表示 （表示グループ） にテキス ト が表示されます。

• Event Text - Low → High （イベン ト テキス ト - 信号立ち上が り ） ： 信号立ち上が り が生じ る と、
出力される テキス ト です。

• Event Text - High → Low （イベン ト テキス ト - 信号立ち下が り ） ： 信号立ち上が り が生じ る と、
出力される テキス ト です。

• Store Data （データ保存） ： 表示のみ。 パルス カ ウ ン タの場合のみ選択可能。

パルス入力の設定

• Identifier （名称） ： パルス入力に名前を指定し ます。
• Signal （信号） ： センサを接続する端子の信号タ イプを選択し ます。
• Terminal （端子） ： E10(+) を選択し、 伝送器を端子 E10(-)/E82(+) に接続し ます。
• Unit （単位） ： フ リ ーテキス ト 入力です。 計測値の表示に使用し ます。
• Pulse Value （パルス値） ： 求める変数の、 1 パルスに対応する大き さ を指定し ます。
• Time Basis （タ イ ムベース） ： 信号の時間基準を指定し ます。 た と えば、 流量は 1 パルスが 10 

l/ 秒に対応し ます。
• Offset （オフセ ッ ト ） ： 一定の値です。 計測値ご と に考慮し ます。
• Smoothing （ス ムージング） ： 計測値が、 設定し た期間にわたって平滑化されます。 その結果、

決定された計測値が、 こ の期間の計測値と し て使用されます。 
• Unit （単位） ： 値表示の形式。 小数以下の桁数
• Format （フ ォーマ ッ ト ） ： 計測値の表示形式です。
• Store Data （データ保存） ： 計測値が保存されます。 この保存値は ReadWin で読み出すこ と が

でき ます。
• Integration （積算） ： 積算の設定です。 必要に応じ て指定し ます。
• Alarm Response （ア ラーム応答） ： 20.5 mA < 電流値 < 21 mA （レ ンジ異常） に対する アナロ グ

入力の応答方法を、 電流値 > 21 mA と同様に指定し ます。
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Outputs（出力）

Analog output（アナログ出力）

BA335Fen327

図 43 ： アナログ出力の設定

• Identifier （名称） ： アナロ グ出力に名前を指定し ます。
• Terminal （端子） ： アナロ グ信号を出力する端子を指定し ます （機器設定に応じ た選択肢）。
• Signal Source （信号源） ： アナロ グ出力と し て出力する入力 / 演算チャ ンネルを指定し ます。
• Current Range （電流範囲） ： 0 ～ 20mA または 4 ～ 20mA
• Start Value （開始値） /End Value （終了値） ： 出力される電流値のスケー リ ング。
• Time Constant （時定数） ： 高周波数の干渉信号のフ ィ ルタ リ ングに使用し ます。
• Simulation （シ ミ ュ レーシ ョ ン） ： off = シ ミ ュ レーシ ョ ンモード で出力は作動し ません。 シ ミ ュ

レーシ ョ ンモード で本機器が動作する場合は、 一定の電流値が出力されます （た と えば、 接
続し た機器のシ ミ ュ レーシ ョ ンなど）。 

• Alarm Response （ア ラーム応答） ： エラーの場合の本機器の応答動作を指定し ます （範囲超過
など）。

Pulse output（パルス出力）

BA335Fen328

図 44 ： パルス出力の設定

• Signal Type （信号タ イプ） ： 信号の出力方法を指定し ます。 Relay ： 毎秒 大 5 回の切替動作を
行います。 デジ タル出力のア ク テ ィ ブ / パッ シブを指定し ます。

• Terminal （端子） ： デジ タル信号を出力する端子を指定し ます （機器設定に応じ た選択肢）。
• Signal Source （信号源） ： パルス と し て出力する信号を指定し ます。 内蔵入力 （例 ： 流量） ま

たはカ ウ ン タ を参照し ます。
• Pulse Type （パルス タ イプ） ： 正 / 負を指定し ます。
• Pulse Value （パルス値） ： た と えば、 パルスが 10 リ ッ ト ル毎に出力される場合、 "10" を設定し

ます。
• Pulse Width （パルス幅） ： 動的に 大 120 ms ： パルス幅は更新時間 250 ms に適合されます。 た

と えば、 3 パルスが更新時間毎に出力される場合、 パルスはハイ約 40 ms、 ロー 40 ms にな り
ます。

• Simulation （シ ミ ュ レーシ ョ ン） ： off = シ ミ ュ レーシ ョ ンモード で出力は作動し ません。 シ ミ ュ
レーシ ョ ンモード で本機器が動作する場合は、 一定の電流値が出力されます （た と えば、 接
続し た機器のシ ミ ュ レーシ ョ ンなど）。 
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Digital outputs（デジタル出力）

BA335Fen329

図 45 ： デジ タル出力の設定

• Type （タ イプ） ： 出力タ イプを選択し ます （機器をどのよ う に使用するか、 た と えば、 ポンプ
の制御出口と し て、 リ ミ ッ ト 値と し てなど）。

• Transmit by （出力先） ： リ レー （た と えば、 ポンプを リ レーで切 り 替える場合など）

Relay（リレー）

BA335Fen330

図 46 ： リ レーの設定
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Limit values（リミット値）

BA335Fen331

図 47 ： リ ミ ッ ト 値の設定

• Identifier （名称） ： リ ミ ッ ト 値に名前を指定し ます。
• Transmit by （出力先） ： デ ィ スプレ イのみ （ メ ッ セージ表示のみ、 出力部からの出力な し）
• Type （タ イプ） ： 小値アンダーシュー ト 時と、 ア ラーム発生時に リ ミ ッ ト 値をセ ッ ト し ま

す。
• Signal Source （信号源） ： モニタする信号に リ ン ク し ます。
• Dimension （単位） ： モニ タする値の単位を指定し ます。
• Switch Point （切替ポイ ン ト ） ： リ ミ ッ ト 値をセ ッ ト する タ イ ミ ング （ス ケー リ ング された値）

です。
• Hysteresis （ ヒ ステ リ シス） ： セ ッ ト ポイ ン ト のセ ッ ト / リ セ ッ ト の繰 り 返し を抑制するための

切替し きい値を指定し ます。
• Time Del. （時間遅延） ： リ ミ ッ ト 値を超えてから連続どの く らいの時間長後に リ ミ ッ ト 値を

セ ッ ト するか指定し ます。
• Setp. Off/On （信号立ち上が り ） ： 本機器の計測値表示において各ステータ ス ご と に表示され

る テキス ト を指定し ます。
• Setp. Off → On （信号立ち上が り ） / On → Off （信号立ち下が り ） ： 各ステータ スの変化が生じ

た と きに メ ッ セージボ ッ ク スに出力される テキス ト を指定し ます （テキ ス ト が入力されてい
ない場合は、 メ ッ セージボ ッ ク スは表示されません）。

• EventText （イベン ト テキス ト ） ： メ ッ セージボ ッ ク スが表示される場合、 それを確認する よ う
求められます。 （あ るいは、 リ モー ト ア ラーム （SMS を送信） を こ こ で設定する こ と ができ ま
す）
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Mathematics（数式処理）

Formula （数式） ： 2D-Linear （2D リ ニアラ イゼーシ ョ ン）

2D リ ニア ラ イゼーシ ョ ンを使用する と、 簡単な基準密度処理を考慮する こ と ができ ます （セ ク
シ ョ ン 8.3 参照）。 こ こ で、 使用する曲線 （すなわち 1 ～ 5） と、 入力変数 （例 ： 温度や密度） を
指定し ます。 他の演算チャ ンネルへの出力と し て、 それを各計算に使用し ます。

BA335Fen310

Identifier（名称）

情報を分か り やす く するために、 この機能に名前を割 り 当てる こ と ができ ます。

Formula（数式）（2D-Linear.）（2D リニアライゼーション）

数式を選択し た と きに、 この計算のタ イプが指定されます。 

Linearization（リニアライゼーション）

計算に使用する曲線を指定する こ と ができ ます。 2D テーブルの内容を事前に入力する必要があ
り ます。 （セ ク シ ョ ン 8.3 参照）

Signal X-Value（信号 X 値）

入力情報 （例 ： 温度や密度） を指定し ます。 他の演算チャ ンネルへの出力 と し て、 それを各計
算に使用し ます。

Unit（単位）

出力の単位を指定し ます。 よ り 簡単な用途では、 密度も °Brix も可能です。

Format（フォーマット）

信号値表示の小数以下の桁数を指定し ます。

Start Value（開始値）

電流信号の 小電流値 （0 または 4 mA） に対応する実際の値 （すなわち "Unit" で指定し た変数）
を指定し ます。

End Value（終了値）

電流信号の 大電流値 （20  mA） に対応する実際の値 （すなわち "Unit" で指定し た変数） を指
定し ます。
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Store Data（データ保存）

この機能を "Yes" で確定する と、 入力チャ ンネルの値が本機器の メ モ リ に保存されます。 入力
チャ ンネルのモニタ リ ングを有効にする必要があ り ます。  

別のステ ッ プで （「PFM/Pulse Inputs （PFM/ パルス入力）」 参照）、 入力チャ ンネルの値を保存す
るサイ クルも指定し て く ださい。

Formula （数式） ： 3D-Linear （3D リ ニアラ イゼーシ ョ ン）

3D リ ニア ラ イゼーシ ョ ンを使用する と、 幅広い濃度計算を処理する こ と ができ ます 

（セ ク シ ョ ン 8.2 参照）。 こ こ で、 使用する曲線 （すなわち 1 ～ 5） と、 入力変数 （例 ： 温度や密
度） を指定し、 それを各計算に使用し ます。 （°Brix など）

BA335Fen101

Identifier（名称）

情報を分か り やす く するために、 この機能に名前を割 り 当てる こ と ができ ます。

Formula（数式）（3D-Linear.）（3D リニアライゼーション）

数式を選択し た と きに、 この計算のタ イプが指定されます。

Linearization（リニアライゼーション）

計算に使用する曲線を指定する こ と ができ ます。 3D テーブルの内容を事前に入力する必要があ
り ます。 （→ 121 ページ参照）

Calculation of（計算する軸）

用途によ っては、 Z 軸または Y 軸に分解する こ と が有効な場合があ り ます。 セ ク シ ョ ン 8.2.5 ま
たは セ ク シ ョ ン 8.2.6 を参照し て く ださい。

Signal X-Value（信号 X 値）

入力情報 （例 ： 温度） を指定し ます。 それを各計算に使用し ます。

Signal Y-Value（信号 Y 値）

入力情報 （例 ： 密度） を指定し ます。 それを各計算に使用し ます。

Unit（単位）

出力の単位を指定し ます。 よ り 簡単な用途では、 密度も °Brix も可能です。 
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Format（フォーマット）

信号値表示の小数以下の桁数を指定し ます。

Start Value（開始値）

電流信号の 小電流値 （0 または 4 mA） に対応する実際の値 （すなわち "Unit" で指定し た変数）
を指定し ます。

End Value（終了値）

電流信号の 大電流値 （20  mA） に対応する実際の値 （すなわち "Unit" で指定し た変数） を指
定し ます。 

Store Data（データ保存）

この機能を "Yes" で確定する と、 入力チャ ンネルの値が本機器の メ モ リ に保存されます。 入力
チャ ンネルのモニタ リ ングを有効にする必要があ り ます。  

別のステ ッ プで （「PFM/Pulse Inputs （PFM/ パルス入力）」 参照）、 入力チャ ンネルの値を保存す
るサイ クルも指定し て く ださい。

Formula （数式） ： Formula Editor （数式編集）

数式編集を使用する と、 入力を数学的に解析または計算する こ と ができ ます。 

た と えば、 計測物の質量を レベル情報と密度から計算する場合や、 

大型の質量流量計の質量流量を Kg 単位で表示する場合などに役立ちます。 （セ ク シ ョ ン 7 も参
照）

BA335Fen102

Identifier（名称）

情報を分か り やす く するために、 この機能に名前を割 り 当てる こ と ができ ます。

Formula（数式）（Formula Editor( 数式編集 )）

数式編集ボタ ンを使用し て、 数式の作成を開始し ます。 

Result is（計算結果の指定）

計算結果を、 論理演算、 スケー リ ング可能な値、 カ ウ ン タ指示値、 あ るいは運転時間の表示の
いずれかに指定する こ と ができ ます。 （セ ク シ ョ ン 7 を参照）
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Unit（単位）

出力の単位を指定し ます。 よ り 簡単な用途では、 密度も °Brix も可能です。 

Format（フォーマット）

信号値表示の小数以下の桁数を指定し ます。

Start Value（開始値）

電流信号の 小電流値 （0 または 4 mA） に対応する実際の値 （すなわち "Unit" で指定し た変数）
を指定し ます。

End Value（終了値）

電流信号の 大電流値 （20  mA） に対応する実際の値 （すなわち "Unit" で指定し た変数） を指
定し ます。 

Store Data（データ保存）

この機能を "Yes" で確定する と、 入力チャ ンネルの値が本機器の メ モ リ に保存されます。 入力
チャ ンネルのモニタ リ ングを有効にする必要があ り ます。  

別のステ ッ プで （「PFM/Pulse Inputs （PFM/ パルス入力）」 を参照 ）、 入力チャ ンネルの値を保
存するサイ クルも指定し て く ださい。
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Formula （数式） : Density （密度）

このモジ ュールを使用する と、 入力情報の " 周波数またはパルス " （ リ キフ ァ ン ト ）、 温度情報
（非等温の場合）、 およびオプシ ョ ンの圧力情報 （圧力変動 >+/-6bar の場合） から密度を計算す
る こ と ができ ます。 セ ク シ ョ ン 8.1 「Density （密度）」 またはセ ク シ ョ ン 6.3 「Quick start （ク
イ ッ ク ス ター ト ）」 を参照し て く ださい。

BA335Fen104

Identifier（名称）

情報を分か り やす く するために、 名前 （例 ： Density 1） を、 選択し た演算チャ ンネルに割 り 当
て る こ と ができ ます。 こ の名前は、 システム内で 1 度しか付ける こ と ができ ません。 

Formula（数式） （density）（密度）

入力チャ ンネル と出力チャ ンネルの間に、 特定のプロ グ ラ ムモジュール （"Density （密度） " な
ど） を使用するか、 あ るいは一般的な数式を確立させるかを指定し ます。 

Density Unit（密度の単位）

密度の表示単位を選択し ます （例 ： g/cm3、 lb/ft3）。

!

注意 ! 

°Brix、 °Baumé、 °API、 °Twad に関する単位 と相互依存性については、 濃度計算に関するセ ク
シ ョ ンを参照し て く ださい。 → 122 ページ

Format（フォーマット）

この計算値表示の小数以下の桁数を指定し ます。 



Commissioning （試運転）

エン ド レスハウザー ジャパン 95

Start Value（開始値）

表示ユニ ッ ト 上のグ ラ フのスケー リ ングに使用し、 下限範囲を指定し ます （例 ： 0.5 g/cm3）。

End Value（終了値）

表示ユニ ッ ト 上のグ ラ フのスケー リ ングに使用し、 上限範囲を指定し ます （例 ： 1.5 g/cm3）。

"Temperature of（温度の入力タイプ）"、"Pressure of（圧力の入力タイプ）"、"Frequency（周波
数の入力タイプ）"

次に、 以下の入力情報を Density 1 モジュールに割 り 当てる必要があ り ます。 

2 つの入力タ イプの う ちから、 すなわち実際の入力か、 デフ ォル ト 値かを選択し ます。 デフ ォル
ト 値は、 シ ミ ュ レーシ ョ ンに使用し ます。 温度センサなどのプロセスセンサが使用でき ない場
合に、 プロセス条件に対応する値を表示する こ と ができ ます。 

Example（例）：

一定の温度で運転する用途な らば、 プロセス温度 20°C を指定する こ と ができ ます。 

Assigning temperature information（温度情報の割り当て）

!

注意 ! 

Setup -> Basic Setup -> Region で地域を指定する と、対応する単位が自動的に指定されます。 この
単位は、 その後のすべての設定で考慮されます （例 ： 温度入力のスケー リ ングなど）。 

Temperature 1 を スケー リ ング し ます。

• Region （地域） ： Europe ->°C
• Region （地域） ： USA ->°F

Assigning pressure information（圧力情報の割り当て）

!

注意 ! 

Setup -> Basic Setup -> Region で地域を指定する と、対応する単位が自動的に指定されます。 この
単位は、 その後のすべての設定で考慮されます （例 ： 圧力入力のスケー リ ングなど）。 

• Region （地域） ： Europe -> bar （絶対圧力）
• Region （地域） ： USA -> psi （絶対圧力）

Assigning frequency information（周波数情報の割り当て）

周波数入力を割 り 当て る こ と ができ ます。 

Correction factors（補正係数）（sensor-specific parameters（センサ固有のパラメータ）） 

すべての入力情報を入力し た ら、 次にセンサ固有のパラ メ ータ を入力し ます。 

!

注意 ! 

密度度計測用の リ キフ ァ ン ト  M を注文する と、 特殊センサの校正レポー ト が同梱されています。
これには、 以下の音叉固有のパラ メ ータが含まれています。

• F0-Vacuum Frequency（F0 真空周波数）：真空 0 °C 時の音叉の振動周波数 （Hz）
• Correction F0（補正 F0）：F0 真空周波数に対する補正値 （乗数） です。 この値は現場校正中に

計算されますが、 手動で変更する こ と もでき ます （た と えば、 1 に リ セ ッ ト する など）。 
• S-Factor（S 係数）：音叉部の密度感度 （cm3/g）
•  Correction r（補正 r）：S Factor にこの値を乗じ ます。 こ の値は設置に応じ て決ま り ます （セ ク

シ ョ ン 3 参照）。 
• C-Factor（C 係数）：音叉の 1 次温度係数 （Hz/°C）
• D-Factor（D 係数）：圧力係数 （1/bar）
• A-Factor（A 係数）：音叉の 2 次温度係数 （Hz/[°C]2）
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• Convers. fact.（変換係数）： こ の変換係数は、 密度計算値に対する乗数 （オフセ ッ ト ） です。 

出荷時に、 S、 C、 D、 および A 係数は、 材質 ステンレ ス 316L 相当の平均値に割 り 当て られてい
ます。 真空周波数は、 これらの補正係数が確実に入力される よ う に、 0.00 に割 り 当て られていま
す。 

!

注意 ! 

個々のセンサ固有のパラ メ ータの入力が完了する まで、 計測精度は指定レベルに達し ません。 こ
れらのパラ メ ータは、 リ キフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） のセンサ校正書に記載
されています （ハウ ジング内）。 

Store Data（データ保存）

この機能を "Yes" で確定する と、 密度の計算値が本機器の メ モ リ に保存されます。 密度情報のモ
ニタ リ ングを有効にする必要があ り ます。 別のステ ッ プで （Pulse Inputs （パルス入力） 参照）、
この値を保存するサイ クルも指定し て く ださい。 

Formula （数式） ： Reference Density （基準密度）

定義 ： 基準密度は、 標準状態での計測物密度です。

液体の密度は、 温度が上昇する と体積が上昇するので温度に依存し ます。

し たがって、 密度計測値は、 同じ温度でのみ比較する こ と ができ ます。 こ のモジ ュールを使用す
る と、 プロセスが基準状態で動作し ていな く て も、

テーブルを利用し て基準状態で表示する こ と ができ ます。

セ ク シ ョ ン 8.3 「Reference density （基準密度）」 も参照し て く ださい。

BA335Fen105
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Identifier（名称）

情報を分か り やす く するために、 名前 （例 ： Density 1） を、 選択し た演算チャ ンネルに割 り 当
て る こ と ができ ます。 こ の名前は、 システム内で 1 度しか付ける こ と ができ ません。 

Formula（数式） （Reference Density）（基準密度）

入力チャ ンネル と出力チャ ンネルの間に、 特定のプロ グ ラ ムモジュール （"Density （密度） " な
ど） を使用するか、 あ るいは一般的な数式を確立させるかを指定し ます。 

Ref. Density Curves（基準密度曲線）：2D リ ニア ラ イゼーシ ョ ン と対称的に、 このモジュールに
は、 2D 曲線を直接入力する こ と ができ ます。 これは、 保存でき る 大 15 点を利用し て行いま
す。 

Density Unit（密度の単位）

密度の表示単位を選択し ます （例 ： g/cm3、 lb/ft3）。

!

注意 ! 

°Brix、 °Baumé、 °API、 °Twad に関する単位 と相互依存性については、 濃度計算に関するセ ク
シ ョ ンを参照し て く ださい。 → 122 ページ

Format（フォーマット）

計算値表示の小数以下の桁数を指定し ます。 

Start Value（開始値）

表示ユニ ッ ト 上のグ ラ フのスケー リ ングに使用し、 下限範囲を指定し ます （例 ： 0.5 g/cm3）。

End Value（終了値）

表示ユニ ッ ト 上のグ ラ フのスケー リ ングに使用し、 上限範囲を指定し ます （例 ： 1.5 g/cm3）。

"Temperature of（温度の入力タイプ）"、"Pressure of（圧力の入力タイプ）"、"Frequency（周波
数の入力タイプ）"

次に、 以下の入力情報を Density 1 モジュールに割 り 当てる必要があ り ます。 

2 つの入力タ イプの う ちから、 すなわち実際の入力か、 デフ ォル ト 値かを選択し ます。 デフ ォル
ト 値は、 シ ミ ュ レーシ ョ ンに使用し ます。 温度センサなどのプロセスセンサが使用でき ない場
合に、 プロセス条件に対応する値を表示する こ と ができ ます。 

Example（例）：

一定の温度で運転する用途な らば、 プロセス温度 20 °C を指定する こ と ができ ます。 

Assigning temperature information（温度情報の割り当て）

!

注意 ! 

Setup -> Basic Setup -> Region で地域を指定する と、対応する単位が自動的に指定されます。 この
単位は、 その後のすべての設定で考慮されます （例 ： 温度入力のスケー リ ングなど）。 

Temperature 1 を スケー リ ング し ます。

• Region （地域） ： Europe -> °C
• Region （地域） ： USA -> °F
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Assigning pressure information（圧力情報の割り当て）

!

注意 ! 

Setup -> Basic Setup -> Region で地域を指定する と、対応する単位が自動的に指定されます。 この
単位は、 その後のすべての設定で考慮されます （例 ： 圧力入力のスケー リ ングなど）。 

• Region （地域） ： Europe -> bar （絶対圧力）
• Region （地域） ： USA -> psi （絶対圧力）

Assigning frequency information（周波数情報の割り当て）

周波数入力を割 り 当てる こ と ができ ます。 

Correction factors（補正係数）（sensor-specific parameters（センサ固有のパラメータ）） 

すべての入力情報を入力し た ら、 次にセンサ固有のパラ メ ータ を入力し ます。 

!

注意 ! 

密度度計測用の リ キフ ァ ン ト  M を注文する と、 特殊センサの校正レポー ト が同梱されています。
これには、 以下の音叉固有のパラ メ ータが含まれています。

• F0-Vacuum Frequency（F0 真空周波数）：真空 0 °C 時の音叉の振動周波数 （Hz）
• Correction F0（補正 F0）：F0 真空周波数に対する補正値 （乗数） です。 
• S-Factor（S 係数）：音叉部の密度感度 （cm3/g）
• Correction r（補正 r）：S Factor にこ の値を乗じ ます。 こ の値は設置に応じ て決ま り ます （セ ク

シ ョ ン 3 参照）。 
• C-Factor（C 係数）：音叉の 1 次温度係数 （Hz/°C）
• D-Factor（D 係数）：圧力係数 （1/bar）
• A-Factor（A 係数）：音叉の 2 次温度係数 （Hz/[°C]2）
• Convers. fact.（変換係数）： こ の変換係数は、 密度計算値に対する乗数 （オフセ ッ ト ） です。 

出荷時に、 S、 C、 D、 および A 係数は、 さ まざまなセンサ （ステンレ ス 316L 相当、 ア ロ イ C4、
コーデ ィ ングなど） の値に割 り 当て られています。 真空周波数は、 これらの補正係数が確実に入
力される よ う に、 0.00 に割 り 当て られています。 

!

注意 ! 

デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621 に個々のセンサ固有のパラ メ ータの入力
が完了する まで、 計測精度は指定レベルに達し ません。 センサ固有のパラ メ ータは、 校正レポー
ト と " センサ校正書 " に印刷されています。 
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Store Data（データ保存）

この機能を "Yes" で確定する と、 密度の計算値が本機器の メ モ リ に保存されます。 密度情報のモ
ニタ リ ングを有効にする必要があ り ます。 別のステ ッ プで （Pulse Inputs （パルス入力） 参照）、
この値を保存するサイ クルも指定し て く ださい。 

校正レポート （例） センサ校正書 （例）

校正レポー ト センサ校正書

At the time of verification, the measuring points

of the device indicated above were within

tolerance and in compliance to the published

specification of the referenced Operating

Instructions (BA …).

Operator

Date of inspection

Adjustment Report

The manufacturer confirms that all measuring equipment used to assure the quality of the products

has been calibrated and is traceable to national and international standards.

Ambient temperature

Ambient pressure

Temperature Bath 2

Density Bath 2

Temperature Bath 3

Density Bath 3

Customer number

Customer order number

Sales order number

f0, vacuum

S factor

C factor *)

D factor

A factor

Adjustment parameters

Liquiphant M Density

Temperature Bath 1

Density Bath 1

TAG number

Device type

Serial number

Sensor limits

Electronic type

Software version

– End of document–

Kundennummer

Auftragsnummer des Kunden

Kommissionsnummer

f

S Faktor

C Faktor *)

D Faktor

A Faktor

0, Vakuum

Umgebungs-Temperatur

Umgebungs-Luftdruck

Das Gerät entsprach zum Zeitpunkt der Prüfung

unter den angegebenen Bedingungen an den

aufgeführten Messpunkten den Vorgaben der

genannten Betriebsanleitung (BA …).

Abgleichprotokoll

Der Hersteller bestätigt, dass die zu Qualitätsprüfungen des Erzeugnisses eingesetzten Messmittel

gültig kalibriert waren und auf nationale bzw. internationale Normale rückführbar sind.

Geprüft durch

Prüfdatum

Messstellen-Nummer

Gerätetyp

Seriennummer

Sensor-Messgrenzen

Elektronik-Typ

Softwareversion

SD226F/00/a2/10.07

71030217

Abgleichwerte

Liquiphant M Dichte

Temperatur Bad 1

Dichte Bad 1

Temperatur Bad 2

Dichte Bad 2

Temperatur Bad 3

Dichte Bad 3

Endress+Hauser GmbH+Co. KG

Postfach/P.O. Box 1261

D-79690 Maulburg

Liquiphant M

FTL50H-AEE2ADDG6A

A101CD01028

0.3 ...2.0g/cc / 0,3...2,0 g/cm³

FEL50D

V01.00.00-0002

Max Mustermann AG

Tel. Bestellung Herr Mustermann

10245411 000010

22.9

974.2

°C ±0,2°C

hPa ±1 hPa

°C ±0,2°C

g/cm³ ±0,0001 g/cm³

22.9

0.9976

1018.51

0.8852

-0.2343

-0.000008

-0.00015

Hz/°C

1/bar

Hz /°C²

Hz

cm³/g

BA335F/00/en L

71065439

*) The C factor is a average number.

This value has not been individually determined by

using the special adjustment process.

*) Der C Faktor wird, im Standard, als Mittelwert

dargestellt. Ein Sonderabgleich wurde nicht

durchgeführt.

106025

22. Jan 2008

FTL50H-AGW2ACDG6K

8601DA01028Ser.-No:

1057,80

0,8128S factor:

f0, vacuum:

-0,2562

-0,000008D factor:

C factor:

-0,00015A factor: 2
5

0
0

0
2

6
5

5
--
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t
M
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Formula （数式） ： Medium Detection （計測物の検出）

計測物検出機能では、 オイル と水の区別などが可能です。 直線 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンは計測物の
温度と密度の間の影響だけを考慮するので、 簡易な用途のみにお勧めし ます。 よ り 精密に計測物
を区別するには、 2D または 3D リ ニア ラ イゼーシ ョ ンを使用し て く ださい。

セ ク シ ョ ン 8.4 「Medium detection （計測物の検出）」 または セ ク シ ョ ン 8.2 「Calculating the 
concentration after evaluating the density （密度を求めた後、 濃度の計算を行 う ）」 も参照し て く だ
さい。

BA335Fen106

Identifier（名称）

情報を分か り やす く するために、 名前 （例 ： Density 1） を、 選択し た演算チャ ンネルに割 り 当
て る こ と ができ ます。 こ の名前は、 システム内で 1 度しか付ける こ と ができ ません。 

Formula（数式）（Medium Detection）（計測物の検出）

入力チャ ンネル と出力チャ ンネルの間に、 特定のプロ グ ラ ムモジュール （"Density （密度） " な
ど） を使用するか、 あ るいは一般的な数式を確立させるかを指定し ます。 

• Medium 1 - 4（計測物 1 - 4）：計測物データ を こ こに直接保存する こ と ができ ます。 これらの
データは、 温度に対する密度の変化についての直線関数のみを使用し て簡易に示されます。 

Density Unit（密度の単位）

密度の表示単位を選択し ます （例 ： g/cm3、 lb/ft3）。

!

注意 ! 

°Brix、 °Baumé、 °API、 °Twad に関する単位 と相互依存性については、 濃度計算に関するセ ク
シ ョ ンを参照し て く ださい。 → 122 ページ
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Format（フォーマット）

計算値表示の小数以下の桁数を指定し ます。 

Start Value（開始値）

表示ユニ ッ ト 上のグ ラ フのスケー リ ングに使用し、 下限範囲を指定し ます （例 ： 0.5 g/cm3）。

End Value（終了値）

表示ユニ ッ ト 上のグ ラ フのスケー リ ングに使用し、 上限範囲を指定し ます （例 ： 1.5 g/cm3）。

"Temperature of（温度の入力タイプ）"、"Pressure of（圧力の入力タイプ）"、"Frequency（周波
数の入力タイプ）"

次に、 以下の入力情報を Density 1 モジュールに割 り 当てる必要があ り ます。 

2 つの入力タ イプの う ちから、 すなわち実際の入力か、 デフ ォル ト 値かを選択し ます。 デフ ォル
ト 値は、 シ ミ ュ レーシ ョ ンに使用し ます。 温度センサなどのプロセスセンサが使用でき ない場
合に、 プロセス条件に対応する値を表示する こ と ができ ます。 

Example（例）：

一定の温度で運転する用途な らば、 プロセス温度 20 °C を指定する こ と ができ ます。 

Assigning temperature information（温度情報の割り当て）

!

注意 ! 

Setup -> Basic Setup -> Region で地域を指定する と、対応する単位が自動的に指定されます。 この
単位は、 その後のすべての設定で考慮されます （例 ： 温度入力のスケー リ ングなど）。 

Temperature 1 を スケー リ ング し ます。

• Region （地域） ： Europe -> °C
• Region （地域） ： USA -> °F

Assigning pressure information（圧力情報の割り当て）

!

注意 ! 

Setup -> Basic Setup -> Region で地域を指定する と、対応する単位が自動的に指定されます。 この
単位は、 その後のすべての設定で考慮されます （例 ： 圧力入力のスケー リ ングなど）。 

• Region （地域） ： Europe -> bar （絶対圧力）
• Region （地域） ： USA -> psi （絶対圧力）

Assigning frequency information（周波数情報の割り当て）

周波数入力を割 り 当て る こ と ができ ます。 

Correction factors（補正係数）（sensor-specific parameters（センサ固有のパラメータ）） 

すべての入力情報を入力し た ら、 次にセンサ固有のパラ メ ータ を入力し ます。 

!

注意 ! 

密度度計測用の リ キフ ァ ン ト  M を注文する と、 特殊センサの校正レポー ト が同梱されています。
これには、 以下の音叉固有のパラ メ ータが含まれています。

• F0-Vacuum Frequency（F0 真空周波数）：真空 0 °C 時の音叉の振動周波数 （Hz）
• Correction F0（補正 F0）：F0 真空周波数に対する補正値 （乗数） です。 
• S-Factor（S 係数）：音叉部の密度感度 （cm3/g）
• Correction r（補正 r）：S Factor にこ の値を乗じ ます。 こ の値は設置に応じ て決ま り ます （セ ク

シ ョ ン 3 参照）。 
• C-Factor（C 係数）：音叉の 1 次温度係数 （Hz/°C）
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• D-Factor（D 係数）：圧力係数 （1/bar）
• A-Factor（A 係数）：音叉の 2 次温度係数 （Hz/[°C]2）
• Convers. fact.（変換係数）： こ の変換係数は、 密度計算値に対する乗数 （オフセ ッ ト ） です。 

出荷時に、 S、 C、 D、 および A 係数は、 材質 ステンレ ス 316L 相当の平均値に割 り 当て られてい
ます。 真空周波数は、 これらの補正係数が確実に入力される よ う に、 0.00 に割 り 当て られていま
す。 

!

注意 ! 

個々のセンサ固有のパラ メ ータの入力が完了する まで、 計測精度は指定レベルに達し ません。

Store Data（データ保存）

この機能を "Yes" で確定する と、 密度の計算値が本機器の メ モ リ に保存されます。 密度情報のモ
ニタ リ ングを有効にする必要があ り ます。 別のステ ッ プで （Pulse Inputs （パルス入力） 参照）、
この値を保存するサイ ク リ ング も指定し て く ださい。 

Storage （保存）

FML621 には、 値保存用の記憶媒体が 3 種類装備されています。

• フ ラ ッ シュ メ モ リ （本機器に内蔵） - 指定し た保存間隔で保存
• S-DAT モジュール （着脱可） - 1 時間に 1 回保存
• FRAM （本機器に内蔵） - 指定し た保存間隔で保存

"Store Data （データ保存） " オプシ ョ ンは、 アナロ グ入力、 パルス入力、 デジ タル入力、 および
演算チャ ンネルに対し て有効化する こ と ができ ます。 これによ って、 各入力 / チャ ンネルご と に
値の保存を指定する こ と ができ ます （以下の表を参照）。

さ らに、 アナロ グ入力および演算チャ ンネルの積算値を保存する こ と ができ ます。 すなわち、
電流計測値は積算され、 低 / 大 / 平均値と共に本機器に保存されます。

これで、 これらの値を Navigator の "Analysis" メ ニューにあ る "Counter Values" と  "Statistics" に
読み込むこ と ができ ます （ 低 / 大 / 平均値、 電流カ ウ ン タ、 前段カ ウ ン タは直接本機器に、
アーカ イブ値は ReadWin® 2000 で読み込みます）。

"Signal Analysis （信号解析） " メ ニュー項目で、 定期的な中間評価、 日毎、 月毎、 年毎の評価を
有効にする こ と ができ ます。

• Intermediate Analysis （中間解析） ： 値を保存する間隔を設定する こ と ができ ます （no= 中間評
価な し、 1、 2、 3、 4、 5、 10、 15、 30 分、 1、 2、 3、 4、 6、 8、 12 時間）

• Day （日） ： no、 yes ： 日毎のカ ウ ン タ値
• Month （月） ： no、 yes ： 月毎のカ ウ ン タ値
• Year （年） ： no、 yes ： 年毎のカ ウ ン タ値
• Synch. Time （同期時間） ： hh ： mm ： 同期時間に日毎評価 （中間評価に適用、 日、 月、 年）
• Reset （ リ セ ッ ト ） ： yes / no ： こ の操作項目を選択する と、 すべてのカ ウ ン タが リ セ ッ ト され

ます。
• Memory Info （ メ モ リ 情報） ： 本機器で使用可能な メ モ リ の残量を判定し ます。

!

注意 ! 

通知は、 "Interm. Anal. （中間解析） " 機能で "No" を選択し た場合に行われます。 
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FRAM （内蔵） ✓

フ ラ ッ シュ メ モ リ （内蔵） ✓ ✓ ✓

S-DAT モジ ュール （着脱可） ✓ ✓
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Signal Analysis （信号解析）

BA335Fen332

図 48 ： 信号の解析の設定

Counter evaluation （カ ウ ン タ評価） ：

Yes ： 保存間隔毎にカ ウ ン タ指示値を保存し ます。

Signal Analysis （信号解析） ：

信号の評価方法を指定する設定です。

• Inter. Anal. （中間解析） ： 値を保存する間隔を指定する こ と ができ ます。
• （no= 中間評価な し、 1、 2、 3、 4、 5、 10、 15、 30 分、 1、 2、 3、 4、 6、 8、 12 時間）
• Day （日） ： no、 yes
• Month （月） ： no、 yes
• Year （年） ： no、 yes
• Synch. Time （同期時間） ： hh ： mm ： 同期時間に日毎評価 （中間評価に適用、 日、 月、 年）
• Reset （ リ セ ッ ト ） ： な し、 中間評価、 日、 月、 年、 ENTER 作動時にすべてのカ ウ ン タ を リ

セ ッ ト
• Memory Info （ メ モ リ 情報） ： 本機器で使用可能な メ モ リ の残量を判定し ます。

ReadWin® 2000:

!

注意 ! 

エン ド レ スハウザー社製の ReadWin® 2000 操作プロ グ ラ ムは、 納入範囲に含まれています。

イ ン ターフ ェ イ ス / モデムを介し て計測値を読み込みます。

ステ ッ プ 1 ： アク シ ョ ンを開始し ます。

BA335Fen107
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ステ ッ プ 2 ： 読み込むアーカ イブ計測値を選択し ます。

BA335Fen114

ステ ッ プ 3 ： 読み込んだ計測値を表示し ます。

BA335Fen109

ステ ッ プ 4 ： 出力を設定し、 必要な値を選択し ます。

BA335Fen110
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ステ ッ プ 5 ： 読み込んだ値を、 バーグラ フ、 計測値一覧、 イベン ト 蓄積データ と し て
表示し ます。

BA335Fen345



Commissioning （試運転）

106 エン ド レスハウザー ジ ャパン

Telealarm configuration （リ モー ト アラームの設定）

BA335Fen346

図 49 ： FML621 現場操作による リ モー ト アラームの設定

"Telealarm （ リ モー ト ア ラーム） " 機能は、 ア ラームを携帯電話や PC へ転送するために使用し
ます。 この機能は基本設定で設定し ます。 た と えば、 以下の設定を行います。

• モデムのタ イプ
- GSM 端末 
- モデム （パルス回線式） 
- モデム （ ト ーン回線式） 
の選択。

• 使用する イ ン ターフ ェ イ ス と そのボーレー ト の設定
• 市外局番の設定 （GSM は対象外）
• Signal Display. （信号表示） ： 信号強度の表示。 特に伝送が困難な場合の試運転時 （GSM のみ）
• SMS Service No. （SMS サービ ス番号） ： 移動体通信事業者の SMS ゲー ト ウ ェ イ番号 （GSM の

み）
• Pause （ポーズ時間） ： 送信を 2 回試行する場合の待機時間の定義。
• 順次定義し たすべての番号に電話をかけるかど う かの設定。 すなわち、 初に定義し た番号

に通知する こ と ができ なかった場合に、 2 番目の番号を使用する など。
• SMS-Err. Terminal （SMS エラー端子） ： モデムへ SMS を正常に転送でき なかった場合に、 リ

レーを切 り 替え、 外部システムを作動させて問題を通知する設定。
• Receiver 1 （受信機 1） ： 携帯電話か PC ソ フ ト ウ ェ アか （GSM の場合）、 あ るいは D1 （D） か

携帯電話か （モデムの場合） の選択。
• Telephone No. 1 （電話番号 1） ： 通知先の電話番号 （"+" 国番号を先頭に付加）
• 次の通知先へ電話をかける までの試行回数。

ReadWin® 2000 を使用し た同じ設定が下記に示されています。 各ステ ッ プは、 "FML621 現場操作
によ る リ モー ト ア ラームの設定 " のステ ッ プに対応し ます （図 49 参照）。
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Telealarm configulation in ReadWin® 2000 （ReadWin® 2000 における リ モー ト アラームの
設定）

BA335Fen111

図 50 ： ReadWin® 2000 における ト ーン回線式モデムのリ モー ト アラーム設定

BA335Fen112

図 51 ： ReadWin® 2000 におけるパルス回線式モデムのリ モー ト アラーム設定
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BA335Fen113

図 52 ： ReadWin® 2000 における GSM 端末のリ モー ト アラーム設定

以下の図に、 接続がどのよ う に確立されるか示されています。

BA335Fen335

図 53 ： GSM モデム （FML621） と SMS ゲー ト ウ ェ イ、 またはサービスプロバイダのモデムによる、 携帯

電話 （SMS） と通信
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BA335Fen336

図 54 ： サービスプロバイダのモデムによる、 携帯電話 （SMS） と通信

BA335Fen337

図 55 ： PC （例 ： ReadWin® 2000） との通信

Communication （通信）

BA335Fen338

図 56 ： イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イスの設定

• Configuration of the MAC address （MAC ア ド レ スの設定） ： 本機器の出荷時の状態で固定的に保
存されています。 変更不可で、 一意な値が割 り 当て られています。

• IP address （IP ア ド レ ス） ： IP ア ド レ スの設定です。 IP ア ド レ スは通常、 ローカルネ ッ ト ワー
ク のシステム管理者が発行し ます。

• Subnet mask （サブネ ッ ト マス ク） ： サブネ ッ ト マス ク を入力し ます （システム管理者にお問い
合わせ く ださい）。 別の部分ネ ッ ト ワークへの接続を本機器で確立させる場合は、 サブネ ッ ト
マス ク を入力する必要があ り ます。 本機器を特定する、 部分ネ ッ ト ワーク のサブネ ッ ト マス ク
を指定し ます （例 ： 255.255.255.000）。 ネ ッ ト ワーク のク ラ スは、 IP ア ド レ スで決ま る こ と に
留意し て く ださい。 し たがって、 サブネ ッ ト マス クはデフ ォル ト のものにな り ます （例 ： ク ラ
ス B のネ ッ ト ワーク の場合、 255.255.000.000）。

• Gateway （ゲー ト ウ ェ イ） ： ゲー ト ウ ェ イ を入力し ます （システム管理者にお問い合わせ く だ
さい）。 他のネ ッ ト ワークへの接続を確立する場合は、 ゲー ト ウ ェ イのア ド レ ス を入力し ます。

”
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7 Formula editor （数式編集）

7.1 General information （一般情報）

• 数式は、" アナロ グ "部分と "デジ タル"部分で構成する こ と ができ ます。 以下の演算子 と関数を
使用する こ と ができ ます。

• 演算チャ ンネルは上下にカス ケード接続する こ と ができ ます。 すなわち、 初の計算結果を、
引き続き次の計算に使用する こ と ができ ます。 ただし、 使用でき るのは、 " 前の " チャ ンネル
の計算値のみです （た と えば、 演算チャ ンネル 3 の場合、 演算チャ ンネル 1 と  2 の計算結果は
使用でき ますが、 演算チャ ンネル 4 ～ 8 の結果を使用する こ と ができ ません）。

• 数式は、 大 200 文字を入力する こ と ができ ます。

BA335Fen339

図 57 ： FML621 の数式編集

1) カーソルを右へ移動

2) カーソルを左へ移動

3) 利用でき る数式の切替

4) 演算チャ ンネルの メ ニューへ戻る

5) カーソルを上へ移動

6) カーソルを下へ移動

7.1.1 PC 操作ソ フ ト ウ ェ アにおける数式編集

BA335Fen102

図 58 ： PC 操作ソ フ ト ウ ェ アで数式編集を呼び出し ます。

Formula メ ニュー項目でエン ト リ  "Formula Editor （数式編集） " を選択する と、 現在使用されて
いる数式が入った行が表示されます。 フ ィ ール ド が空の場合は、 こ の演算チャ ンネルの数式はま
だ定義されていません。 数式編集を開 く ためのボタ ンがこ の行の下に表示されます。 こ のボタ ン
を ク リ ッ クする と、 以下のウ ィ ン ド ウが開き ます。

1

2

3

4

5

6

FML621FML621
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BA335Fen403

図 59 ： PC 操作ソ フ ト ウ ェ アにおける数式編集

この編集を使用し て数式 （ 大 200 文字） を作成する こ と ができ ます。 数式の準備ができた ら、
"Test Formula （数式テス ト ） " ボタ ンを使用し て入力し た数式が正しいかど う かチェ ッ クする こ
と ができ ます。 こ の試験が可と なった場合は、 エデ ィ タ を OK で終了する こ と ができ、 入力し た
数式が受け付け られます。

7.2 Inputs （入力）

Inputs （入力） は、 以下の構文を使用し て数式内に記述されます。

入力のタイプ（信号タイプ；チャンネル番号）

入力のタ イプ ：

(*): " リ キフ ァ ン ト  デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） " では、 デジ タル入力と パル
ス入力が区別し て扱われます。 こ の 2 タ イプの入力は、 他の機器では兼用されます。

!

注意 ! 

入力のスケー リ ングを変更し、 その入力を数式編集で使用する と、 エラー メ ッ セージが発生す
る可能性があ り ます。

その場合、 以下のよ う に行います。

• まず、 入力を設定し ます。
• 次に、 Setup （セ ッ ト ア ッ プ） を終了し ます （-> 入力はこの設定に従って設定されます）。
• 次に、 Setup （セ ッ ト ア ッ プ） を再び開始し、 数式を入力し ます。

タイプ 説明

AI Analog Inputs （アナロ グ入力）

DI Degital inputs （デジ タル入力） （*）

MI Mathematics channels （演算チャ ンネル）

II Pulse inputs （パルス入力） （*）
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!

注意 ! 

使用可能な信号タ イプは、 機器に依存し ます （すなわちすべての機器で使用でき るわけではな
い） または機器オプシ ョ ンに依存し ます。

信号タ イプ ：

!

注意 ! 

使用可能な信号タ イプは、 機器に依存し ます （すなわちすべての機器で使用でき るわけではな
い）。

チャ ンネル番号 ： アナロ グチャ ンネル 1 = 1、 アナロ グチャ ンネル 2 = 2、 デジタルチャ ンネル 1 
= 1、 …

例 ：

DI （2 ； 4） → デジ タルチャ ンネル 4 の状態

AI （1 ； 1） → アナロ グチャ ンネル 1 の電流値

7.3 Priority of operators/functions （演算子 / 機能の優先度）

数式は、 一般的な演算規則に従って処理されます。

• 括弧が 初
• 累乗は乗算よ り も優先される
• 乗算は減算よ り も優先される
• 計算は左から右へ行 う

7.4 Operators （演算子）

7.4.1 Arithmetic operators （算術演算子）

タイプ 説明

1 Current value (measured value) （電流値 （計測値））

2 Status （ステータ ス）

3 Counter/Operating time （カ ウ ン タ / 動作時間）

演算子 機能

+ 加算

- 減算 / 負記号

* 乗算

/ 除算

% モジ ュ ロ （除算 x/y の余 り ） "mod" 関数参照

^ x の y 乗
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7.4.2 Relational operators （比較演算子）

7.4.3 Linking operations （結合演算子）

7.5 Functions （関数）

7.5.1 Standard functions （標準関数）

演算子 機能

> 大な り

>= 以上

< 小な り

<= 以下

= 等しい

<> 等し く ない

機能 構文 説明 例

|| 値 1 || 値 2 論理 "or" （論理和） （"or" 関数も参照） DI(2;1) || DI(2;2)

&& 値 1 && 値 2 論理 "and" （論理積） （"and" 関数も参照） DI(2;1) && DI(2;2)

関数 構文 説明 例

ln ln( 数値 ) 数値の自然対数を返し ます。 

自然対数の底は定数 e （2.71828182845904） です。 

値 ≤ 0 の計算結果は定義されていません。 本機器

は、 0 で動作を継続し ます。

ln (86) = 4.454347

log log( 数値 ) 底の変数が 10 の対数を計算し ます。 

値 ≤ 0 の計算結果は定義されていません。 本機器

は、 0 で動作を継続し ます。

log (10) = 1

exp exp( 数値 ) 引数と し て指定し た数値で、 底 e を累乗し ます。 

定数 e は、 自然対数の底です。 その値は 

2.71828182845904 です。

exp (2.00) = 7.389056

abs abs( 数値 ) 数値の絶対値を返し ます。 絶対値 と は、 その数値

か ら符号を除いた ものです。

abs (-1.23) = 1.23

pi pi() π の値 （3.14159265358979323846264） を返し ま

す。

sqrt sqrt( 数値 ) " 数値 " 引数の正の平方根を計算し ます。 負の値の

計算結果は定義されていません。 本機器は、 0 で

動作を継続し ます。

sqrt (4) = 2

mod mod( 数値 ; 除数 ) 除算の余 り を返し ます。 計算結果は、 除数と同じ

符号にな り ます。 

除数の値が 0 の計算結果は定義されていません。 

本機器は、 0 で動作を継続し ます。

mod (5; 2) = 1

x^y pow( 数値 ; 指数 ) 累乗された数値を計算結果 と し て返し ます。 pow (2, 3) = 23 = 8
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7.5.2 Trigonometric functions （三角関数）

以下の関数では、 引数と し て ラ ジアン単位の角度を使用し ます。 角度を度単位で指定する場合
は、 それに pi()/180 を掛けて ラ ジアンに変換する必要があ り ます。 あ るいは、 "rad" 関数を使用
する こ と も でき ます。

以下の関数は、 ラ ジアン単位で返された値 （-pi/2 ＜値＜ pi/2） を出力し ます。 計算結果を度単
位で表現する場合は、 各計算結果に 180/pi() を掛ける必要があ り ます。 あ るいは、 "degrees" 関
数を使用する こ と も でき ます。

7.5.3 Logic functions （論理関数）

関数 構文 説明 例

rad rad( 数値 ) 度を ラ ジアンに変換し ます。 rad (270) = 4.712389 

degrees degrees( 数値 ) ラ ジアンを度に変換し ます。 degrees (pi()) = 180

関数 構文 説明 例

sin sin( 数値 ) 数値の正弦値を返し ます。 sin(pi()) → π ラ ジア

ンの正弦値

sin(30*pi()/180) → 30 

度 （0.5） の正弦値

cos cos( 数値 ) 数値の余弦値を返し ます。 cos(1.047) = 0.500171

tan tan( 数値 ) 数値の正接値を返し ます。 tan(0.785) = 0.99920

関数 構文 説明 例

asin asin( 数値 ) 数値のアークサイ ンすなわち逆正弦値を返し ます

（逆関数）。 アーク サイ ンは、 -1 から +1 までの実

数の引数を使用し ます。 値が この範囲外の場合は、

0 で動作が継続されます。

arcsin(-0.5) = -0.5236

arcsin(-0.5)*180/pi() = 

-30°

acos acos( 数値 ) 数値のアーク コサイ ンすなわち逆余弦値を返し ま

す （逆関数）。 アーク コサイ ンは、 -1 から +1 まで

の実数の引数を使用し ます。 値がこ の範囲外の場

合は、 0 で動作が継続されます。

arccos(-0.5) = 

2.094395

atan atan( 数値 ) 数値のアーク タ ンジェ ン ト すなわち逆正接値を返

し ます （逆関数）。

atan (1) = 0.785398

関数 構文 説明 例

if if(Check; Then_Value ; 

Otherwise_Value )

Check は、 値または式です。 結果は TRUE または 

FALSE にな り ます。 この引数には、 比較演算子を

使用する こ と ができ ます。

Then_Value は、 Check が TRUE の場合に返される

値です。 

Otherwise_Value は、 Check が FALSE の場合に返さ

れる値です。

if(x>10;1;0)

値 x が 10 よ り 大き

い場合は 1 が返さ

れ、 それ以外は 0 に

な り ます。

or or(true1;true2) 引数が TRUE の場合は TRUE が返されます。 すべ

ての引数が FALSE の場合は FALSE が返されます。

注意 ! 

演算子 "||" も参照し て く ださ い。

or(2>1;3>2)  = true

or(2<1;3>2) = true

or(2<1;3<2) = false

and and(true1;true2) 両方の引数が TRUE の場合は TRUE が返されま

す。 引数の一方が FALSE の場合は、 FALSE が返さ

れます。

注意 ! 

演算子 "&&" も参照し て く だ さい。

and(2>1;3>2)  = true

and(2<1;3<2)  = false

not not( 論理値 ) 引数の値を反転させます。

NOT を使用する と 、 値が特定の値と 一致し ないよ

う にする こ と ができ ます。

not(false) = true
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7.5.4 Range functions （範囲関数）

以下の関数の XX は、 セ ク シ ョ ン 7.2 「Inputs （入力）」 で説明し た入力のタ イプの う ちの 1 つを
表し ます。 範囲関数を実行でき るのは、 1 つのタ イプの入力だけです。

7.6 Decimal point （小数点）

数式編集では、 小数点 （コ ンマ、 ポイ ン ト ） を使用する こ と ができ ます。 千単位の区切 り 記号
は、 サポー ト し ていません。

7.7 Inspecting the validity of a formula/failsafe mode （数式の妥当性
チ ェ ッ ク / フ ェールセーフモー ド）

入力し た数式を使用する前に、 その妥当性がチェ ッ ク されます。 以下の場合、 数式は無効です。
例 ：

• 使用されるチャ ンネルがオン し ない、 または不適切な動作モード になっている （入力中は
チェ ッ ク されません。 これは、 ユーザがそのチャ ンネルを後でオンにする可能性があ るため
です）

• 無効な文字 / 数式 / 関数 / 演算子が含まれている。 
• 構文エラー （例 ： パラ メ ータの数が不正） が数式にあ る
• 無効な括弧が設定されている （左括弧と右括弧の数が異なる）
• 除算がゼロで行われている
• チャ ンネルが、 それ自体を参照し ている （無限再帰）

無効な数式は、 セ ッ ト ア ッ プが行われる と き、 または本機器を起動し た と きに、 オフ されます。

7.7.1 Unrecognizable errors （認識できないエラー）

可能な場合は、 数式のエラーは入力中に直接通知されます。 しかし、 入力される数式の複雑さ が
予想されるために （例 ： "if" 条件によ って さ まざまな入力変数にア ク セスする、 数式を多段接続
するなど）、 すべてのエラーを検出する こ と はでき ません。

7.8 Examples （例）

関数 構文 説明 例

sumXX sumXX(Type;From;To) 入力信号の指定範囲の値を合計し ます。

Type ： 信号のタ イプ （Inputs （入力） 参照）

From ： 加算を開始するチャ ンネル番号

（0 = チャ ンネル 1）

To ： 加算を終了するチャ ンネル番号

（0 = チャ ンネル 1）

sumXX (1;2;5) = チャ

ンネル 2 ～ 5 のすべ

ての電流値の合計

avgXX avgXX(Type;From;To) 入力信号の指定範囲における平均値を計算し ます。 avgXX （1;1;6）

minXX minXX(Type;From;To) 入力信号の指定範囲における 小値を出力し ます。 minXX(1;1;6)

maxXX maxXX(Type;From;To) 入力信号の指定範囲における 大値を出力し ます。 maxXX (1;1;6)

Formula（数式） 説明

AI(1;1)+AI(1;2) アナロ グチャ ンネル 1 + アナロ グチャ ンネル 2

avgAI(1;1;4) アナロ グチャ ンネル 1 ～ 4 すべての平均値

if(DI(2;1);AI(1;1)+AI(1;2);AI(1;1)+AI(1;3)) デジ タル入力 1 が "on" の場合に、 アナロ グチャ ンネ

ル 1 + アナロ グチャ ンネル 2 が計算されます。 "off" 

の場合は、 アナロ グチャ ンネル 1 + アナロ グチャ ン

ネル 3 が計算されます。
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8 Applications （適用例）
このセ ク シ ョ ンでは、 ユーザーが利用でき る、 FML621 の追加計算機能や変換オプシ ョ ン機能に
ついて説明し ます。 

以下の図に、 入力変数と出力変数の相互依存関係が示されています。 こ の例では、 典型的な温度
補正型の密度計算が示されています。 さ らに、 その計算し た計測物の密度などの変数を、 他の物
理的な入力情報 （こ こ では温度） と結びつけて変換し、 濃度を計算する方法も示されています。

さ らに、 決定し た計測物の密度と共に、 プロセス タ ン ク のレベルなどのその他の入力変数を、
質量 （単位 kg） と し て出力する こ と も可能です。

BA335Fen080

8.1 Density （密度）

密度 （体積密度、 質量密度、 比重。 数式シンボル ρ （ロー） は） は、 質量 m と体積 V （ρ = m / 
V） の商、 すなわち " 単位体積当た り の質量 " です。 密度は、 質量濃度の数値に相当し ます。 国
際 SI 単位は kg/m3 です。 g/cm3 も一般的です。 密度の逆数 1/ρ は、 比体積と呼ばれます。

密度は、 解析的特性量と し て重要です。 なぜな ら、 密度を加算パラ メ ータ と し て使用する と、
物質の質量に関する全体的な情報を得る こ と ができ るからです。 液体密度は、 一例と し て、 以下
の計測処理に使用されます。 

• 含有量を計測し、 濃度を決定する （硫酸、 砂糖、 アルコール） 
• 品質情報 （石油、 牛乳など） 
• 純度のイ ンジケータ と し て
• 識別の目的のため
• 動的情報 （反応速度） を得る ための変化率を示す変数と し て 
• 物理計算またはシ ミ ュ レーシ ョ ン時の基礎変数と し て 
• 一定の体積に含まれている物質量を明らかにするため 

温度の影響に関する注記

氷点から 4 °C の間の水を除いて [ （水の特異性のため。 図参照） ]、 温度が上昇するにつれて液
体の体積は増加し ます。 液体は加熱する と膨張し、 し たがって密度が減少し ます。 熱的な膨張
は、 温度が上昇する と分子が必要とする空間が増大するために引き起こ されます。

³

³
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8.1.1 Reference of the measuring line （計測システムの参照値）

本計測システムは、 入力変数 "Temperature （温度） "、 "Oscillator frequency （発振器周波数） "、
および "Process pressure （プロセス圧力） " から、 計測物密度を計算し ます。

ρ [g/cm3 または lb/ft3] = f （周波数 [Hz]、 温度 [°C または °F]、 圧力 [bar （絶対圧力）、 または psi
（絶対圧力） ]）

以下の表に、 各種用途の要求を満たすために必要なプロセス変数が示されています。

用途 プロセス変数 コメント

等温の位相変化確認。 こ こ では通

常、 密度を計算する必要はあ り ま

せん。

周波数 2 つの計測物の密度差が、 確実に区別でき

るほど十分大きい用途で使用されます。

温度補正を必要と する、 すべての

用途。

周波数 と温度 示されている精度値は常に、 こ の 2 つの

バージ ョ ンの こ と を指し ます。

圧力の変動 > +/-6 bar の用途 周波数、 温度、 および圧

力

1,000

0,999

0,998

0,997

0,996

0 5 10 15 20 25 30
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Identifier （名称）

こ こ で計算用に選択する名前が、 後で他の計算に必要にな り ます。 この名前は、 システム内で 1 
度しか付ける こ と ができ ません。 こ のため、 Density 1 など、 連続し た番号付けが行われます。

Formula （数式）

"Density （密度） " を指定する と、 計測物密度の計算に必要な特定のオプシ ョ ンが、 デ ィ スプレ
イに表示されます。

Unit （単位）

対応する単位を設定するか、 単位を自由に定義する こ と ができ ます。

BA335Fen115
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Format （フ ォーマ ッ ト ）

小数以下の桁数を指定し ます。

Start Value （開始値） / End Value （終了値）

グ ラ フ表示に妥当な範囲と スケー リ ングを指定するために、 開始値 （例 ： 0.5g/cm3） と終了値
（例 ： 1.5g/cm3） を入力する必要があ り ます。

以下の 3 つの入力データ項目を、 入力に実際に示し た り 、 事前設定する こ と ができ ます。 

Temperature （プロセス温度）

プロセス温度 （例 ： temperature 1）

Pressure （圧力）

圧力伝送器 （例 ： デフ ォル ト 値） 

Frequency （周波数）

リ キフ ァ ン ト （例 ： frequency 1）

圧力センサが必要のない一般的な状況を例と し て、 圧力にデフ ォル ト 値をセ ッ ト し ます。 こ のよ
う な場合、 プロセス圧力 20bar など と設定でき ます。 これで、 計測物密度の決定に対するプロセ
ス圧力の影響は十分に補正されます。 誤差の分析に有効な ら、 こ う いった方法を 3 つすべての入
力変数に対し て実行する こ と も でき ます。

関連プロセス変数に加えて、 音叉はそれぞれ、 それ自体の個々の幾何形状を備えています。 それ
に対応する質量の差が、 音叉製造時に示され、 各センサご と に校正レポー ト に記載されます。 

標準の校正では、 真空の周波数 ƒ0, vac と密度感度が個々に決定されます。 オプシ ョ ンの "Special 
calibration H2O" を実行する と、 高精度を得る こ と ができ ます。 この機能が必要な場合は、 リ キ
フ ァ ン ト M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） を注文する と きにア ク セサ リ と し て提示し て く だ
さい。 その場合、 すべてのセンサ固有の定数 ƒ0, vac  、 S、 および C が個別に決定されます。 

Sensor-specific parameters （センサ固有のパラ メ ータ）

センサ固有のパラ メ ータの平均値は以下の通 り です。

納入時に別個の校正レポー ト が付属し ているため、 これは蓄積された情報です。 こ の平均値は、
バイモルフ 316L バージ ョ ンのためにすでに本機器に保存されています。 各値を入力でき る よ う
に、 真空周波数は "0" Hz が保存されています。 何も入力し ない と、 エラー メ ッ セージが表示さ
れます。

数式の記号 意味 単位

センサ固有の定数 ƒ0, vac 真空 °C における音叉の振動周波数 Hz

S 音叉部の密度感度 cm3/g

C 音叉の 1 次温度係数 Hz/°C
A 音叉の 2 次温度係数 Hz/°C2

D 圧力係数 1/bar

プロセス変数 t プロセス温度 °C

P プロセス圧力

（プロセス > 6 bar の場合のみ）

bar

（絶対）

音叉電子部品の計測値 ƒT,P,med プロセス温度 t、 プロセス圧力 p の計測物に

おける音叉の振動周波数

Hz

結果 ρmed 計測物の密度 g/cm3
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!

注意 ! 

以下のパラ メ ータは一例です。 

Convers. Factor （変換係数）

この変換係数は、 自由単位を選択し た場合に使用する こ と ができ ます。 この変換係数に基本単
位を掛けた計算結果が、 自由単位にな り ます。 
ヨーロ ッパ と米国の地域では、 以下のよ う にな り ます。 

[g/cm3 * 変換係数 = 自由単位 ] 

Store Data （データ保存）

"Yes" を選択する と、 密度計算値がデータ ロガーに書き込まれます。 Setup -> Signal Analysis -> 
Interm. Anal. （中間評価） も参照し て く ださい。

Field Calibration （現場校正）

この現場校正機能は、 FML621 デ ィ スプレ イでのみ使用する こ と ができ ます。 ReadWin では使用
でき ません。 

"Density" 運転モード でのみ選択する こ と ができ ます。 "Reference density" 運転モード では選択す
る こ と ができ ません。 

現場校正は、 密度計測値を実際の密度値に適合させるために使用し ます （オフセ ッ ト ）。 本機器
に目標の密度値を入力し、 この手順を実行する こ と によ って、 真空周波数に乗じ る補正係数が
決定されます。 

音叉 ƒ0, vac, 

Hz

S, 

cm3/g

C, 

1/°C

A, 

1/°C2

D, 

1/bar.

FTL50、 FTL51

SUS316L 相当 

1059 0.794 -0.253 -0.00015 -0.000008

FTL50、 FTL51

ハステ ロ イ C4

1115 0.692 -0.191 -0.0001 -0.000007

FTL51C

ECTFE

984 0.829 -0.251 -0.00045 +0.000034

FTL51C

RubyRed/PFA

944 0.795 -0.246 0.00006 +0.000034

FTL51C

PFA/EDLON

946 0.819 -0.257 -0.0001 +0.000034

FTL51C

エナ メ ル

1000 0.706 -0.092 -0.00008 +0.000034

FTL50H、 FTL51H

研磨仕上げ Ra 0.3 μm

1016 0.893 -0.234 -0.00015 -0.000008
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この補正が適当であ るか分から ない場合は、 Setup で "Correction F0" 係数を 1.0 に リ セ ッ ト する
こ と も でき ます。

8.2 Calculating the concentration after evaluating the density （密度を求
めた後、 濃度の計算を行う）

濃度は一般に、 密度と温度の関数と な り ます。 

!

注意 ! 

密度 <=> 濃度変換テーブルは計測物によ って異な り ます。 現場でご用意 く ださい。 

8.2.1 Definition of concentration （濃度の定義）

濃度は、 食品化学産業では重要な変数です。 こ の変数は、 混合物や溶液がどの く らいの純粋な物
質を含んでいるかを示し ます。 濃度は常に相対的な量です。 この量は、 質量または体積の単位で
計測する こ と ができ ます。 こ のため、 濃度は以下に基づいて求められます。

• 純粋物質の質量 m 物質 と溶液の総質量の比

m 物質 + m 溶媒 = m 溶液

CM/M = m 物質 / m 溶液

• 純粋物質の体積と溶液の体積 V 溶液の比 ：

CM/V = m 物質 / V 溶液

• 純粋物質の体積と溶液の体積 V 溶液の比 ：

CV/V = V 物質 / V 溶液

定義に応じ て、 典型的な濃度の単位には、 mass. %、 g/l、 vol.%、 質量モル濃度 （M）、 規定度
（N）、 パー ミ ル （千分率）、 °Brix、 °Plato、 °Baumé があ り ます。 混合物または溶液が複数の純粋
成分を含む場合、 各成分ご と に濃度を定義する こ と ができ ます （た と えば、 ミ ネ ラルウ ォー
ターの陽イオン と陰イオンの濃度など）。 また、 濃度を、 水分蒸発後に残る ミ ネ ラルの量と し て
評価する こ と も でき ます。

8.2.2 Identifier （名称）

Brix 度 （°Brix、 Brix、 %Brix も同様） は、 液体の比重の工業単位です。 食品産業で、 フルーツ
ジ ュースや飲料における砂糖の割合を判定するために特に使用されます。

°Brix の定義 ：

°Brix = (m シ ョ 糖 / m 溶液 ) * 100

この定義から、 °Brix 濃度はシ ョ 糖含有量のみを示し ます。 シ ョ 糖水溶液では、 密度と °Brix の比
が知られてお り 、 数式の表が公表されています。

Baumé 度 または °Bé は、 液体の密度を判定するための液体比重計の示度です。 Baumé 度は 
15.6°C を基準と し、 以下のよ う に定義されています。

水 ： 0 °Bé

10 質量 % の食塩水 ： 10 °Bé 
（濃縮食塩水は 24 °Bé）

BA335Fen118
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現在の濃硫酸は、 Baume 度の新しい固定点 （66 °Bé） と し て定義されています。 し たがって、
66 °Bé は、 15.6 °C 時の密度 1.8427 g/cm3 に対応し ます。

°Baume の定義 ：

• 1 g/cm3 未満の密度の場合 

°Baumé= KB (1 / ρ15.6 °C - 1)

これは、 15.6°C 時の食塩水の比重に適合された濃度です。 

• 1 g/cm3 を超え る密度の場合

°Baumé= KB (1 - 1 / ρ15.6 °C)

KB = 144.3 （比率）

一般

温度は、 濃度計算時に考慮する必要があ る外乱変数です。 液体は、 温度変化に従って変化し ま
す。 → 図 60 に、 水と シ リ コーンオイル AK5 の各温度に対する密度が示されています。 溶液中の
質量の比率は温度が変化し て も一定のま まなので、 この溶液の密度の温度依存性は、 体積濃度
の温度依存性を引き起こ し ます。 

BA335Fen084

図 60 ： 温度に依存し た水と シ リ コーンオイル AK5 の密度

さ らに考察する と、 以下の点が重要と なっています。

• 濃度は常に、 量と量の比に対応する （量の単位は質量または体積）
• 濃度は事例ご と に具体的に定義する必要があ る
• 質量と質量の比と し ての濃度は、 温度に依存し ない
• 質量と体積の比、 または体積と体積の比と し ての濃度は、 常に温度に依存する

8.2.3 Evaluating the concentration of a constant temperature （一定温度で濃度
を求める）

濃度 - 密度の変化は直線的ではあ り ません。 溶剤と溶解し ている物質の化学結合のために、 溶液
の体積は必ずし も各成分の体積の和にな り ません。 

図 63 に、 会合を形成する 2 つの限 り な く 混合可能な液体に対し て濃度がどのよ う に密度に依存
するか示されています （曲線 2）。 その化学的な作用のため、 密度は、 直線比例関係 （線 1） から
ずれています。 こ のよ う な場合は、 既知の温度における正確な密度 - 濃度特性を使用し て、 濃度
を決定する必要があ り ます。

場合によ っては、 混合し た成分 A と  B の既知の密度 と、 溶液密度から、 濃度を計算する こ と が
でき ます。 溶液に会合も化学結合も ない場合は、 こ の計算が有効です （図 63 の線 1）。 図 64 に、
2 つの液体 A と  B の体積比に対する密度の直線依存性が示されています。 密度 ρΑ と ρΒ が分かっ
て る場合、 溶液密度 ρΜ が計測され、 以下の関係が体積濃度 A  (CA(Vol)) に適用されます。
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0,92

0,90
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数式 （1） ：

図 61 ： CA(Vol)

体積濃度は、 数式 （2） によ り 質量濃度に変換する こ と ができ ます。

図 62 ： CA(mass)

図 63 ： 2 つの液体 A と B が会合 A-B を形成 （曲線 2）

図 64 ： 密度を使用し て体積濃度を決定する

上記の数式 （1） と （2） は、 一定の範囲でしか使用する こ と ができず、 大部分は、 石灰乳や油乳
濁液などの不均質な混合物に適用されます。 しかし、 純粋な溶液では、 こ の計算濃度は実際の値
からかな り 逸脱する こ と があ り ます。 こ の 1 例 と し てエタ ノール水溶液があ り ます。 40.0 vol.% の
エタ ノール溶液の密度は 0.94805 g/cm3 （20°C） です。 これは、 24.0 vol.% の計算濃度 （数式
（1）） に相当し ます。  16.0 vol.% と い う 許容でき ない偏差が、 溶液の化学的相互作用によ って生じ
ます。 数式 （1） と （2） は、 このよ う な用途には適し ていません。 

A – BA B

1

2

100 0

A M B

A

M

B

A vol. %
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8.2.4 Evaluating the concentration at different temperatures （温度別に濃度を
求める）

温度は、 濃度計算時に考慮する必要があ る外乱変数です。 プロセス温度と プロセス濃度がラ ンダ
ムに変化する可能性があ る場合は、 適当な参照テーブルまたは経験的関係式を使用し て く ださ
い。 こ のよ う なテーブルや関係式は、 温度 - 密度 - 濃度座標系の 3 次元領域になっているので、
さ まざまな引数および関数を使用する こ と ができ ます。 濃度を求めるには、 濃度を密度と温度の
関数と し て示す、 適当なテーブルを使用し ます。 こ のよ う な関数のグ ラ フの例については、
→ 図 65 を参照し て く ださい。 温度と計測密度ご と に濃度値が割 り 当て られます。
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図 65 ： 密度と温度の関数と し ての °Brix の濃度

テーブル C=F(T, ρ) に基づいて、 溶液の温度 TA における濃度 CA を、 密度 ρA を使用し て決定す
る こ と ができ ます。 質量濃度 （単位例 ： mass. %） は温度に依存し ないので、 計測された CA 値は
基準濃度と し て適用されます。 こ の基準濃度は、 基準動作条件下 （例 ： 20°C） での濃度です。 濃
度が体積濃度 （単位例 ： vol.%） の場合は、 基準濃度をそのよ う なテーブルから決定する こ と は
でき ません。 これは、 体積濃度と密度は （どち ら も温度の関数と し て） 独立し ているからです。 

テーブル C = F (T, ρ) は、 卓越し た解決策と し て知られています。 た と えば、 化学産業では、 温
度と濃度の関数と し ての密度 ρ = F (T,C) によ る テーブルを使用し ます。 このよ う なテーブルで
は、 特定の基準濃度の溶液の密度値がさ まざまな温度で計測されます。 こ のプロセスは、 密度を
決定するための典型的な実験室のセ ッ ト ア ッ プにも っ と も適し ています。 別の利点と し ては、 こ
う いったテーブルを質量濃度と体積濃度の基準濃度を求めるために使用でき る こ と です。 これ
は、 このテーブルが基準濃度を参照し ているからです。 

さ らに考察する と、 以下の点が重要と なっています。

• 濃度を求める ためのテーブルには、 2 つのタ イプがあ る。 タ イプ C = F (T, ρ) ： °Brix  濃度の計
算用と し て知られています。 タ イプ ρ = F (T,C) ： 化学産業で幅広 く 使用されています。 簡単な
実験室計測値に基づいています。 

• テーブル C = F (T, ρ) は、 質量単位の基準濃度を求めるためだけに使用する こ と ができ る。 体
積単位の基準濃度は求める こ と ができ ません。

• テーブル ρ = F (T,C) は、 質量単位 と体積単位の基準濃度を求めるのに使用する こ と ができ る。
これは、 基準濃度がこ のテーブルの引数であ るためです。
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8.2.5 Calculating the concentration with table C = F (T, ρ)
（テーブル C = F (T, ρ) による濃度の計算） 

このテーブルの構成は以下の通 り です。

現在の密度 ρa と温度 ta が分かっています。 濃度 Ca を計算し ます。 

例：

以下のテーブルに、 °Brix のテーブルが示されています。 

°Brix のテーブル：

関連 °Brix 値が、 密度と温度の関数と し て示されています。

このよ う なテーブルを入力でき るのは、 ReadWin® 2000 を使用し た場合のみです。 Curve メ
ニュー項目を選択する こ と によ って、 5 つの独立し た特性曲線を定義する こ と ができ ます。 この
演算チャ ンネルでこの曲線をそれぞれ参照する こ と ができ ます。 

例に示すよ う に、 2 次元または 3 次元と し て特性を入力する こ と ができ ます。 2 次元曲線は、 温
度が大部分一定で、 それに応じ て必要な精度が低い用途に使用し ます。

用途に応じ て、 3D フ ィ ール ド に 大 15 点を保存する こ と ができ ます。

入力すべき Z 値の数は、 X 点の数に Y 点の数を掛ける こ と によ って導き出し ます。

!

注意 ! 

この特性値の集合には、 想定される濃度と温度の範囲全体が含まれています。 計測値がこ の特性
値の集合の範囲外にな る と、 演算チャ ンネルにエラー メ ッ セージが出力されます。
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"Edit Table" ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 値を入力する別個のウ ィ ン ド ウ を表示し ます。

t1 t2 t3 ... tm

ρ1 C11 C12 C13 ... C1m

ρ2 C21 C22 C23 ... C2m

ρ3 C31 C32 C33 ... C3m

ρ4 C41 C42 C43 ... C4m

... ... ... ... ... ...

ρm Cn1 Cn2 Cn3 ... Cnm

温度 °C 10 20 30 50

密度 g/cm3

1.030 7.58 8.02 8.71 10.71

1.050 12.38 12.84 13.56 15.55

1.070 16.99 17.50 18.24 20.23

...

1.310 63.25 63.95 64.80 66.65

1.320 64.91 65.60 66.45 68.29

1.330 66.55 67.23 68.08 69.91
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次に、 演算チャ ンネルで特性を選択する必要があ り ます。
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表示オプシ ョ ンを設定する と、 上記で入力し たテーブルに基づいて、 以下のよ う に結果を表示
する こ と ができ ます。

BA335Fen121
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8.2.6 Calculating the concentration with table ρ = F (T, C)
（テーブル ρ = F (T, C) による濃度の計算）

このテーブルの構成は以下の通 り です。

現在の密度 ρa と温度 ta が分かっています。 濃度 Ca を計算し ます。 

実験室環境では、 あ る濃度または混合物の比率を特定の温度 （例 ： 基準温度） で作 り 出すこ と
ができ るので、 このタ イプのテーブルがよ く 使用されます。 基準濃度が分かっているすべての溶
液の密度変化を、 温度を変化させる こ と によ って比較的簡単に決定する こ と ができ ます。

°Brix 濃度の簡単なテーブルが下記に示されています。

°Brix のテーブル：

関連密度値が、 濃度と温度の関数と し て示されています。 

このよ う なテーブルを入力でき るのは、 ReadWin® 2000 を使用し た場合のみです。 Curve メ
ニュー項目を選択する こ と によ って、 5 つの独立し た特性曲線を定義する こ と ができ ます。 この
演算チャ ンネルでこの曲線を参照する こ と ができ ます。

例に示すよ う に、 2 次元または 3 次元と し て特性を入力する こ と ができ ます。 2 次元曲線は、 温
度が大部分一定で、 それに応じ て必要な精度が低い用途に使用し ます。

用途に応じ て、 3D フ ィ ール ド に 大 15 点を保存する こ と ができ ます。

入力すべき Z 値の数は、 X 点の数に Y 点の数を掛ける こ と によ って導き出し ます。

!

注意 ! 

この特性値の集合には、 想定される濃度と温度の範囲全体が含まれています。 計測値がこ の特性
値の集合の範囲外にな る と、 演算チャ ンネルにエラー メ ッ セージが出力されます。

上記の例に示されている よ う に、 "Curve" サブ メ ニューを使用する と、 新しい曲線を入力する こ
と ができ ます。

t1 t2 t3 ... tm

C1 ρ11 ρ12 ρ13 ... ρ1m

C2 ρ21 ρ22 ρ23 ... ρ2m

C3 ρ31 ρ32 ρ33 ... ρ3m

C4 ρ41 ρ42 ρ43 ... ρ4m

... ... ... ... ... ...

Cn ρn1 ρn2 ρn3 ... ρnm

温度 °C 10 20 30 50

°Brix

10.0 1.0401 1.0381 1.0351 1.027

15.0 1.0615 1.0592 1.056 1.0475

20.0 1.0836 1.081 1.0776 1.0688

...

70.0 1.3526 1.3475 1.3422 1.3308

75.0 1.3846 1.3794 1.3739 1.3625

80.0 1.4175 1.4122 1.4067 1.3952
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"Edit Table" ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 値を入力する別個のウ ィ ン ド ウ を表示し ます。
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次に、 演算チャ ンネルで特性を選択する必要があ り ます。

BA335Fen123
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表示オプシ ョ ンを設定する と、 上記で入力し たテーブルに基づいて、 以下のよ う に結果を表示
する こ と ができ ます。
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アルコール溶液の例

も う  1 つの例では、 エタ ノール溶液の濃度の計算を示し ます。 25.0 °C における濃度が不明なア
ルコール水溶液の計測によ る密度は、 0.9430 g/cm3 です。 この値は、 エタ ノールの濃度テーブル
に以下のよ う に示されています。

エタ ノール水溶液の計算結果 Ca は、 40.6 vol.% です。 直接決定し た この溶液の基準濃度は 40.9 
vol.% です。 エタ ノ ールの計測誤差は、 0.7 % すなわち 0.3 vol. % です。 この計測誤差は、 密度 - 濃
度比の非直線性に依存し、 よ り 詳細な濃度テーブルの分析によ り  低減する可能性があ り ます。 

8.2.7 Notes and summary （注記と ま とめ） 

1. 濃度を決定する 適な方法は、 密度 - 濃度 - 温度テーブルを使用する方法です。 2 つのタ イ
プの濃度テーブルは、 以下の点を踏まえて検討する必要があ り ます。 

- 密度 と温度の関数 と し ての濃度
- 温度 と濃度の関数 と し ての密度

2. 濃度の式 （下記参照） は、 特定の温度を基準とするので、 一定の範囲でしか使用する こ と
ができ ません。 この濃度の式を使用する と、 濃度値の大まかな評価を行 う こ と ができ ます。 

演算チャ ンネルの単位を選択後 （た と えば、"Density" モジュールを選択後）、 この関係式を、
テーブル値を入力する こ と な く 直接設定する こ と ができ ます。 ρt は、 温度 t におけ る密度
（g/cm3） を示し ます。 

°Brix = 270.4 (1 - 1/ρ15 °C) 

(15 °C 時 )

こ の数式は、 °Brix 範囲 0 ～ 80 に適用されます。 テーブルの出典 ：
"Brix Measurement" （Brix 計測） 技術検査手順書 （USDA 加工食品検査官用）、 US Department
of Agriculture, Agricultural Marketing Service, Fruit and Vegetable Division, Processed Products
Standardization and Inspection Branch, Washington, D.C., April 1960", file code 135-A-3 （米国
農務省、 農業流通局、 青果物部門、 加工品標準化および検査支部、 ワ シン ト ン D.C、 1960
年 4 月、 フ ァ イルコード 135-A-3）

以下の単位式 （すべて 15.6 °C 時） に、 他の相互関係が示されています。

°Brix = 144.3 (1 - 1/ρ15.6 °C) 

°API = 141.5/ρ15.6 °C - 131.5 

°Twad = 200 (ρ15.6 °C - 1) 

基準濃度 計測温度

vol.% 20.0°C 30.0°C

35.7 0.9546 0.9482

46.2 0.9373 0.9298
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8.3 Reference density （基準密度）

定義 ： 基準密度は、 標準状態での計測物密度です。

液体の密度は、 温度が上昇する と体積が上昇するので温度に依存し ます。 し たがって、 密度計測
値は、 同じ温度でのみ比較する こ と ができ ます。 

液体の密度規格値は特定の温度条件を基準と し ます。 し たがって、 この密度規格値はしばしば、
基準条件と呼ばれます。 

基準条件は産業や国によ って異な り ます。 よ って温度 0 °C、 15 °C、 18 °C、 20 °C などで指定す
る こ と ができ ます。 た と えば DIN1343 には、 温度 273.15 K （ケルビン） （0 °C）、 圧力 101325 Pa
（パスカル） （1.01325 bar、 絶対圧力） における気体の標準条件が指定されています。 

基準温度から逸脱し た温度で計測物密度を計測する場合は、 その値を基準密度に変換する必要
があ り ます。 こ の変換は、 体積の温度依存性 （体膨張率） または密度の温度依存性 （密度温度係
数） が分かっている場合に行 う こ と ができ ます。

液体の体膨張率が分かっている場合、 以下のよ う に基準密度を計算する こ と ができ ます。

 ρ0 = ρt [1 + ϒ(t - t0)]

基準密度の単位は、 計測するプロセス密度と同じです （例 ： kg/dm3 や g/cm3）。

Example（例）：

密度 0.9467 g/cm3 が本密度計測機器を使用し て計測されま し た （シ リ コーンオイル AK20 、 25.0 
°C）。 基準温度 20.0°C における実験室の密度計測値は 0.9513 g/cm3 にな り ます。 シ リ コーンオイ
ル AK20 の体膨張率は、 9.7 * 10-4 1/°C です。 こ の 2 つの密度計測値は整合するでし ょ う か？

以下の変換式を、 数式編集 （デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621） に入力す
る こ と ができ ます。 

ρt = 0.9467 g/cm3

ϒ = 9.7 * 10-4 1/°C

t = 25.0 °C

t0 = 20 °C

ρ0 = 0.9467 * [1 + 0.00097 * (25.0 - 20.0)] = 0.9513 g/cm3

計算し た基準密度が、 基準温度における実験室の値 と一致するので、 上記 2 つの密度計測値は
整合し ます。 

密度温度係数が分かっている場合、 以下のよ う に基準密度を計算する こ と ができ ます。

ϒ 体膨張率 1/°C
ρ0 基準密度 g/cm3

ρt 動作密度 / プロセス密度 g/cm3

t0 基準温度 °C
t 動作温度 / プロセス温度 °C

ρ0 基準密度 g/cm3

ρt 動作密度 / プロセス密度 g/cm3

δ 密度の温度係数 1/°C
t 動作温度 / プロセス温度 °C
t0 基準温度 °C
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 ρ0 = ρt / [1 + δ(t0 - t)]

Example （例） ：

密度 1.1056 g/cm3 が本密度計測機器を使用し て計測されま し た （エチレ ング リ コール、 30.0 
°C ）。 基準温度 20.0°C における実験室の密度計測値は、 1.1126 g/cm3 にな り ます。 エチレ ング リ
コールの密度温度係数は 6.29 * 10-4 1/°C です。 
この 2 つの密度計測値は整合するでし ょ う か？

ρt = 1.1056 g/cm3

δ = 6.29 * 10-4 1/°C

t = 30.0 °C

t0 = 20.0 °C

ρ0 = 1.1056 / [1 + 0.000629 * (20.0 - 30.0)] = 1.1126 g/cm3

計算し た基準密度が、 基準温度における実験室の値と一致するので、 上記 2 つの密度計測値は
整合し ます。

8.3.1 Volume expansion coefficient （体膨張率）

体膨張率は、 温度が 1 ケルビン （すなわち 1 °C） 変化し た と きの計測物の体積変化値 （全体積
に対する値） を表し ます。

ϒ = (V2 - V1) / [V1 * (t2 - t1)]

!

注意 ! 

数多 く の液体に関する体膨張率が分かっています。 体膨張率は、 計測物特性のテーブルに記載
されています。 

8.3.2 Density temperature coeficient (density TC) （密度温度係数 （密度 TC））

密度温度係数 （密度 TC） は、 温度が 1 ケルビン （すなわち 1 °C） 変化し た と きの計測物の密度
変化値 （全密度に対する値） を表し ます。

δ = (ρ2 - ρ1) / [ρ1 * ( t1 - t2)]

数多 く の液体に関する さ まざまな温度における液体の密度情報が分かっています。 密度情報は、
計測物特性のテーブルに記載されています。 

APPLICATOR1 には、 数多 く の液体に関する 2 つの異なる温度における 2 つの密度値が保存され
ています。 これらの値は、 密度が分かっている温度範囲において、 計測物の密度温度係数を計算
するために使用する こ と ができ ます。 

1 APPLICATOR は、 計測処理に適切な製品を決定し、 選択する ための手軽な選定 / 設定ツール
です。 プラ ンニング段階で、 特定のアプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータに関する質問に答えてい く
と、 用途に適し た製品 と解決策が決定されます。 APPLICATOR は、 www.endress.com で入手す
る こ と ができ ます。 

ϒ 体膨張率 1/°C
V1 プロセス温度 t1 時の体積 cm3

V2 プロセス温度 t2 時の体積 cm3

t1, t2 プロセス温度 °C

δ 密度温度係数 1/°C
ρ1 温度 t1 時の密度 g/cm3

ρ2 温度 t2 時の密度 g/cm3

t1, t2 プロセス温度 °C
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!

注意 ! 

密度温度係数と体膨張率は、 異なる指標です。

例：

1- プロパ ノールの特性表から、 1- プロパ ノ ールの密度は、 20 °C 時 0.8046 g/cm3、 30 °C 時 
0.7964 g/cm3 であ る こ と が分か り ます。 し たがって、 この液体の密度温度係数は以下の通 り で
す。

δ = (0.7964 - 0.8046) / [0.8046 * (20 - 30)] = 1.019 * 10-3

8.3.3 Thermal expansion coefficient ϒ （熱膨張率 ϒ）

出典 ： Kaye & Laby、 Tables of Physical and Chemical Constants （理化学定数表） 

8.3.4 Saving a characteristic curve （特性曲線の保存）

体膨張率と は対照的に、 曲線を こ こ で保存する こ と ができ ます。 こ の曲線は、 た と えば新しい溶
液の値が実験室で決定され、 膨張率が判定されていない場合などに役立ちます。 

温度によ る密度の変化が直線関数ではないため （ 一般的に）、 基準密度は、 密度 - 温度曲線を使
用する と よ り 正確に計算する こ と ができ ます （テーブルは、 ユーザが入力する）。 ポイ ン ト の
数 ： 大 15 対の値

基準温度 t0 は、 ユーザが入力し ます。 密度値 （ρM） は計測周波数 FM から計算される値です。 
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計算：

• 初に、 ρt が温度 t における曲線から決定されます。 
• ρ0 と ρt が両方 と も補間されます （テーブルの範囲外は外挿）。
• ρ0/ρt ≅ ρt0/ρM の場合は、 値 ρt0 を計算する こ と ができ ます。 
• 次に、 値 ρt0 が ρ0 と比較されます。 

物質 基準温度、°C ρn, g/cm3 ϒ ∗ 103, 1/K

アセ ト ン 20 0.791 1.43

ベンゼン 20 0.879 1.21 

ク ロ ロ ホルム 20 1.483 1.27

エタ ノール 20 0.789 1.09

グ リ セ リ ン 20 1.261 0.49

メ タ ノール 20 0.792 1.18

テレ ビン油 20 0.855 0.96

ト ルエン 20 0.867 1.07 

m- キシレ ン 20 0.864 0.99

0

M

t

t

t0

t
0
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アナロ グ出力によ るデ ィ スプレ イへの出力 ：

• ρt0

テーブルの密度の値は 0 を下回ら ないよ う にし て く ださい。 

Example（例）

温度 15 °C における水の密度を表示する場合は、 体膨張率 と は対照的に、 独立し た計算モジュー
ルを利用する こ と ができ ます。 

"Mathematics" モジ ュールでは、 "Reference Density" 数式を選択する こ と によ って、 特定のデー
タ を入力する こ と ができ ます。 こ こ で、 密度曲線は、 数式処理モジュールの一項目です。 独立し
た曲線ではあ り ません。 

モジ ュールの設定は以下の内容です。

BA335Fen125
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曲線の保存 ： 
こ こ で、 ポイ ン ト の数と表示する基準温度を指定し ます。 

BA335Fen126

BA335Fen127
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8.4 Medium detection （計測物の検出）

"Medium detection" モジュールは、 異なる計測物を簡単に識別でき る よ う にする ための機能で
す。 こ のために、 4 つの曲線を入力する こ と ができ ます。 この曲線はそれぞれ、 2 対の値で記述
されます （温度と密度）。 こ のよ う にし て、 温度依存性をそれに応じ て考慮する こ と ができ ます。

この検出情報は、 適切な ヒ ステ リ シス を付けて リ レー出力に出力する こ と ができ ます。

BA335Fen090

図 66 ： M1 = 計測物 1 ； M2 = 計測物 2 ； M3 = 計測物 3 ； S1 = 切替し きい値 1 ； S2 = 切替し きい値 2 * ヒ ス

テ リ シス （%） ヒ ステ リ シスは、 ReadWin などで入力する こ とができます。 

対応する入力画面が続き ます。 計測物密度の決定に応じ て入力が表示されます。 こ のセ ク シ ョ ン
で曲線を指定する こ と ができ ます。
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BA335Fen128

図 67 ： 数式処理、 数式 ： 計測物検出

このサブ メ ニューで曲線を指定し ます。 Outputs/Relay メ ニュー項目で リ レーを割 り 当て済みの
場合、 こ こ で リ レーを選択する こ と ができ ます。

BA335Fen129
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少な く と も 1 つの曲線の入力を完了する と、 表示機能を設定する こ と ができ ます。

BA335Fen130

デ ィ スプレ イの表示例 ：

BA335Fen131

 →

BA335Fen132
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9 Maintenance （保守）
本機器には、 特別な保守 / サービ ス作業は必要あ り ません。

10 Accessories （アクセサリ）
General（一般）

Extension cards（拡張カード）

本機器は、 大 3 枚の拡張カード （共通、 デジ タル、 電流、 Pt100） で拡張する こ と ができ ま
す。

名称 オーダーコード

PC またはモデムに接続する ための FML621 用ケーブルセ ッ ト RXU10-A1

パネル取付 （144 × 72 × 43 mm） 用分離デ ィ スプレ イ FML621A-AA

レール取付用保護ハウ ジング IP 66 52010132

PROFIBUS イ ン ターフ ェ イ ス RMS621A-P1

接着ラベル、 印刷済み （ 大 2 × 16 文字） 51004148

TAG 番号用金属プレー ト 51002393

プレー ト （紙）、 TAG 3 × 16 文字 51010487

名称 オーダーコード

デジ タル

6 ×デジ タル入力、 6 × リ レー出力一式、 端子と固定用フ レームを含む

FML621A-DA

デジ タル、 ATEX 認可

6 × デジ タル入力、 6 × リ レー出力一式、 端子を含む

FML621A-DB

2 × U, I, TC

出力 2 × 0/4-20 mA/ パルス、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

FML621A-CA

多機能、 2 × U、 I、 TC ATEX

出力 2 × 0/44 mA/ パルス、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

FML621A-CB

温度 （Pt100/Pt500/Pt1000）

一式、 端子 と固定用フ レームを含む

FML621A-TA

温度、 ATEX 認可 （Pt100/PT500/PT1000）

一式、 端子を含む

FML621A-TB

共通 （PFM/ パルス / アナロ グ / 伝送器電源供給ユニ ッ ト ） 一式、 端

子と 固定用フ レームを含む

FML621A-UA

共通 ATEX 認可 （PFM/ パルス / アナロ グ / 伝送器電源供給ユニ ッ ト ）

一式、 端子を含む

FML621A-UB



Troubleshooting （ ト ラ ブルシューテ ィ ング）

エン ド レスハウザー ジャパン 139

11 Troubleshooting （ ト ラ ブルシューテ ィ ング）

11.1 Diagnosis (error messages) （診断 （エラー メ ッ セージ）） 

エラー メ ッ セージは、 背景色の変化と エラーテキス ト （オプシ ョ ン） によ ってデ ィ スプレ イ上
に表示されます。 検出されたエラーの リ ス ト は、 Main menu -> Diagnosis -> Error List に表示され
ます。 

11.1.1 Interpreting errors （エラーの解釈 （例））

!

注意 ! 

プロセスエラーを確認する よ う 求められるのは、 Setup でそのよ う に設定し た場合のみです。 セ
ク シ ョ ン 5.3 「Error messages display （エラー メ ッ セージの表示）」 も参照し て く ださい。

• エラー リ ス ト の表示例 ： signal range violation E-131, Density 1 （信号レ ンジ異常 E-131、
Density 1）

!

注意 ! 

Density 1 は、 入力情報 （frequency 1、 temperature 1、 pressure 1） を利用し て計算されます。 この
情報のい く つかが欠落し ている場合、 あ るいは入力または出力情報が定義し た値範囲に対応し
ていない場合、 エラーが出力されます。 

• プロセスエラーが記録されたエラー リ ス ト は、 Diagnosis メ ニューに表示されます。 
Main menu ： Diagnosis -> Error List 

エラー リ ス ト のエン ト リ を選択し、 水平方向にス ク ロールする と、 追加の情報を表示する こ と
ができ ます。 

!

注意 ! 

端子 A-10 （frequency 1） でのレ ンジ異常のために、 端子 E- 131 にもエラーが出力されま し た。
つま り 、 この端子の出力情報は数式計算の計算結果であ り 、 その計算結果が定義された値範囲
から外れたためです。

BA335Fen087

 →

BA335Fen094

BA335Fen089

 →

BA335Fen090

BA335Fen091

 →

BA335Fen095
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• Terminal Info （Main Menu -> Diagnosis -> Terminal Info） に、 入力または出力端子における保留
中の値が示されます。 

この例では、 端子 A-10 における周波数情報が 0.0 Hz なので、 エラーが出力されます。 次に、 端
子 A-10 の情報が欠落し た理由をユーザが確認する必要があ り ます。 可能性のあ る原因には、 保
守作業、 接続ケーブルの断線、 センサの欠陥などがあ り ます。

11.2 Troubleshooting instructions （ ト ラ ブルシューテ ィ ングの方法）

試運転後または運転中にエラーが発生し た ら、 以下のチェ ッ ク リ ス ト を使用し て、 ト ラブル
シ ューテ ィ ングを開始し て く ださい。 各種の質問に答えてエラーの原因を突き止め、 適切な是正
処置が示されます。

TI420Fen017

BA335Fen092

 →

BA335Fen093
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計測エラー 原因 対策

センサへの機械的損傷 センサを交換し ます。

不正なセンサパラ メ ータが入力された FTL5x のシ リ アルナンバを校正データ と 比

較し ます （校正レポー ト を参照）。

計測物溜ま り に細菌が発生 必要な ら、 定期的にセンサを清掃し ます。

システムエラーメッセージ 原因 対策

"Calibration data error slot %c"

校正データエラー ス ロ ッ ト  %c

工場出荷時に設定された校正データが不良 /

読み取る こ と ができ ない

カード を取 り 外し、 も う 一度挿入し て く だ

さい

( →セ ク シ ョ ン 3.2.1 「Installing extension 

cards （拡張カード の取付）」 )。 

エラー メ ッ セージが再び表示される場合は、

弊社にお問い合わせ く ださい。

リングメモリエラーメッセージ 原因 対策

"Error reading curr. read item"

現在の読み取 り 項目の読み取 り エラー

イベン ト バッ フ ァ が不良、 読み取 り エラー 弊社サービ スにお問い合わせ く ださい。 リ

ング メ モ リ を リ セ ッ ト する必要があ り ます。

"Error reading curr. write item"

現在の書き込み項目の読み取 り エラー

イベン ト バッ フ ァ が不良、 書き込みエラー

"Error reading curr. oldest value"

現在の も っ と も古い値の読み取 り エラー

入力 / 出力の一般エラー 原因 対策

"Terminal not assigned!"

端子が割 り 当て られていません

割 り 当てていない端子が自己診断 メ ニ ュー

に表示される

使用し ている端子のみ選択し て く だ さい。

"Circuit break:Slot, terminal"

断線 ： ス ロ ッ ト 、 端子

電流入力の入力電流が 3.6 mA （設定が 4 ～ 

20 mA の場合） 未満、 または 21 mA を超過

• 配線が ミ ス

• センサが故障

• 流量伝送器の終了値の設定が不正

• センサの設定をチェ ッ ク し て く ださい。

• センサの機能をチェ ッ ク し て く ださい。

• 接続されている流量計の終了値をチェ ッ

ク し て く だ さい。

• 配線をチェ ッ ク し て く だ さい。

"Range violation; Circuit break ok:Slot, 

terminal"

レ ンジ異常 ； 断線 ok ： ス ロ ッ ト 、 端子

エラー メ ッ セージがない

エラーを消去し た後に、 イベン ト リ ス ト に

情報が入力される 

"Pulse buffer overflow"

パルスバッ フ ァ のオーバーフ ロー

蓄積されているパルス数が多すぎ る ため、

パルスカ ウ ン タがオーバーフ ローし、 パル

スが失われた。

パルス係数を大き く し て く だ さい。

"Range violation: Slot, terminal"

レ ンジ異常 ： ス ロ ッ ト 、 端子

3.6 mA < × < 3.8 mA （設定が 4 ～ 20 mA の場

合）、 20.5 mA < × < 21 mA または

160 > × > 1600 Hz （設定がパルス /PFM の場

合）

• 配線が ミ ス

• センサが故障

• 流量伝送器の終了値の設定が不正

• センサの設定をチェ ッ ク し て く ださい。

• センサの機能をチェ ッ ク し て く ださい。

• 接続されている流量計の終了値をチェ ッ

ク し て く だ さい。

• 配線をチェ ッ ク し て く だ さい。
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"Signal range violation Slot, terminal"

信号レ ンジ異常 ： ス ロ ッ ト 、 端子

電流出力信号が 3.6 mA 未満、 または 21 mA 

を超過

• 電流出力のスケー リ ングが適正かチェ ッ

ク し て く だ さい。

• スケー リ ングの開始値や終了値を変更し

て く ださい。

S-DAT  モジュール 原因 対策

"Error when writing the counter readings and/

or operating data to the S-DAT module!"

カ ウ ン タ指示値および / または運転データ

を S-DAT モジュールに書き込むと きのエ

ラー

S-DAT モジ ュールに対するデータ読み書き

時のエラー

S-DAT モジ ュールを取 り 外し、 も う 一度取

付けます。 必要な場合は、 弊社サービ スにお

問い合わせ く だ さい。

"Error reading the operating data from the S-

DAT module!"

運転データ を S-DAT モジ ュールから読み取

る と きのエラー

S-DAT モジ ュールに対するデータ読み書き

時のエラー

S-DAT モジ ュールを取 り 外し、 も う 一度取

付けます。 必要な場合は、 弊社サービ スにお

問い合わせ く だ さい。

" S-DAT error"

S-DAT エラー

S-DAT が接続されていない。 S-DAT 上に

データがない、 または S-DAT が他の機器の

ものであ る

S-DAT をチェ ッ ク し て く だ さい。 

必要な場合は、 弊社サービ スにお問い合わ

せ く ださい。

入力 / 出力の一般エラー 原因 対策

セットアップ中のエラーメッセージ 原因 対策

"Invalid date!"

日付が無効です

入力し た日付が不正 入力し た値を修正し て く ださい。

 "Invalid time!"

時刻が無効です

入力し た時間が不正 入力し た値を修正し て く ださい。

 "Delta t must lie between 0 and 60 s!"

Δt は 0 ～ 60 にし て く だ さい

勾配を指定する と きに、 不正な時間 ∆t が入

力された

値の リ ミ ッ ト 値に従って、 値を入力し て く

だ さい。

"It was not possible to read out the operating 

data. The standard values will be used."

運転データ を読み取る こ と ができ ませんで

し た。 標準値が使用されます。

フ ォーマ ッ ト が異な る ため、 保存された運

転データ を読み取る こ と ができ ない

ソ フ ト ウ ェ アで用意されている フ ォーマ ッ

ト が、 実際の現在のフ ォーマ ッ ト と一致し

ないため、 本機器を再設定し て く だ さい。 再

設定後もエラーが発生する場合は、 弊社

サービ スにお問い合わせ く だ さい。

"Start and end value must not be the same!"

開始値と 終了値を同じ値にし ないで く ださ

い

入力 / 出力のスケー リ ングの上下限値に、

同じ値が入力されている 

入力 / 出力のスケー リ ングの値をチェ ッ ク

し て く だ さい。 開始値 / 終了値編集フ ィ ー

ル ド に同じ値が入力されている 場合は、 値

を修正し て く だ さい。

テーブル入力 原因 対策

All the values must be unique in this column 

(duplicate values cannot occur).

Correct entry!

この列の値はすべて一意にする必要があ り

ます 

（値の複製は不可）。 

正し く 入力し て く ださい

テーブルが不完全 （た と えば、 リ ニア ラ イ

ゼーシ ョ ンなど）

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルの値を

チェ ッ ク し て く ださい。 複製値が 初の列

に含まれている 場合は、 2 つの値の う ち一

方を修正するか、 複数回テーブルに含まれ

ている値を、 1 行を除いてすべて削除し て く

だ さい。
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No more lines can be added since the max. 

number of lines （specified by the device） has 

already been reached!

(Only in ReadWin® 2000)

本機器で指定された 大数に達し たので、

これ以上行を追加する こ と はでき ません 

（ReadWin® 2000 のみ）

テーブルで意図されている行数よ り も多 く

の行を入力し よ う と し た

これまで入力し たセルがすべて必要かど う

かチェ ッ ク し て く ださい。 た と えば以下の

場合、 余分な行を削除し て く ださい。

• 行 1 ： 4mA --> 0m

• 行 2 ： 8mA --> 10m

• 行 3 ： 12mA --> 20m

こ の場合、 入力信号 と し て 8mA を含んだ行

は省略する こ と ができ ます。 理由は、 

FML621 が、 内蔵の中間値補完によ り 、 値の

対 8mA --> 10 を自動的に計算するか らで

す。 これで、 テーブルで 1 行分が節約され、

それを別の値の対に使用でき る よ う にな り

ます。

Each table has to contain at least 2 lines. No 

more lines can be deleted!

各テーブルには 低 2 行は必要です。 これ

以上行を削除する こ と はでき ません。

テーブルで行数を 1 行以下まで減ら そ う と

し た

行数が 2 を下回る と、 FML621 で中間値補完

を正し く 行 う こ と ができ な く なるので、 こ

のエラー メ ッ セージが出力されます。 < これ

以上行を削除し ないで く ださい。 2 行未満の

テーブルは、 あって も意味がないので、 関

連機能が実行されないよ う に、 そのテーブ

ルを無効にし て く ださい。

数式編集のエラーメッセージ 原因 対策

"Error in formula" 

数式にエラーがあ り ます

数式のチャ ンネルエラー 数式編集を使用し て、 入力し た数式を

チェ ッ ク し て く だ さい。 数式がエラーの場合

は、 演算チャ ンネルの設定セ ク シ ョ ンにあ

るガイ ド ラ イ ンに従って く ださい。

Too many parameters!

パラ メ ータの数が多すぎます

この関数に入力されたパラ メ ータが多すぎ

る

1 つの機能に送るパラ メ ータ数をチェ ッ ク し

て く ださい。 た と えば、 常用対数に含める

こ と ができ るパラ メ ータ数は 1 つだけです。

Invalid operator!

演算子が無効です

この関数で許可されない演算子を指定し た 数式が正しい こ と をチェ ッ ク し て く だ さい。

Formula buffer has been destroyed!

数式バッ フ ァ が破棄されま し た

入力し た数式が破棄されま し た / 正し く な

い

本機器を再起動し、 必要な ら数式を再入力

し て く ださい。 エラーが再度発生し た場合

は、 弊社にお問い合わせ く ださい。

Size estimate of the memory: insufficient 

memory!

メ モ リ のサイ ズ評価 ： メ モ リ が不足し ま し

た

保存するデータの量が、 本機器の メ モ リ 容

量を超過し た

数式をチェ ッ ク し て く だ さい。 使用する テー

ブルのサイ ズ （ 大サイ ズ、 操作パラ メ ー

タの リ ス ト を参照） と 保存する値の数が多

すぎます。 低減化 / 適化が可能か （た と

えば、 メ モ リ 間隔を長 く する） を確認し て

く だ さい。

Missing operand

オペラ ン ド が見つか り ません

保存された数式にオペラ ン ド が指定されて

いない

オペラ ン ド を追加し ます。

Number of opening and closing brackets is not 

equal!

左括弧と右括弧の数が等し く あ り ません

数式内での右括弧が少ない / 多い 数式をチェ ッ ク し て く だ さい。 左括弧と右

括弧の数が一致し ていますか？ 必要な ら、

数式の括弧を修正し て く ださい。

Error in the syntax of the formula!

数式の構文にエラーがあ り ます

入力し た数式の構文エラー 数式をチェ ッ ク し て く だ さい。 た と えば、

"+" の後ろにも う  1 つ被加数があ る場合、 正

しいパラ メ ータが使用されているか確認し

ます。

Error in the function!

関数にエラーがあ り ます

関数の一般エラー 数式をチェ ッ ク し て く だ さい。

テーブル入力 原因 対策
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Too few parameters!

パラ メ ータの数が足 り ません

関数に入力されたパラ メ ータの数が足 り な

い

1 つの関数に送るパラ メ ータ数をチェ ッ ク し

て く ださい。 た と えば、 常用対数には 1 つ

のパラ メ ータが必要です。

Division by 0!

ゼロで除算し ています

数式の分母の計算結果が値 = 0 設定し たエラー処理をチェ ッ ク し て く ださ

い。 た と えば、 除算の分母にその値が含ま

れる入力が断線し た場合以後の計算に、 一

定の値を使用する場合、 その値は 0 以外の

値にセ ッ ト し て く ださい。 

"The formula can be max. 200 characters long! "

（ReadWin® 2000 のみ）

数式が 200 文字以上です。

入力された文字が 200 個を超えている 数式を 200 文字以内に制限し て く だ さい。

Function not found.

関数が見つか り ません

関数が数式の期待された位置にない 数式をチェ ッ ク し て く だ さい。

リモートアラームエラーメッセージ 原因 対策

"SMS sent successfully"

SMS が正常に送信されま し た

エラー メ ッ セージではあ り ません。 OK イベ

ン ト 時に、 イベン ト リ ス ト に単に入力され

ます。

"'SMS could not be sent to all configured 

recipients"

SMS を送信でき なかった受信者があ り ます

SMS サービ スセン タ /SMS 受信者に連絡で

き なかった （た と えば、 間違った番号を設

定し たためなど）。

設定し た電話番号をチェ ッ ク し、 必要な ら、

サービ スプロバイ ダにお問い合わせ く ださ

い。

数式編集のエラーメッセージ 原因 対策
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11.3 Spare parts （スペアパーツ）

!

注意 ! 

リ キフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） （標準校正または特殊校正） には必ず、 校正レ
ポー ト が付属し ています。 

必要な場合は、 校正レポー ト を追加注文する こ と も でき ます （シ リ アルナンバを提示し て く だ
さい）。

BA335Fxx340

図 68 ： FML621 スペアパーツ

項目番号 名称 説明 注文コード

1 フ ロ ン ト デ ィ スプレ イ な しバージ ョ ンのフ ロ ン ト カバー FML621X-HA

デ ィ スプレ イ あ り バージ ョ ンのフ ロ ン ト カバー FML621X-HB

2 ハウ ジング ハウジング一式、 フ ロ ン ト な し + 3x ダ ミ ープラ

グ イ ン 

+3x 基板用プラ グ イ ンフ レーム

FML621X-HC

3 バス基板 バス基板 FML621X-BA

4 電源ユニ ッ ト 電源ユニ ッ ト  AC 90-253V FML621X-NA

電源ユニ ッ ト DC 18-36V/AC 20-28V FML621X-NB

電源ユニ ッ ト  AC 90-253V/ATEX バージ ョ ン FML621X-NC

電源ユニ ッ ト  DC 18-36V/AC 20-28V/ATEX バー

ジ ョ ン

FML621X-ND

17

2 6

19

18

15

14

13 10 9 20

21223

21

5

1

8

7

2

4109

16

11
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5 表示 デ ィ スプレ イ一式、 非防爆 FML621X-DA

フ ロ ン ト 基板、 デ ィ スプレ イ な しバージ ョ ン、

非防爆

FML621X-DB

デ ィ スプレ イ + フ ロ ン ト カバー、 非防爆 FML621X-DC

デ ィ スプレ イ一式、 防爆 FML621X-DE

フ ロ ン ト 基板、 デ ィ スプレ イ な しバージ ョ ン、

防爆

FML621X-DF

デ ィ スプレ イ + フ ロ ン ト カバー、 防爆 FML621X-DG

6 拡張カード 拡張カード、 温度 （Pt100/Pt500/Pt1000） 一式、

端子 + 固定フ レーム含む

FML621A-TA

拡張カード、 温度、 ATEX 認可 （Pt100/500/

1000） 一式、 端子含む

FML621A-TB

拡張カード、 汎用 （PFM/ パルス / アナロ グ /

ループ電源） 一式、 端子 + 固定フ レーム含む

FML621A-UA

拡張カード、 汎用、 ATEX 認可 （PFM/ パルス /

アナロ グ / ループ電源） 一式、 端子含む

FML621A-UB

拡張カード、 2 × U/I/TC、 出力 2 × 0/4-20mA/

パルス、 2 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

FML621A-CA

拡張カード、 2 × U/I/TC、 2 × U/I/TC ATEX、 出

力 × デジ タル、 2 × リ レー SPST

FML621A-CB

拡張カード、 デジ タル、 6 × デジ タル入力、 6 × 

リ レー出力一式、 端子 + 固定用フ レーム含む

FML621A-DA

拡張カード、 デジ タル、 ATEX 認可、 6 × デジ タ

ル入力、 6 × リ レー出力一式、 端子含む

FML621A-DB

7 電源端子 プラ グ イ ン電源端子、 4 ピン 51000780

8 リ レー端子 /

ループ電源

プラ グ イ ン端子、 4 ピ ン SMSTB2.5 91/92/53/52 

リ レー端子 / ループ電源

51004062

9, 10 アナロ グ端子 プラ グ イ ン端子、 4 ピ ン SMSTB2.5 82/81/10/11

アナロ グ端子 1 （PFM/ パルス / アナロ グ / ルー

プ電源）

51004063

プラ グ イ ン端子、 防爆、 4 ピン SMSTB2.5 82/81/

10/11

アナロ グ端子 1 （PFM/ パルス / アナロ グ / ルー

プ電源）

51005957

プラ グ イ ン端子、 4 ピン SMSTB2.5 83/81/110/11

アナロ グ端子 2 （PFM/ パルス / アナロ グ / ルー

プ電源）

51004064

プラ グ イ ン端子、 4 ピ ン 防爆 83/81/110/11

アナロ グ端子 2 （PFM/ パルス / アナロ グ / ルー

プ電源）

51005954

11 端子 RS485 プラ グ イ ン端子、 4 ピ ン SMSTB2.5 104 ～ 101

端子 RS485

51004065

12 出力端子 プラ グ イ ン端子、 4 ピ ン SMSTB2.5 134 ～ 131

出力端子 （アナロ グ / パルス）

51004066

13 リ レー端子 /

拡張カード

プラ グ イ ン端子、 FML621 リ レー 51004912

14, 15 拡張カード / 

出力端子

プラ グ イ ン端子、 FML621 デジ タル / オープン コ

レ ク タ

51004911

プラ グ イ ン端子、 4 ピ ン SMSTB2.5 134 ～ 131

出力端子 （アナロ グ / パルス）

51004066

プラ グ イ ン端子、 4p FML621 デジ タル出力 I 51010524

プラ グ イ ン端子、 4p FML621 デジ タル出力 II 51010525

プラ グ イ ン端子、 4p FML621 デジ タル出力 III 51010519

項目番号 名称 説明 注文コード
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16, 17, 

18, 19

拡張カード / 

入力端子

プラ グ イ ン端子、 FML621、 入力 1、 RTD

（Pt100/Pt500/Pt1000）

51004907

プラ グ イ ン端子、 防爆、 FML621、 入力 1、 RTD

（Pt100/Pt500/Pt1000）

51005958

プラ グ イ ン端子、 FML621、 入力 2、 RTD

（Pt100/Pt500/Pt1000）

51004908

プラ グ イ ン端子、 防爆、 FML621、 入力 2、 RTD

（Pt100/Pt500/Pt1000）

51005960

プラ グ イ ン端子、 FML621、 入力 1、 4-20mA

PFM、 パルス、 ループ電源

51004910

プラ グ イ ン端子、 防爆、 FML621、 入力 1、 4-

20mA

PFM、 パルス、 ループ電源

51005959

プラ グ イ ン端子、 FML621、 入力 2、 4-20mA

PFM、 パルス、 ループ電源

51004909

プラ グ イ ン端子、 防爆、 FML621、 入力 2、 4-

20mA

PFM、 パルス、 ループ電源

51005953

プラ グ イ ン端子、 4p FML621 デジ タル入力 青色 51010521

プラ グ イ ン端子、 4p FML621 デジ タル入力 グ

レー

51010520

プラ グ イ ン端子、 4p FML621 入力 II 青色 51010523

プラ グ イ ン端子、 4p FML621 入力 II グレー 51010522

プラ グ イ ン端子、 4p FML621 UITC I 青色 71005489

プラ グ イ ン端子、 4p FML621 UITC I グレー 71005487

プラ グ イ ン端子、 4p FML621 UITC II 青色 71005492

プラ グ イ ン端子、 4p FML621 UITC II グレー 71005491

21 S-DAT  

モジュール

項目番号 20 CPU 基板 FML621C-

認証：

A 非防爆

B Ex バージ ョ ン

Ex ia、 IS FM、 IS CSA

操作言語：

A ド イ ツ語

B 英語

C フ ラ ン ス語

D イ タ リ ア語

E スペイ ン語

F オラ ンダ語

機器ソフトウェア：

AA 数式処理

AB 数式処理 + テレア ラーム

YY 特殊仕様、 要問合せ

FML621C- ⇐ オーダーコード （パー ト  1）

項目番号 名称 説明 注文コード
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11.4 Return （返却）

修理の場合など返却時には、 本機器を梱包で保護し て送付し て く ださい。 納入時の梱包箱を使用
する と、 適に保護する こ と ができ ます。 修理は、 担当の販売業者にご依頼 く ださ い。 サービ ス
ネ ッ ト ワーク の概要については、 取扱説明書のア ド レ スのページを参照し て く ださい。

!

注意 ! 

修理する機器を送る場合は、 エラーと用途について記載し た記録を同梱し て く ださい。

11.5 Disposal （処分）

本機器は電子部品を備えているので、 廃棄する場合は、 電子部品廃棄物 と し て処分する必要が
あ り ます。 処分を管理する各地域の規制にも従って く ださ い。

11.6 Firmware history （フ ァームウ ェ アの履歴）

通信：

1 1×RS232+1×RS485

5 1×RS232+2×RS485

A 1×RS232+1×RS485+ イーサネ ッ ト

イーサネ ッ ト への変換は、 弊社にお問い合わせ く ださい。

E 1×RS232+2×RS485+ イーサネ ッ ト

イーサネ ッ ト への変換は、 弊社にお問い合わせ く ださい。

バージョン：

A 標準

FML621C- ⇐ オーダーコード （完了）

項目番号 21 S-DAT  

モジュール

FML621S-

ソフトウェア

1 標準

2 テレア ラーム

バージョン

A 標準仕様

FML621S- ⇐ オーダーコード

電子部品 リリースした日付 ソフトウェア

バージョン

ソフトウェアの修正

FML621 - 11/2007 V 01.00.XX オ リ ジナルソ フ ト ウ ェ ア

FML621 04/2008 V 01.01.XX オ リ ジナルソ フ ト ウ ェ ア

FML621 03/2009 V 01.02.XX 絶対圧力の圧力単位

密度単位 kg/l の追加
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12 Technical data （技術データ）

12.1 Input （入力）

12.1.1 Measured vaiable （計測パラ メ ータ）

電圧 （アナロ グ / デジ タル入力）、 電流 （アナロ グ入力）、 PFM、 パルス入力

!

注意 ! 

PFM 入力に接続でき るのは、 エン ド レ スハウザー社製の流量センサだけです。 

レベルおよび圧力計測機器には適し ません。

12.1.2 Input signal （入力信号）

アナロ グ信号と し て実装された任意のプロセス変数 （例えば、 流量、 レベル、 圧力、 温度、 密
度など）

12.1.3 Measuring range （計測レンジ）

計測パラメータ 入力

Current（電流） • 0/4 ～ 20 mA +10 % オーバーレ ンジ

• 大入力電流 ： 150 mA

• 入力イ ンピーダン ス <10Ω
• 精度 ： フルスケールの 0.1%

• 温度ド リ フ ト ： 0.04 % / K

• 信号ダンピング ： 低域フ ィ ルタ （1 次）、 フ ィ ルタ定数調整可 0 ～ 99 秒

• 分解能 ： 13 ビ ッ ト

Current (U-I-TC card)

（電流（U-I-TC カード））

• 0/4 ～ 20 mA +10 % オーバーレ ンジ

• 大入力電流 ： 80 mA

• 入力イ ンピーダン ス = 10Ω
• 精度 ： フルスケールの 0.1%

• 温度ド リ フ ト ： 0.01 % / K

PFM/pulse input

（PFM/ パルス入力）

• 周波数の範囲 ： 0.01 ～ 18 kHz

• 信号レベル 

- ロー ： 2 ～ 7 mA ； 

- ハイ ： 13 ～ 19 mA

• 計測方法 ： 周期 / 周波数計測

• 精度 ： 計測値の 0.01%

• 温度ド リ フ ト ： 0.01% （全温度範囲）

• 信号レベル ロー ： 2 ～ 7 mA ； ハイ ： 13 ～ 19 mA （ド ロ ッ プ抵抗 ： 約 1.3 kΩ、 大 24 V 電圧レベル時）

Voltage (digital input)

（電圧（デジタル入力））

• 電圧レベル

- ロー ： -3 ～ 5 V

- ハイ ： 12 ～ 30 V （IEC 61131-2 に準拠）

• 入力電流 ： 代表値 3 mA （過負荷、 逆極性保護付き）

• サンプ リ ング周波数 ： 

4 × 4 Hz

2 × 20 kHz または 2 × 4 Hz

Voltage (analog input)

（電圧（アナログ入力））

• 電圧 ： 0 ～ 10 V、 0 ～ 5 V、 ±10 V、 計測誤差 ： 計測レ ンジの ±0.1%、 入力イ ンピーダン ス > 400 kΩ
• 電圧 ： 0 ～ 100 mV、 0 ～ 1 V、 ±1 V、 ±100 mV、 計測誤差 ： 計測レ ンジの ±0.1%、 入力イ ンピーダン ス >1 

MΩ
• 温度ド リ フ ト ： 0.01 % / K

Resistance thermometer (RTD) as 
per ITS 90

（測温抵抗体（RTD）ITS 90 に準
拠）

名称 計測レ ンジ 精度 （4 線接続）

Pt100 -200 ～ 800 °C フルス ケールの 0.03%

Pt500 -200 ～ 250 °C フルス ケールの 0.1%

Pt1000 -200 ～ 250 °C フルス ケールの 0.08%

• 接続タ イプ ： 3 線式、 または 4 線式

• 計測電流 ： 500 μA

• 分解能 ： 16 ビ ッ ト

• 温度ド リ フ ト ： 0.01 % / K
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12.1.4 Galvanic isolation （入出力の絶縁）

各拡張カード と基本ユニ ッ ト の入力は、 互いに絶縁されています （出力の 「絶縁」 も参照）。

!

注意 ! 

デジ タル入力については、 端子ブロ ッ ク ご と に互いに絶縁されています。

12.2 Output （出力）

12.2.1 Output signal （出力信号）

電流、 パルス、 伝送器電源 （MUS）、 ス イ ッ チング出力

12.2.2 入出力の絶縁

信号の入力と出力は、 電源と絶縁されています （試験電圧 2.3 KV）。

信号の入力と出力はすべて互いに絶縁されています。 試験電圧は 500 V です。

!

注意 ! 

指定絶縁電圧は、 この AC 試験電圧 Ueff にな り ます （接続端子間に印加）。

評価の基準 ： IEC 61010-1、 保護等級 II、 過電圧カテゴ リ  II

Thermocouple (TC)
（熱電対（TC））

タ イプ 計測レ ンジ 精度

J （Fe-CuNi）、 

IEC 584

-210 ～ 999.9 °C ± (0.15% oMR +0.5 K)、 -100 °C の時

K （NiCr-Ni）、 

IEC 584

-200 ～ 1372 °C ± (0.15% oMR +0.5 K)、 -130 °C の時

T （Cu-CuNi）、

IEC 584

-270 ～ 400 °C ± (0.15% oMR +0.5 K)、 -200 °C の時

N （NiCrSi-NiSi）、

IEC 584

-270 ～ 1300 °C ± (0.15% oMR +0.5 K)、 -100 °C の時

B （Pt30Rh-Pt6Rh）、 

IEC 584

0 ～ 1820 °C ± (0.15% oMR +1.5 K)、 600 °C の時

D （W3Re/W25Re）、 

ASTME 998

0 ～ 2315 °C ± (0.15% oMR +1.5 K)、 500 °C の時

C （W5Re/W26Re）、 

ASTME 998

0 ～ 2315 °C ± (0.15% oMR +1.5 K)、 500 °C の時

L （Fe-CuNi）、

DIN 43710、 GOST

-200 ～ 900 °C ± (0.15% oMR +0.5 K)、 -100 °C の時

U （Cu-CuNi）、

DIN 43710

-200 ～ 600 °C ± (0.15% oMR +0.5 K)、 -100 °C の時

S （Pt10Rh-Pt）、 

IEC 584

0 ～ 1768 °C ± (0.15% oMR +3.5 K)、 0 ～ 100 °C の時

± (0.15% oMR +1.5 K)、 100 ～ 1768 °C の時

R （Pt13Rh-Pt）、 

IEC 584

-50 ～ 1768 °C ± (0.15% oMR +3.5 K)、 0 ～ 100 °C の時

± (0.15% oMR +1.5 K)、 100 ～ 1768 °C の時

内部温度補正誤差 ： ≤3 °C
温度ド リ フ ト ： 0.01 % / K

計測パラメータ 入力
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12.3 Output variable current-pulse （電流 / パルス出力パラ メ ータ）

12.4 Switching output （スイ ッ チング出力）

12.4.1 Function （機能）

動作モード における リ ミ ッ ト リ レース イ ッ チ ： 小 / 大安全、 勾配、 ア ラーム、 周波数 / パ
ルス、 機器エラー

12.4.2 Switch behavior （切替動作）

2 値信号。 リ ミ ッ ト 値に達し た と きに切 り 替わ り ます （無電圧 NO 接点）

12.4.3 Relay switching capacity （リ レーのスイ ッ チング容量）

大 AC 250 V、 3 A / DC 30 V、 3 A

!

注意 ! 

拡張カード リ レーにはラ イ ン電圧と保護特別低電圧を一緒にし ないで く ださい。

12.4.4 Switching frequency （スイ ッ チング周波数）

大 5 Hz

12.4.5 Threshold （し きい値）

プロ グ ラ ム可能

12.4.6 Hysteresis （ヒ ステ リ シス）

0 ～ 99%

計測パラメータ 出力パラメータ

Current（電流） • 0/4 ～ 20 mA +10 % オーバーレ ンジ、 反転可能

• 大ループ電流 ： 22 mA （短絡電流）

• 負荷 ： 大 750 Ω （20 mA 時）

• 精度 ： フルスケールの 0.1%

• 温度ド リ フ ト ： 0.1% / 10 K （周囲温度）

• 出力 リ ッ プル < 10 mV （500 Ω、 周波数 < 50 kHz）

• 分解能 ： 13 ビ ッ ト

• エラー信号 3.6 mA または 21 mA、 NAMUR NE 43 に準拠 （調整可）

Pulse（パルス） 基本ユニ ッ ト ：

• 周波数範囲 ： 大 12.5 kHz

• 電圧レベル 

ロー ： 0 ～ 1 V、 ハイ ： 12 ～ 28 V

• 負荷 ： 低 1 kΩ
• パルス幅 ： 0.04 ～ 1000 ms

拡張カード （デジ タル パッ シブ、 オープン コ レ ク タ） ：

• 周波数範囲 ： 大 12.5 kHz

• I max. = 200 mA

• U max. = 24 V ±15 %

• U low/max. = 1.3 V （200 mA 時）

• パルス幅 ： 0.04 ～ 1000 ms

Number（個数） 個数 ：

• 2 × 0/4 ～ 20 mA/ パルス （基本ユニ ッ ト ）

• イーサネ ッ ト オプシ ョ ン ： 基本ユニ ッ ト に電流出力が含まれません。

大数 ：

• 8 × 0/4 ～ 20 mA/ パルス （拡張カード の数によ って決ま り ます）

• 6 × デジ タル パッ シブ （拡張カード の数によ って決ま り ます）

Signal sources（信号供給源） 使用可能なすべての多機能入力 （電流、 PFM、 パルス入力） と 計算結果を、 各出力に自由に割 り 当てる こ

と ができ ます。
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12.4.7 Sig. source （信号供給源）

使用可能なすべての入力と計算し た変数を、 各ス イ ッ チング出力に自由に割 り 当てる こ と がで
き ます。

12.4.8 Number of switching cycles （スイ ッ チングサイ クル数）

> 100,000

12.4.9 Scan rate （スキャ ン速度）

500 ms

12.4.10 Number （個数）

1 × リ レー （基本ユニ ッ ト ）

大数 ： 19 × リ レー （拡張カード の数と タ イプによ って決ま り ます）

12.5 Transmitter power supply and external power supply （伝送器電源と
外部電源）

• 伝送器電源供給ユニ ッ ト （MUS）、 端子 81/82 または 81/83 （オプシ ョ ン電源拡張カード 181/
182 または 181/183） ：

大出力電圧 DC 24 V ±15%
入力イ ンピーダン ス < 345Ω

大ループ電流 22 mA （Uout > 16 V 時）
• FML621 技術データ ：

HART® 通信には影響し ません。
個数 ： 4 × MUS （基本ユニ ッ ト ）

大数 ： 10 （ 拡張カード の数 と タ イプによ って決ま り ます）
• 追加電源 （例えば外部表示デ ィ スプレ イ）、 端子 91/92 ：

供給電圧 DC 24 V ±5 %
電流 ： 大 80 mA、 短絡保護
個数 ： 1
信号源抵抗 <10Ω

12.6 Power supply （電源）

12.6.1 Supply voltage （電源電圧）

• 低電圧電源機器 ： AC 90 ～ 250 V、 50/60 Hz
• 特別低電圧電源機器 ： DC 20 ～ 36 V または AC 20 ～ 28 V 50/60 Hz

12.6.2 Power consumption （消費電力）

8 ～ 38 VA （バージ ョ ン と配線によ って異な り ます）

12.6.3 Connection data interface （接続データ ： イ ン ターフ ェ イス）

RS232

• 接続 ： ジ ャ ッ ク ソ ケ ッ ト  3.5 mm、 前面
• 転送プロ ト コル ： ReadWin® 2000
• 転送速度 ： 大 57,600 ボー

RS485

• 接続 ： 差込式端子 101/102 （基本ユニ ッ ト ）
• 転送プロ ト コル ： （シ リ アル ： ReadWin® 2000 ； パラ レル ： オープン規格）
• 転送速度 ： 大 57,600 ボー

オプション：追加の RS485 インターフェイス

• 接続 ： 差込式端子 103/104
• 標準イ ン ターフ ェ イ ス RS485 と し ての転送プロ ト コルおよび転送速度 
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オプション：イーサネットインターフェイス

イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス 10/100BaseT、 コネ ク タ タ イプ RJ45、 シール ド ケーブルによ る
接続、 本機器のセ ッ ト ア ッ プ メ ニューによ る IP ア ド レ スの発行  オフ ィ ス環境にあ る機器 と の
イ ン ターフ ェ イ スによ る接続

安全距離 ： オフ ィ ス機器規格 IEC 60950-1 を考慮する必要があ り ます。

PC への接続 ： 「ク ロ ス」 ケーブルで行います。

12.7 Reference operating conditions （基準動作条件）

12.7.1 FML621 reference operating conditions （FML621 の基準動作条件）

• 電源 ： AC 207 ～ 250 ±10 %、 50 Hz ±0.5 Hz
• ウ ォームア ッ プ時間 > 30 分
• 周囲温度 ： 25 °C ±5 °C
• 空気湿度 ： 39 % ±10 % （相対湿度）

12.7.2 Reference operating conditions, (Special calibration, liquiphant M dencity)
（基準動作条件、 （特殊校正、 リキフ ァ ン ト M デンシテ ィ （密度 / 濃度
計測用）））

• 計測物 ： 水 （H2O）
• 計測物温度 ： 0 ～ 80 °C （静止し た液体）
• 周囲温度 ： 24 °C ±5 °C
• 湿度 ： 大 90 % 
• ウ ォームア ッ プ時間 > 30 分

12.8 Performance characteristics （性能特性）

!

注意 ! 

本書に記載されている精度は、 密度計測ラ イ ン全体に適用されます。

12.8.1 General measuring conditions for accuracy data （精度データの一般計測
条件）

• スパン （計測レ ンジ） ： 0.3 ～ 2.0 g/cm3

• パ ド ル と容器壁と液体表面の間の距離 ： > 50 mm （12 ページの 「Mounting location （取付位置）」
参照）

• 温度センサの計測誤差 ： < 1 °C
• 大粘度 ： 350 mPa* 秒 （例外 ： FTL51C の場合、 大 50 mPa* 秒）
• 大流速 ： 2 m/s

- 層流、 気泡な し、 設置の説明を参照
- 流速が速い場合には、 減速用の構造対策 （例えば、 外筒管やレジューサなど） を講じ て く

ださい。
• プロセス温度 ： 0 ～ +80 °C （精度データの有効範囲）
• FML621 の仕様によ る電源
• DIN EN 61298-2 に準拠し た情報
• プロセス圧力 ： -0.1 ～ +25 bar （絶対圧）

12.8.2 Maximum measured error （ 大計測誤差）

• 標準校正 ： ±0.02 g/cm3 （±1.2% 対スパン （1.7 g/cm3）、 一般計測条件時） 
• 特殊校正 ： ±0.005 g/cm3 （±0.3% 対スパン （1.7 g/cm3）、 一般計測条件時）
• 現場校正 ： ±0.002 g/cm3 （動作点）

12.8.3 Non-repeatability (reproducibility) （再現性）

• 標準校正 ： ±0.002 g/cm3 （一般計測条件時）
• 特殊校正 ： ±0.0007 g/cm3 （基準動作条件時）
• 現場校正 ： ±0.002 g/cm3 （動作点）



Technical data （技術データ）

154 エン ド レスハウザー ジ ャパン

12.8.4 Factors influencing accuracy data （精度データに影響を与える要因）

!

注意 ! 

高 140°C までのプロセス温度でのセンサ洗浄 （CIP または SIP） が、 長期にわたって可能で
す。 

• 長期ド リ フ ト ： 代表値 ±0.00002 g/cm3 / 日
• 温度係数 ： 代表値 ±0.0002 g/cm3 / 10°C
• 管内の流速 > 2 m/s
• 音叉の付着物
• 真空アプ リ ケーシ ョ ン等によ る気泡
• 音叉の埋没が不完全
• 圧力変化 > 6 bar では、 圧力計測を補正する必要があ り ます。
• 温度変化 > 1°C では、 温度計測を補正する必要があ り ます。
• 音叉へ機械的応力 （変形など） を加えないで く ださ い。 精度に影響を与え る可能性があ り ま

す。 機器が機械的応力を受けた場合は、 交換する必要があ り ます。 

必要な精度に応じ て、 定期的に現場校正を行 う こ と ができ ます。

!

注意 ! 

液体の粘度 ： 精度データはすべて、 ニュー ト ン流体 （理想粘性体） を表し ます。 弾性や、 擬弾
性、 塑性粘性、 粘弾性を有する液体では、 現場校正を行 う よ う お勧めし ます。

TI420Fen036

12.9 Installation conditions （設置条件）

12.9.1 FML621 installation instruction （FML621 の設置の説明）

Mounting location （取付位置）

キ ャ ビネ ッ ト 内のレール IEC  60715

Orientation （取付向き）

制限事項はあ り ません。

12.9.2 Installation instructions for liquiphant M density （リキフ ァ ン ト  M デンシ
テ ィ （密度 / 濃度計測用） 設置の説明）

→セ ク シ ョ ン 3
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12.10 Environment （周囲環境）

12.10.1 Ambient temperature range （周囲温度範囲）

-20 ～ 50°C

"

警告 !

拡張カード を使用する場合は、 少な く と も 0.5 m/s の空気流によ って通気する必要があ り ます。

12.10.2 Storage temperature （保管温度）

-30 ～ 70°C 

12.10.3 Climate class （気候分類）

IEC 60 654-1 Class B2 / EN 1434 Class 「C」 （結露不可） に準拠

12.10.4 Electr. safety （電気的安全性）

IEC 61010-1 に準拠 ： 環境 < 標高 2000 m 

12.10.5 Degree of protection （保護等級）

• 基本ユニ ッ ト ： IP 20
• 分離型表示 / 操作ユニ ッ ト ： 前面 IP 65

12.10.6 Electromagnetic compatibility （電磁適合性）

Interference emission （電磁干渉の放射）

IEC 61326 Class A

Interference immunity （干渉波の適合性）

• 電源異常 ： 20 ms、 影響な し
• 起動電流制限 ： Imax/In ≤ 50% (T50% ≤ 50 ms)
• 電磁場 ： 10 V/m、 IEC 61000-4-3 に準拠
• 伝導 HF ： 0.15 ～ 80 MHz、 10 V、 IEC 61000-4-3 に準拠
• 静電気放電 ： 6 kV 接点放電、 間接放電、 IEC 61000-4-2 準拠

- バース ト （電源） ： 2 kV、 IEC 61000-4-4 準拠
- バース ト （信号） ： 1 kV/2 kV、 IEC 61000-4-4 準拠
- サージ （AC 電源） ： 1 kV/2 kV、 IEC 61000-4-5 準拠
- サージ （DC 電源） ： 1 kV/2 kV、 IEC 61000-4-5 準拠
- サージ （信号） ： 500 V/1 kV、 IEC 61000-4-5 準拠

12.11 Mechanical construction （機械的構造）

12.11.1 Design, dimensions （構造、 寸法）

BA335Fen341

図 69 ： IEC 60715 準拠レール用ハウジング
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BA335Fxx342

図 70 ： 拡張カー ド （オプシ ョ ンまたはア クセサリ） 付きの機器

- ス ロ ッ ト  A、 E は、 基本ユニ ッ ト の一体部品です。

- ス ロ ッ ト  B、 C、 D は、 拡張カード で拡張する こ と ができ ます。

12.11.2 Weight （重量）

• 基本ユニ ッ ト ： 500 g （拡張カード を含んだ 大構成時）
• リ モー ト 操作ユニ ッ ト ： 300 g

12.11.3 Material （材質）

ハウジング ： ポ リ カーボネー ト プラ スチッ ク材、 UL 94V0

12.11.4 Terminals （端子）

差込式ねじ端子 （電源端子はコーデ ィ ング付き） ； ク ラ ンプ面積 1.5 mm2 （16 AWG） 単線、 
1.0 mm2 （18 AWG） フ レキシブル、 フ ェルール付き （すべての接続部に適用）。

12.12 display and operating elements （表示部と操作部）

!

注意 ! 

• 現場校正を行 う には、 表示 / 操作ユニ ッ ト が必ず必要です。
• 表示 / 操作ユニ ッ ト は、デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621 の設定にも使用

する こ と ができ ます。 必要であれば、 表示 / 操作ユニ ッ ト  1 台を複数の機器に使用する こ と も
でき ます。 

12.12.1 Display elements （表示部）

• デ ィ スプレ イ （オプシ ョ ン） ：
160 × 80 ド ッ ト マ ト リ ッ ク ス LCD、 青色バッ ク ラ イ ト 、 エラー時は赤色に変化 （設定可能）

• LED ステータ ス表示 ：
動作中 ： 1 × 緑色 （2 mm）
エラー メ ッ セージ ： 1 × 赤色 （2 mm）

• 表示 / 操作ユニ ッ ト （オプシ ョ ン またはア ク セサ リ ） ：
表示 / 操作ユニ ッ ト は、 パネル取付ハウジングの本機器に追加接続する こ と もでき ます （寸
法 W×H×D = 144 × 72 × 43 mm）。 内蔵 RS484 イ ン ターフ ェ イ スへの接続は、 接続ケーブル
（l = 3 m、 ア ク セサ リ キ ッ ト ） を使用し て行います。 表示 / 操作ユニ ッ ト は、 FML621 の機器本
体デ ィ スプレ イ と並行動作させる こ と ができ ます。

BA335Fen343

図 71 ： パネル取付用表示 / 操作ユニ ッ ト （オプシ ョ ンまたはア クセサリ）

A B C D E

ENDRESS+HAUSER
RMM621

7
2

43

52

144

ENDRESS+HAUSER

mm



Technical data （技術データ）

エン ド レスハウザー ジャパン 157

BA335Fen344

図 72 ： パネル取付ハウジングの表示 / 操作ユニ ッ ト

12.12.2 Operating elements （操作部）

デ ィ スプレ イは前面パネルの 8 つのソ フ ト キーで対話式に操作し ます （キーの機能はデ ィ スプ
レ イに表示されます）。

12.12.3 Remot operation （リ モー ト 操作）

RS232 イ ン ターフ ェ イ ス （前面パネルのジャ ッ ク ソ ケ ッ ト  3.5 mm） ： ReadWin® 2000 PC 操作ソ フ
ト ウ ェアを備え る PC で設定を行 う 。

RS485 イ ン ターフ ェ イ ス

12.12.4 Real time clock （時計）

• 偏差 ： 30 分 / 年
• 充電 ： 14 日分

12.13 Certificates and approvals （認証と認定）

12.13.1 CE mark （CE マーク）

本機器が EC 指令の法定要件を満た し、 試験に合格し た こ と を、 CE マーク を添付する こ と に
よ って保証し ています。

12.13.2 Ex approval （防爆認定）

利用でき る防爆タ イプ （ATEX、 FM、 CSA など） については、 寄 り の弊社営業所も し く は販売
代理店にお問合せ く ださい。

12.13.3 Other standards and quidelines （その他の規格およびガイ ド ラ イ ン）

• IEC 60529 ：
ハウジング保護等級 （IP コード）

• IEC 61010 ：
計測、 コ ン ト ロール、 実験処理用の電気機器のための保護対策

• EN 61326 （IEC 1326） ：
電磁適合性 （EMC 要件）

• NAMUR NE 21、 NE 43
化学産業制御規格協会

ENDRESS+HAUSER
RML621
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12.14 関連文書

!

注意 ! 

補足文書については、 弊社製品のページ （www.endress.com） を参照し て く ださい。

12.14.1 カ タ ログ

リ キフ ァ ン ト M デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用）
IN017F/00

品質管理と プロセス制御用の密度計測
CP024F/00

リ キフ ァ ン ト フ ァ ミ リ
CP003F/00

12.14.2 技術仕様書

リ キフ ァ ン ト  M デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621 
TI420F

リ キフ ァ ン ト  M FTL50、 FTL51 （標準、 サニタ リ 用） 
TI328F

リ キフ ァ ン ト  M FTL51C （耐食コーテ ィ ング） 
TI347F

12.14.3 取扱説明書

デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621
BA335F

リ キフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） FTL50、 FTL51 （FEL50D イ ンサー ト ）
KA284F

リ キフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） FTL50 （H）、 FTL51 （H）
（FEL50D イ ンサー ト ）
KA285F

リ キフ ァ ン ト  M デンシテ ィ （密度 / 濃度計測用） FTL51C （FEL50D イ ンサー ト ）
KA286F

12.14.4 証明書

FM
ZD041F 

CSA
ZD042F 

12.14.5 安全注意事項 （ATEX）

デンシテ ィ コ ンピ ュータ （密度 / 濃度計測用） FML621
 II (1) GD, (EEx ia) IIC

（PTB 04 ATEX 2019）
XA038R/09/a3

リ キフ ァ ン ト  M FTL50 （H）、 FTL51 （H）、 FTL51C、 FTL70、 FTL71
 II 1/2 G, EEx d IIC/B

（KEMA 99 ATEX 1157）
XA031F/00/a3

リ キフ ァ ン ト  M FTL50 （H）、 FTL51 （H）、 FTL51C、 FTL70、 FTL71
 II 1/2 G, EEx ia/ib IIC/B

（KEMA 99 ATEX 0523）
XA063F/00/a3

リ キフ ァ ン ト  M FTL50 （H）、 FTL51 （H）、 FTL51C
 II 1 G, EEx ia  IIC/B

（KEMA 99 ATEX 5172 X）
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XA064F/00/a3

リ キフ ァ ン ト  M FTL50 （H）、 FTL51 （H）、 FTL51C、 FTL70、 FTL71
 II 1/2 G, EEx de IIC/B

（KEMA 00 ATEX 2035）
XA108F/00/a3

リ キフ ァ ン ト  M FTL51C
 II 1/2 G, EEx ia/ib  IIC

（KEMA 00 ATEX 1071 X）
XA113F/00/a3

リ キフ ァ ン ト  M FTL51C
 II 1/2 G, EEx d  IIC

（KEMA 00 ATEX 2093 X）
XA114F/00/a3

リ キフ ァ ン ト  M FTL51C
 II 1/2 G, EEx de  IIC

（KEMA 00 ATEX 2092 X）
XA115F/00/a3

リ キフ ァ ン ト  M FTL50 （H）、 FTL51 （H）、 FTL51C、 FTL70、 FTL71
 II 3 G, EEx nA/nC II

（EG 01 007-a）
XA182F/00/a3
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13 付録

13.1 略語リ ス ト

略語 意味

… temp. …temperature （… 温度）

betw. calls between calls （コールの間）

Ch. Speed Change speed （変化速度）

Circuit br. det. Circuit break detection （断線検出）

curr. current （現在の）

Disp.+Ackn. Display and acknowledge （表示と 確認）

Event mess. Event message （イベン ト メ ッ セージ）

Gen. General （一般）

High stat. High status （ハイ状態）

horz. horizontal （水平）

Int. evaluation Intermediate evaluation （中間評価）

Low stat. Low status （ロー状態）

No. Number （個数）

Pnts Points （ポ イ ン ト ）

Prog. Program （プロ グ ラ ム）

Res. value Reset value （ リ セ ッ ト 値）

Resp. Response （応答）

Time del. Time delay （遅延時間）

Unit adr. Unit address （機器ア ド レ ス）

Unit ID Device designation （機器名称）

vert. vertical （垂直）
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Alarm Response（ アラ ーム応答） ...................... 59, 61, 63
Analog Inputs（ アナロ グ入力） ...................................... 62
Analog outputs（ アナロ グ出力）.................................... 70

C
Communication（ 通信）

Setup （セ ッ ト ア ッ プ）.................................................. 78
Ethernet （イーサネ ッ ト ） ............................................. 37

Counter readings（ カウ ンタ 指示値） ............................ 55

D
Digital Inputs（ デジタ ル入力）....................................... 64
Digital outputs（ デジタ ル出力） .................................... 73

E
Error list（ エラ ーリ ス ト ） .............................................. 37
Ethernet（ イ ーサネッ ト ）

Commissioning （試運転） ............................................... 38
Communication （通信）.................................................. 37

I
Inputs（ 入力）

Analog Inputs （アナロ グ入力）...................................... 62
PFM/Pulse Inputs （PFM/ パルス入力） ......................... 60
Setup （セ ッ ト ア ッ プ）.................................................. 60
Digital Inputs （デジ タル入力） ...................................... 64

L
Limit Values（ リ ミ ッ ト 値）

Setup （セ ッ ト ア ッ プ）.................................................. 74

P
PFM/Pulse Inputs（ PFM/ パルス 入力） ........................ 60
Pulse outputs（ パルス 出力） .......................................... 71

R
Relay（ リ レ ー） ................................................................ 73

S
Service（ サービス ）

Setup （セ ッ ト ア ッ プ）.................................................. 79
Setup（ セッ ト アッ プ） ................................................... 56

Communication （通信）.................................................. 78
Display （表示）.............................................................. 76
Inputs （入力） ............................................................... 60
Limit Values （ リ ミ ッ ト 値） ........................................... 74
Mathematics （数式処理）......................................... 65, 69
Outputs （出力） ............................................................ 70
Service （サービ ス）....................................................... 79
Signal Analysis （信号解析） ........................................... 77

Signal Analysis（ 信号解析）
Setup （セ ッ ト ア ッ プ）.................................................. 77

Statistics（ 統計データ ）.................................................. 55

U
Units（ 単位） .................................................................. 160

あ
アク ティ ブセンサ ........................................................... 22
アラ ーム応答 ............................................................. 36, 70
イ ベント バッ フ ァ ..................................................... 36, 54

イ ンタ ーフ ェ イ ス
接続 .............................................................................. 25

エラ ー
Error list （エラー リ ス ト ）............................................. 37
システムエラー ............................................................ 35
プロセスエラー ............................................................ 35
プロセスエラーのエラータ イプの設定 ........................ 36

エラ ーメ ッ セージ ..................................................... 35, 39
入力 / 出力の一般エラー............................................ 141
システムエラー メ ッ セージ ........................................ 141
数式編集 ............................................................. 143, 144
セ ッ ト ア ッ プ中 .......................................................... 142
センサ DAT モジュール ............................................. 142
テーブル入力.............................................................. 142
リ ング メ モ リ .............................................................. 141

演算子
結合演算子 ................................................................. 113
算術演算子 ................................................................. 112
比較演算子 ................................................................. 113

エンド レ ス ハウ ザー社製の機器 ................................... 24
温度センサ ....................................................................... 27

か
外部センサ

接続 .............................................................................. 21
拡張カード

- U-I-TC、 端子割当 .................................................... 30
- 温度、 端子割当 ......................................................... 27
- 共通、 端子割当 ......................................................... 26
試運転 .......................................................................... 39
接続 .............................................................................. 26
設置の説明 ................................................................... 13
- デジタル、 端子割当 .................................................. 28

拡張カード の取付 ........................................................... 13
型式銘板 ............................................................................. 8
関数

三角関数 ..................................................................... 114
範囲関数 ..................................................................... 115
標準関数 ..................................................................... 113
論理関数 ..................................................................... 114

キーアイ コ ン ................................................................... 34
機器の設定

ク イ ッ ク ス ター ト ........................................................ 53
セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー ................................................. 56
適用例 .......................................................................... 80

機器のレ ール取付 ........................................................... 12
機能マト リ ッ ク ス ........................................................... 53
基本ユニッ ト

試運転 .......................................................................... 39
結合演算子 ..................................................................... 113

さ
三角関数 ......................................................................... 114
算術演算子 ..................................................................... 112
試運転

拡張カード ................................................................... 39
基本ユニ ッ ト ................................................................ 39
分離型操作ユニ ッ ト ..................................................... 39

シス テムエラ ー ............................................................... 35
シス テム単位の定義 ..................................................... 160
出力

Analog outputs （アナロ グ出力）.................................... 70
Digital outputs （デジ タル出力） .................................... 73
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Pulse outputs （パルス出力） .........................................  71
Relay （ リ レー） ............................................................  73
Setup （セ ッ ト ア ッ プ） .................................................  70
接続..............................................................................  25

数式処理
Setup （セ ッ ト ア ッ プ） ...........................................  65, 69

寸法 ..................................................................................  12
接続

イ ン ターフ ェ イ ス ........................................................  25
外部センサ ...................................................................  21
拡張カード ...................................................................  26
出力..............................................................................  25
電源..............................................................................  21

設定
Analog output （アナロ グ出力）.....................................  87
Communication （通信） ...............................................  109
Digital outputs （デジ タル出力）....................................  88
Display （デ ィ スプレ イ） ...............................................  80
Inputs （入力） ...............................................................  85
Limit values （ リ ミ ッ ト 値） ...........................................  89
Pulse output （パルス出力）...........................................  87
Relay （ リ レー） ............................................................  88
Signal Analysis （信号解析） .........................................  103
出力..............................................................................  87
保存............................................................................  102

操作例 ..............................................................................  35

た
端子の割当

U-I-TC 拡張カード ......................................................  30
温度拡張カード ............................................................  27
共通拡張カード ............................................................  26
デジ タル拡張カード ....................................................  28

通知メ ッ セージ ..............................................................  36
Display（ 表示）

Setup （セ ッ ト ア ッ プ） .................................................  76
テキス ト の入力 ..............................................................  34
適用例 ..............................................................................  80

Analog output （アナロ グ出力）.....................................  87
Communication （通信） ...............................................  109
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保存............................................................................  102
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ト ラ ブルシュ ーティ ング ............................................  140
ト ラ ブルシュ ーティ ングのチェ ッ ク リ ス ト ............  140
取付位置 ....................................................................  12, 15
取付向き ....................................................................  12, 14

な
ナビ ゲータ ......................................................................  53
認識でき ないエラ ー ....................................................  115

は
パッ シブセンサ ..............................................................  22
範囲関数.........................................................................  115
比較演算子.....................................................................  113
表示...................................................................................  33
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■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA335F/33/JA/03.09
DH/FM 7.1J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

10.10/ マーコムグループ
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